
        
            
                
            
        

    
[image: ]




[image: ]




[image: ]




[image: ]




[image: ]




[image: ]




ハイスクールＤ×Ｄ12


補習授業のヒーローズ





石踏一榮















[image: ]





富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　みやま零
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　あとがき






　だいじょうぶだよ！　なかないよ！


　おっぱいドラゴンがぼくたちをまもってくれるんだ！






　Life.-3　赤せき龍りゆう帝ていのいないグレモリー







　中級悪あく魔まの昇しよう格かく試験日から二日ほど経過した昼頃ごろ──。


　僕──木き場ば祐ゆう斗とはグレモリー城のフロアの一角にいた。グレモリー城は慌あわただしさのなかにあった。使用人の方々をはじめ、グレモリーの私兵も慌ただしく動いている。


　理由は現在冥めい界かいが危機に瀕ひんしているからだ。


　旧魔王派のシャルバ・ベルゼブブの外げ法ほうによって生みだされた『魔獣創造アナイアレイシヨン・メーカー』の超ちよう巨きよ大だいモンスターの群れは冥界に出現後、各重要拠きよ点てん及および都市部への進しん撃げきを開始。


　フロアに備え付けられている大型テレビではトップニュースとして、進撃中の巨大な魔ま獣じゆうを映しだしていた。


『ご覧ください！　突とつ如じよ現れた超巨大モンスターは歩みを止めぬまま、一路都市部へと向かっております！』


　魔力駆く動どうの飛行船やヘリコプターからレポーターがその様子を恐きよう々きようとして報道している。冥界に出現した『魔獣創造アナイアレイシヨン・メーカー』の巨大な魔獣は全部で十三体──。百メートルを優に超こえる巨獣だ。どれも百五十メートルほどはあるだろう。


　テレビにもそれらすべての様子が克こく明めいに報道されている。チャンネルごとに各魔獣の様子が見られるように思える状じよう況きようだ。あの疑ぎ似じ空間で見たときは黒いオーラに包まれた人型の巨大なモンスター群だった。


　冥界に現れてからその姿が変わったのか、人型の巨人タイプもいれば、四足歩行のまさに獣けもののようなタイプもいる。姿すがた形かたちは一体として同じものがいない。


　人型タイプは二足歩行であるものの、頭部が水生生物のものであったり、眼めがひとつであったり、腕うでが四本も生えているものもおり、一言で表すなら合成獣──キメラのようだ。四足歩行の魔獣たちも同様にあらゆる生物、魔獣のパーツで体が構成されていた。


　奴やつらはゆっくりと一歩ずつ歩みを止めぬまま進撃し続けている。このまま行けば重要地点に一番近い魔獣は今日中にたどり着くだろう。他ほかの魔獣にしてもほぼ明日には都市部に到とう達たつする。


　厄やつ介かいなのは、この魔獣たちが進撃をしながらも小型のモンスターを独自に生みだしている点だ。魔獣の体の各部位が盛り上がり、そこから次々と肉を破って小型モンスターが誕生していく。大きさは人間サイズだが、とにかく数が多い。一回に数十から百体ほど生みだされているようだった。奴らは通りかかった森、山、自然を破は壊かいし、そこに住む生き物も食らい尽つくしていく。


　進撃先にあった町や村の住民は今のところ最小の被ひ害がいで避ひ難なんできているようだが、町村そのものは丸ごと蹂じゆう躙りんされていった。


　奴らが通ったあとは、何も残らないという凄せい惨さんな状況だ。


　あまりに異様な生物──。これが上位神滅具ロンギヌスのひとつ『魔獣創造アナイアレイシヨン・メーカー』が生みだした悪あつ鬼きのごとき異い形ぎよう……。同じ創造系の神器セイクリツド・ギアを持つ者として、畏い怖ふするばかりだった。神に匹ひつ敵てきすると称しようされる異能、世界を滅ほろぼせるだけの能力、それを現在進行形で見せつけてくれている。


　その異形のなかでも群を抜ぬいて巨大なのが、冥界──魔王領にある首都リリスに向かっているという規格外の魔獣だ。人型であり、他の魔獣よりも一回り以上も上回る巨体を有している。画面越ごしでもその強大さがうかがえてしまう。


　一ひと際きわ巨大なその魔獣を冥界政府は『超獣鬼ジヤバウオツク』と呼称していた。その他十二体の巨大な魔獣は『豪獣鬼バンダースナツチ』と呼称されている。これらはアザゼル先生がルイス・キャロルの創作物にちなんでつけたものだった。


　テレビの向こうで『豪獣鬼バンダースナツチ』を相手に冥界の戦士たちが迎げい撃げきを開始していた。黒き翼つばさを広げ、真っ正面から、あるいは側面、背面からほぼ同時攻こう撃げきで魔力の火を撃うちこんでいく。


　周囲一帯を覆おおい尽くす質量の魔力が魔獣に放たれていった。


　その強力な攻撃を繰くり広げる迎撃チームは最上級悪魔とその眷けん属ぞくだ。普ふ通つうの魔獣ならばこれだけの攻撃を受ければまず間ま違ちがいなく滅ぼされているだろう。


　しかし──。


『なんということでしょうか！　最上級悪魔チームの攻撃がまるで通じておりません！』


　戦せん慄りつしているレポーターの声が聞こえてきた。


　そう、テレビに映しだされているのは──最上級悪魔チームが放った絶大な攻撃をまるで意に介かいさない魔獣の姿だった。


　……僕たちが疑似空間で魔獣を攻撃したときと同様だった。


　体の表面にしかダメージを与あたえられていない。致ち命めい的てきな傷は一いつ切さい加えることができなかった。


　迎撃に出ている各最上級悪魔チームはどれもがレーティングゲームで上位のチームだ。それでも効果のある迎撃ができずじまいだった。次々と生みだされる小型のモンスターを壊かい滅めつさせるだけで手いっぱいという状況でもあるのだが……。だとしても巨大な魔獣たちは圧あつ倒とう的てきなまでの堅けん牢ろうさだった。


　各魔獣の迎撃には堕だ天てん使しが派は遣けんした部隊と、天界側が送り込んできてくれた『御使いブレイブ・セイント』たち、ヴァルハラからは戦いくさ乙女おとめたるヴァルキリー部隊、ギリシャからも戦士の大隊が駆かけつけ、悪魔と協力関係を結んだ勢力からの援えん護ごを受けている。それによって、現状最悪の状況だけは脱だつしている。


　だが、問題は山積していた。


　ひとつはこれよりも強大な『超獣鬼ジヤバウオツク』のほうだ。


　昨夜、レーティングゲーム王者──ディハウザー・ベリアル率いる眷属チームが迎撃に出たのだが……あの『超獣鬼ジヤバウオツク』にダメージこそ与えられたものの、歩みを一いつ時ときしか止められなかったのだ。『超獣鬼ジヤバウオツク』はダメージを速効で再生、治ち癒ゆしてしまい、何事もなかったかのように進撃を再開させた。


　その事実は衝しよう撃げき的なニュースとして冥界中を駆け回り、民衆の不安を煽あおる結果となってしまった。誰だれもが「あの王者とその眷属が出撃すれば強大な魔獣も倒たおれるだろう」と内心で信じ切っていたからだ。


　皇帝エンペラーベリアルと眷属の力は疑いようのないものだ。万全の態勢の僕たちグレモリー眷属でも勝てやしないだろう。それほどのものだ。それほどのものでも無理だったのだ。


　もうひとつの問題は、この混乱に乗じて各地で身を潜ひそめていた旧魔王派がクーデターを頻ひん発ぱつさせている点だ。おそらく、この魔獣群の進撃は彼らの計画通りのことであり、それに合わせて現在各都市部で暴れ回っているのだろう。


　そちらの迎撃にも冥界の戦士たちが派遣されており、悪魔世界は混戦の一いつ途とをたどっていた。


　さらに言うのなら、この混乱によって冥界の各地で上級悪魔の眷属が主あるじに反旗を翻ひるがえしたという報告もすでにこちらに届いていた。無理矢理悪魔に転生させられた神器セイクリツド・ギア所有者がこれを機にいままでの怨えん恨こんをぶつけているのだと容易に想像できた。


　先生風に言うのなら、各地で禁手バランス・ブレイカーのバーゲンセール状態、なのだろう。こちらにも各勢力の戦士たちが向かっている。──が、これ以上戦力を割さくことはできないだろう。まずは魔獣群の進行を止めねばならないのだから。都市部と重要拠きよ点てんが機能を失ったら敵対組織にとって、これ以上の侵しん略りやく条件はない。


　……そう、いままさに冥界は深刻な危機に直面している。


　旧魔王派のクーデターによる超ちよう巨きよ大だい魔獣の進撃──。


　それを裏で促うながしたのは冥めい府ふの神ハーデスのようなのだが……。それに『禍の団カオス・ブリゲード』英えい雄ゆう派も今現在どこで暗あん躍やくしているかわかったものではない。


　あの疑似空間では、英雄派がハーデスと旧魔王派にまんまと一いつ杯ぱい食わされたようだが、計画にないこの状況でも彼ら英雄の子孫たちが何をしでかしてくるか。


　何せ、彼らはテロリストなのだから、こちらの都合通りにしてくれるはずがない。


　魔獣の迎撃に強大な力を持つ神しん仏ぶつや魔王さま方が赴おもむくことができないのも、曹そう操そうがどこで狙ねらっているか予想できないからだった。あの聖せい槍そうは神仏と魔王を容易に滅ぼせるだけの力を持つ。


　この一件で神仏や魔王が一名でも滅めつせられたら、今後の各勢力情勢に何が起こるかわからない。様々な事こと柄がらを司つかさどる神仏と魔王は各世界にとって重要で大きな存在なのだ。


　それにハーデスもいつ死神グリム・リツパーの群れを寄よ越こしてくるか……。


　幸いなのは各地域の民衆の避難が最優先でおこなわれており、大きな死傷者を出していないところだ。


　悪魔がこれ以上の打撃を受ければ、種の存続が本格的に危あやぶまれる。当然の手配だといえる。それ以前にあのサーゼクスさまが民衆の安全を後手に回すはずがない。


　しかし、このままでは、冥界は……。


　これがシャルバ・ベルゼブブ──旧魔王派が現政府に抱いだいた怨恨なのだろうか。


「『超獣鬼ジヤバウオツク』と『豪獣鬼バンダースナツチ』の迎撃に魔王さま方の眷属がついに出撃されるようだ」


　──っ。突とつ然ぜんの声。僕が顔を向けるとそこには──ライザー・フェニックスがいた。


　テレビに食い入りながら考え事もしていたので彼の接近にまるで気づけなかった。


　ライザー・フェニックスは息を吐はく。


「兄貴の付き添そいでな、ついでにリアスとレイヴェルの顔でも見にきたんだが。やっぱり、状況が状況だからな。……察するぜ、木場祐斗」


　眉まゆをひそめ、深刻な表情のライザー・フェニックス。


　……彼の──イッセーくんの死はすでにこのヒトにも届いていたのか。


　そう、僕たちはこの一件の発ほつ端たんとなった事件で大事な仲間──赤龍帝の兵ひよう藤どう一いつ誠せいを失った。シャルバ・ベルゼブブに拉ら致ちされたオーフィスを単身で奪だつ還かんしにいったイッセーくん。もとの世界に戻もどった僕たちは龍門ドラゴン・ゲートを開いて彼を呼び寄せようとしたのだが……。


　僕たちのもとに戻ってきたのは彼の悪魔の駒イーヴイル・ピース──『兵士ポーン』の駒こまが八つのみだった。


　……駒だけが戻ってくるという状況だったが、龍門ドラゴン・ゲートから彼の駒と共にサマエルのオーラも少量ながら感知されたため、シャルバとの戦せん闘とう中にイッセーくんはサマエルの呪のろいを受けたものと考えられる。そのために帰き還かんできなかったのだろう……。


　その呪いがどのような形で発揮されたかは知れないが、サマエルのオーラは確かに龍門ドラゴン・ゲートを通ってきたのだ。おそらくハーデスが裏でシャルバと取り引きしたのだろう。


　……魔力に不得手な彼では、サマエルの呪いを受けたら助かる見込みはまずない、とアザゼル先生からもハッキリと告げられた。


　駒だけが召しよう喚かんに応じる現象は過去にもその例はあったらしく、その場合も確実に本人は生きていないと聞かされた。


　駒だけでも主のもとに帰すという強い意志を持つ眷属が、その現象を起こす──。その際、帰還した駒は機能が停止して二度と使用できない。


　天界にも赤龍帝の魂たましいがどうなったか、調査してもらった。宿主が死ねば、赤龍帝──ドライグは自動で次の所有者を求めるからだ。それらの情報は本来天界にある神器セイクリツド・ギアシステムのデータベースに登録されるのだが……。


　現世の神滅具ロンギヌス所有者の特定が過去よりも非常に困難になっているせいか、それに関する情報はまるで現れなかったという。


　グリゴリの神滅具ロンギヌス観測機関も現在進行で調査をしてくれているが……詳くわしい情報の期待は薄うすいと事前に聞かされている。


　そして、同行していたであろうオーフィスも行方ゆくえが知れないでいた。そのまま次元の狭はざ間まに留とどまっているのか、またはサマエルの呪いで滅びたか。龍りゆう神じんの調査は継けい続ぞく中だが、シャルバの手によりハーデスのもとに行った可能性は低いとされていた。


　──イッセーくんがシャルバを仕損じるはずがないからだ。


　彼なら確実にあのシャルバを仕留めるだろう。命を賭としてでも──。僕も含ふくめ、誰もがそれを信じ切っている。


　けれど、調べても調べても、彼の──イッセーくんの死をぬぐい去るものが出てこないんだ……っ。


　彼の死は報道はされず、一部の者にしか伝えられていない。


　だが、僕たちは……っ！　そう簡単にそれを受け入れられるはずが……っ！


「痛み入ります。──部長に会うことはできましたか？」


　頭をなんとか切り換かえた僕の問いにライザー・フェニックスは首を横に振ふる。


「無理だったな。部屋のドアを開けてくれなかったぜ。呼んでも反応もなかった。……ま、会える状じよう況きようでもないだろう。愛した男がああいう形になってしまったんだからな」


　コトッ、とフロアに備えてあるテーブルにティーカップを置く者がいた。


　──小こ猫ねこちゃんだった。


「……お茶、どうぞ」


　いつもと変わらぬ表情の小猫ちゃんはお茶を置くと、フロアの隅すみにある椅い子すに座った。


「いいかね、レイヴェル。とにかく、元気を出すのだよ？」


　フロアにさらに二名が姿を現す。一人は男性、もう一人はレイヴェルさんだった。


　男性のほうは──見覚えがある。と言ってもテレビで、だ。


　フェニックス家の長兄にして、次期当主──ルヴァル・フェニックス氏だ。端たん整せいな顔立ちであり、ライザー・フェニックスのような不良青年の様子とは真逆のきちんとした貴族服という出いで立ちだった。物もの腰ごしもとてもやわらかく、立っているだけで華はながある。


　ゲームでもトップテン内に入ったこともある方だ。近々、最上級悪魔に昇しよう格かくするのではないかという噂うわさも流れていた。


　なるほど、ライザー・フェニックスはこの方の付き添いでここに来たのか。


　氏は妹であるレイヴェルさんを励はげましたあと、僕を確かく認にんする。


「リアスさんの『騎士ナイト』か。このような状況だ。キミでいいだろう」


　氏は僕に近づいてくると、懐ふところから小こ瓶びんを数個取りだした。──フェニックスの涙なみだだ。


「これをキミたちに渡わたすついでに妹とリアスさんの様子も見に来たのだよ。こんな非常時だ、涙も各迎撃部隊のもとに出回りこれしか用意できなかった。有望な若手であるキミたちに大変申し訳なく思う。──もうすぐ私は愚ぐ弟ていを連れて魔ま獣じゆう迎げい撃げきに出るつもりでね」


　──っ。フェニックスの兄弟も魔獣の迎撃に出るのか。確かに不死身のフェニックスは前線の心強い戦力となるだろう。


「……愚弟で悪かったな」


　ライザー・フェニックスが兄の言葉に口を尖とがらせていたが……。フェニックス家は現代の上級悪魔にしては珍めずらしく多い四兄弟だ。長男と三男がゲームに参加して、次男がメディア報道の幹部だと聞いている。


　僕はルヴァル氏から涙を受け取った。……僕たちも前線に行くんだと、信じてくれているからこそ、これを託たくしてくれたのだろう。


　ルヴァル氏はライザー・フェニックスの頭部にチョップを加えながら、微笑ほほえむ。


「リアスさんもリアスさんの『女王クイーン』も赤龍帝くんの死で酷ひどく落ち込んでいる。こんなときに冷静であるべきはおそらくキミだろうね。情愛の深い眷けん属ぞくでありながら、仲間の死に耐たえる──。見事だよ」


「ありがとうございます」


　……正直、いっぱいいっぱいの面があるんだけどね。まだ耐えなければならない。この場にいない部長と朱あけ乃のさんが、氏のおっしゃるようにまともな状態ではないからだ。


　部長は城の自室にイッセーくんの駒を持ったまま閉じこもってしまった。朱乃さんも心の均きん衡こうを失い、うつろな表情でゲストルームのソファに座っているだけだ。お二人とも僕が話しかけても反応を示さなかった。


　イッセーくんに依い存ぞんしていたお二人の心中は察するにあまりあるだろう。


　……アーシアさんに至ってもゲストルームでずっと泣いている。


「……いますぐにイッセーさんのもとにいきたい……。……でも、私がイッセーさんを追ったら……イッセーさんはきっと悲しむから……。……ずっと一いつ緒しよだって、約束したんです……。それなら、私もそこにいければずっと一緒だと思ってしまって……。……イッセーさん……私はどうすればいいんですか……？」


　彼女もまた必死に悲しみと戦っていた。


　ゼノヴィアとイリナさんはいまだ天界だ。イッセーくんの死が伝えられているかどうかはわからない。


　天界の『システム』に影響を与えるであろうゼノヴィア（神の不在を知る）が天界に居られるのはアザゼル先生や北ほく欧おう神話の世せ界かい樹じゆ──ユグドラシルの協力で『システム』がある程度補強されたからだと聞いている。それでも短期間しか居ることは叶わないそうだ。


　各勢力の協力が得られるようになったとはいえ、繊せん細さいで謎の多い天界の『システム』がすべて解明されるのにはまだ時間がかかるだろう。


　ギャスパーくんとロスヴァイセさんも強化を図るために出かけたまま連れん絡らくがない。こちらはまだイッセーくんの情報を知らないはずだ。


　……バラバラだな、グレモリー眷属。少し前まではこれ以上ないほどに最高のチームだったのに、いまではその面おも影かげすらない。


　ここにいないメンバーが帰ってきたとしても、以前のような状態に戻れるかどうか……。


　チームの支えであったイッセーくんを失ったのは大きすぎる……。


　僕はこのチームを支えることができるだろうか？　イッセーくん、どうか勇気を少しだけでも僕に与あたえてくれ。誰だれにでも向かっていった勇ゆう敢かんなキミの勇気をどうか……。


　ルヴァル氏は言う。


「我が家としてもレイヴェルを赤龍帝くんの眷属にしていただきたかったのだよ。できることならそのまま彼のもとに送りだしたかった」


「はい、それは存じております」


　イッセーくんは気づいていなかったけれど、フェニックス家の意向は様々な面から見て取れた。


「……レイヴェルの今後をどうするかはこれからだが、いまはここに置いてくれないだろうか？　せっかく、友人もできたようだし。小猫さんとギャスパーくんだったかな？　連絡用の魔ま方ほう陣じん越ごしによく二人のことを話してくれていた。とても楽しそうだったよ」


　そうか、レイヴェルさんは身内の方に駒く王おう学がく園えんでの様子を嬉き々きとして報告していたようだ。


「はい、レイヴェルさんは僕たちがお預かり致いたします」


　僕の一声にルヴァル氏は笑えんだ。


「うむ、では行くぞ、ライザー。おまえもフェニックス家の男子ならば業ごう火かの翼つばさを冥めい界かい中に見せつけておくのだ。これ以上、成り上がりとバカにされたくはないだろう？」


「わかっていますよ、兄上。じゃあな、木場祐斗。リアスたちを頼たのむぜ」


　ルヴァル氏とライザー・フェニックスはそれだけ言い残してこの場を去っていった。


　再びしんと静まりかえったフロア。


　レイヴェルさんが小猫ちゃんの隣となりに座った。


　途と端たんに目元に涙を溜ためて、顔を手で覆おおう。


「……こんなのってないですわ……。ようやく、心から敬愛できる殿との方がたのもとに近づけたのに……」


　……レイヴェルさんはイッセーくんを親愛していた。心から敬意を払はらっていたのだろう。普ふ段だんはツンとした態度であったが、時折イッセーくんをヒーローのように見つめていた。


　きっと、彼のもとで眷属として生きたかったに違ちがいない。


　小猫ちゃんがぼそりとつぶやいた。


「……私はなんとなく覚かく悟ごはしていたよ。……激戦ばかりだから、いくらイッセー先せん輩ぱいや祐斗先輩が強くてもいつか限界がくるかもしれないって」
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　──っ。


　……小猫ちゃん、キミはそんなことを心中で抱いだいていたのか。すでに覚悟を決めていた、と。そうだね、あれだけの死線に直面すればそう考えるのは当然だ。


　僕やイッセーくんもそれを密ひそかに語り合ったことがある。


　──どちらかが死んだあとのことを。


　小猫ちゃんの一言を聞き、レイヴェルさんが立ち上がり激高した。涙を流しながら小猫ちゃんに食ってかかる。


「……割り切りすぎですわよ……ッ。私は小猫さんのように強くなれませんわ……っ！」


　同級生からの激情を当てられた小猫ちゃん。いつもの無表情が徐じよ々じよに崩ほう壊かいして、震ふるえながら涙を流していく。


「……私だって……っ。……いろいろ、限界だよ！　やっと想おもいを打ち明けられたのに、死んじゃうなんてないもん……っ！　イッセー先輩……バカ！　バカです……ッ！」


　嗚お咽えつを漏もらしながら、小猫ちゃんは制服の袖そで口ぐちで目元を隠かくした。無理をしていたのだろう。お茶を出したときも必死に悲しみを堪こらえていた。


　……小さな体で懸けん命めいに溜め込んでいたものを一気に崩くずしたかのように泣き崩れていく。


　レイヴェルさんはその小猫ちゃんの姿を見て、やさしく抱だきしめた。


「小猫さん……ごめんなさい」


「……うぅ、レイヴェル。つらいよぉ、こんなのってないよぉ……」


　一年生二人にとって、彼の死はあまりに大きかった。


　……僕はもう少し耐えなければ。ここで泣いても……何も動かない。まだ、まだそのときじゃないんだ。


「木場祐斗、くんか」


　第三者の声。振り返れば──そこには堕天使幹部『雷らい光こう』のバラキエルさんの姿があった。








「そうか、やはり、朱乃は……」


　フロアに現れたバラキエルさんに状況を説明しながら、廊ろう下かを進む。


　お連れする先は朱乃さんのいるゲストルームだ。朱乃さんの父であるバラキエルさん。沈ちん痛つうな面おも持もちだった。イッセーくんのことと、朱乃さんのこと、どちらも知った上で悲しまれているのだろう。


　フロアにいた小猫ちゃんとレイヴェルさんにはアーシアさんのフォローを頼んでおいてある。正直、二人ともそのような状態ではないだろうが、同性であり、共にイッセーくんを慕したっていた者がアーシアさんのそばにいたほうがいいような気がしたんだ。


　……僕ではダメだ。こういうとき、彼女たちの前でイッセーくんの代わりができない。情けない限りだ。女性をサポートするべきナイトでありながら、眷属の女性を一人として救えないのだから……。


　だからこそ、せめて剣けんを振るうときだけは彼女たちを守ろうと思う。それが現状の僕が彼女たちにできる精せい一いつ杯ぱいだろうから。


　朱乃さんが滞たい在ざいする部屋の前に到とう着ちやくして、ドアをノックする。中からの反応はない。


　僕とバラキエルさんはドアを開いて入室していく。なかは明かりを灯ともしておらず、暗がりのままだった。


　部屋の隅すみにあるソファに朱乃さんがうつろな双そう眸ぼうのまま、座っていた。


　バラキエルさんが一歩前に出て、娘むすめの肩かたをゆする。


「……朱乃」


　父親の声を聞いたからか、朱乃さんが初めて反応を返した。


「……とう、さま」


　父の顔を確認して、そうつぶやいていた。バラキエルさんはただ黙だまってうなずき、朱乃さんを抱きしめた。


「話は聞いている」


　その一言を聞いて、朱乃さんは表情を戻もどして、父親の胸に顔を寄せた。


「父さま……私……」


　涙交じりの声。バラキエルさんは娘の頭をやさしくなでる。


「いまは泣け。父はおまえが泣き止やむまでここにいよう。だが、おまえは若手悪あく魔まの代表格となりつつあるグレモリー眷属の『女王クイーン』なのだ。すぐにその力を冥界のために役立てなければならない」


「……うぅ、イッセー……どうして……」


　父の胸のなかで嗚咽を漏らす朱乃さん。


　…………バラキエルさんがいらっしゃれば、朱乃さんは少しでも回復できるかもしれない。


　僕がここにこれ以上いても邪じや魔まだろう。そう感じて僕は静かに部屋をあとにした。





　　　　─○●○─





　もとのフロアに戻ろうとしたときだった。廊ろう下かで見知った人物が前を通りかかる。


「──匙さじくん」


　匙くんだった。僕が話しかけるとあちらも手を挙げる。


「よ、木場」


「どうしてここに？」


　僕がそう尋たずねると息を吐はきながら言う。


「ま、会長がちょいとリアス先輩の様子を見にきたってところかな。その付き添そい。表ですれ違い様フェニックスのヒトたちにも会ったけどさ」


「そっか、ありがとう」


　会長も部長の様子を見に来てくれたんだね。


　匙くんと共にフロアまで歩く。そのなかで彼が決意の眼まな差ざしで言った。


「木場、俺も今回の一件に参加するつもりだ。都市部の一いつ般ぱん人を守る」


　──っ。シトリー眷けん属ぞくも冥界の危機に立ち上がったようだ。実力のある若手は召しよう集しゆうがかけられている。まず間違いなく大王バアル眷属と大公アガレス眷属は出るだろう。


　シトリー眷属がそこに参加してもなんらおかしくはない。本来ならば僕たちも今回の一件で力ある若手として参戦しなければならなかった。


「僕たちもあとで合流するつもりだ」


　そう僕は言うが、匙くんは心配そうに訊きいてくる。


「……リアス先輩たちは戦えるのか？」


　……いまの部長たちを知ればそういう感想を抱くだろうね。わかっているんだ。いまの状態ではとてもじゃないが、まともに戦えるはずがないと。


　それでもいかねばならない。


「戦うしかないさ。この冥界の危機に力のある悪魔すべてに召集がかけられているのだから。僕たちは力のある悪魔だ。──やらなきゃダメさ」


　僕は自分の心情とグレモリーのあるべき姿を重ねてそう吐と露ろした。


　匙くんがにんまりと笑みながら大きくうなずいてくれた。


「だよな」


　笑みを浮うかべていた匙くんだったが、一転して表情を怖こわくする。


「兵藤を殺した奴やつはわかるか？」


　迫はく力りよくに染まった瞳ひとみで匙くんはそう訊いてくる。


「わかるけど、もうこの世には存在しないよ。──その者はイッセーくんが倒たおしただろうからね」


　そう、イッセーくんがシャルバ・ベルゼブブを打うち損じるわけがない。たとえ、サマエルの毒を浴びようともイッセーくんは確実にシャルバを滅ほろぼした。僕は一いつ切さいの疑いもなくそう信じていた。


　僕の答えに匙くんは一いつ瞬しゆんだけ目元を緩ゆるませた。


「そうか。相討ち。いや、負けるわけがねぇ。勝って死んだんだよな？　あいつが負けるはずがねぇんだッ！」


　匙くんは──目元から大おお粒つぶの涙なみだを流し、心底悔くやしがっていた。


　気き迫はくに満ちた表情のまま、匙くんは言う。


「あいつを殺した奴はもういないんだな。だったら、そいつが属していた『禍の団カオス・ブリゲード』の奴らをぶっ倒せばいいだけか」


「匙くん、キミは……」


「俺の目標だったんだ、あいつは。あいつのおかげで俺はここまでがんばれた。アガレスとの戦いでも活かつ躍やくできた……っ！　身近に同じ『兵士ポーン』のあいつがいたから俺はどんな辛つらいトレーニングでも耐たえてこられた！」


　……イッセーくんの背中をずっと追いかけていた。匙くんにとって、同期であるイッセーくんの存在は何者よりも大きかったんだろう。


　匙くんは憎ぞう悪おに包まれた言葉を吐きだす。


「俺の目標を──俺のダチを殺した奴らは絶対に許さない。全員、ヴリトラの炎ほのおで燃やし尽つくしてやる……ッ！　俺の炎は死んでも消えない呪のろいの黒こく炎えん。たとえ刺さし違えても命だけは削けずりきってやるさ……っ！」


　匙くんは凄すさまじいオーラを内部からたぎらせていた。いままさに爆ばく発はつしそうな力を懸命に抑おさえているのだろう。


「死んでもらっては困りますよ、サジ」


　振ふり向けばそこにはソーナ会長の姿があった。


「会長」


「サジ、感情的になるのはわかりますが、だからといってあなたに死んでもらっては困ります。──やるのなら、生きて相手を燃やしなさい」


　ソーナ会長の言葉に匙くんは涙を袖そででぬぐい、大きくうなずいた。


「はいっ！」


　ソーナ会長の視線がこちらに移った。


「私たちはこれで失礼します。魔王領にある首都リリスの防衛及および都民の避ひ難なんに協力するようセラフォルー・レヴィアタンさまから仰おおせつかっていますので」


　最上級悪魔クラスの強者は各巨きよ大だい魔ま獣じゆうの迎げい撃げきに回っているため、政府は有望な若手に防衛と民衆の避難を要よう請せいしている。僕たちも本来そこに行かねばならない状じよう況きようなんだ。


「部長にお会いになられたんですね？」


　僕の問いに会長は静かにうなずかれた。


「部屋にこもったきりです。私が問いかけても反応はあまりありませんでした」


　……親友のソーナ会長でもダメだったのか。


「代わりにこういうときにうってつけの相手を呼んでおきました」


「うってつけの相手？」


　僕が訝いぶかしげに問い返してもソーナ会長は薄うすく笑えまれるだけでその者の正体を教えてはくれなかった。……いったい、誰だれを呼ばれたのだろうか。








　僕がフロアに戻ってくるとちょうどテレビには首都の様子が映しだされていた。避難が続く状況だった。大勢の人々が冥めい界かいの兵隊によって安全な場所に導かれていく。


　ふいにテレビに映しだされる首都の子供たち。


　レポーターの女性が一人の子供に尋ねた。


『ぼく、怖くない？』


　レポーターの質問に子供は笑顔で答える。


『へいきだよ！　だって、あんなモンスター、おっぱいドラゴンがきてたおしてくれるもん！』


　──っ。


　満面の笑顔でそう応こたえる子供。手には──『おっぱいドラゴン』を模した人形が握にぎられていた。


　画面の端はしから元気な顔と声が次々と現れていく。


『そうだよ！　おっぱいドラゴンがたおしてくれるよ！』


『おっぱい！　おっぱい！』


　子供たちは不安な顔ひとつ見せず、ただただ『おっぱいドラゴン』が助けてくれると信じ切っていた。


『はやくきて、おっぱいドラゴン！』


　子供たちの元気な姿を見て、僕は……口元を押さえ、必死にこみ上げてくるものをこらえていた。


　……見ていてくれているかい、イッセーくん。


　キミを待ち望む子供たちの姿……。皆みんな、不安な顔ひとつ見せていないよ？　皆、キミが助けてくれると心から信じ切っているんだ……。


　だからさ、来ないとダメじゃないか……っ！　ここにいなきゃ、ダメじゃないか……っ！　どうして、キミはそこにいけないんだ……っ！　キミはこの子たちのヒーローじゃないか……っ！　応えてくれよ、イッセーくん。この子たちを裏切っちゃダメだろう……っ！


「俺たちが思っている以上に冥界の子供たちは強い」


　──っ。突とつ然ぜんの声。いつの間にか、隣となりにその男はいた。


「あなたは！」


「兵藤一誠はとてつもなく大きなものを冥界の子供たちに宿したのだな。──久しいな、木場祐斗。リアスに会いにきた」


　サイラオーグ・バアルだった。








　ソーナ会長に呼ばれたというサイラオーグ・バアルは、僕を連れて部長の部屋の前に到とう着ちやくする。


「入るぞ、リアス」


　それだけ言ってサイラオーグ・バアルは部長の部屋に堂々と入っていく。


　室内を進むと……ベッドの上で体育座りをしている部長の姿があった。表情は朱乃さん以上にうつろであり、目元はすでに赤く腫はれ上がっていた。……ずっと、泣いていたのだろう。


　サイラオーグ・バアルは近づくなり、つまらなさそうに嘆たん息そくする。


「情けない姿を見せてくれるものだな、リアス」


　その態度を見て、部長は不ふ機き嫌げんな表情と口調で訊く。


「……サイラオーグ。何をしに来たの……？」


「ソーナ・シトリーから連れん絡らくをもらってな。安心しろ、プライベート回線だ。大王側にあの男が現在どのような状態か一切漏もれてはいない」


　大王側の政治家にイッセーくんの死が伝われば、この混乱のあと、どのような手段で現魔王政権に食ってかかってくるかわかったものではない。イッセーくんはすでに冥界にとって大きな存在になっているのだから。


　その点をこのヒトはわきまえてくださっているようだ。


　いずれ知られてしまうのは時間の問題だとは思うが……それでもこのヒトの厚意をうれしく感じた。


　サイラオーグ・バアルは部長に真っ正面から言い放つ。


「──行くぞ。冥界の危機だ。強力な眷属を率いるおまえがこの局面に立たずにしてどうする？　俺とおまえは若手の最有力として後続の者に手本を見せねばならない。それにいままで俺たちを見守ってくださった上層部の方々──魔王さまの恩に報むくいるまたとない機会ではないか」


　もっともな意見を彼は口にする。普ふ段だんの部長ならばそれを聞いて奮起することだろう。


　しかし、部長は顔を背そむけるだけだった。


「……知らないわ」


「……自分の男が行方知れずというだけでここまで堕おちるか、リアス。おまえはもっと良い女だったはずだ」


　サイラオーグ・バアルの一言を聞き、部長は枕まくらをこちらに投げて激高する。


「彼がいない世界なんてッ！　イッセーがいない世界なんてもうどうでもいいのよッ！　……私にとって彼は、あのヒトは……誰よりも大切なものだった。あのヒト無しで生きるなんて私には……」


　また涙を浮かべて表情を落ち込ませようとするが──、


「あの男が……赤龍帝の兵藤一誠が愛した女はこの程度の女ではなかったはずだッ！」


　サイラオーグ・バアルが部長に大きく言い放つ。


「あの男はおまえの想おもいに応えるため、おまえの夢に殉じゆんずる覚かく悟ごで誰よりも勇ましく前に出ていく強つわ者ものだったではないかッ！　主あるじのおまえが、あの男が愛したおまえが、その程度の度量と器量で何とする!?」


　サイラオーグ・バアルの言葉を聞いて、部長は驚おどろいているようだった。かまわずにサイラオーグ・バアルは続ける。


「立て、リアス。あの男はどんなときでも立ったぞ？　前に出た。ただ、前に出た。この俺を真っ正面から殴なぐり倒した男を、おまえは誰よりもよく知っているはずだッ！」


　好敵手ライバルだからこそわかること、か。サイラオーグ・バアルはあのレーティングゲームの激戦のなか、イッセーくんの拳こぶしを通して誰よりも彼の生き様を認にん識しきしたのかもしれない。


「それにおまえはあの男が本当に死んだと思っているのか？」


　──っ。


　サイラオーグ・バアルのその問いに部長と──僕も一いつ瞬しゆん言葉を失う。


　僕たちの反応を見て彼は苦く笑しようする。


「それこそ滑こつ稽けいだ。あの男が死ぬはずがない。ひとつ訊きこう。おまえはあの男に抱だかれたか？」


「……抱いてももらえなかったわ」


　部長のその一言を聞いて、サイラオーグ・バアルは声をあげて笑った。


「ハハハハハハハッ！」


　一ひと際きわ笑ったあと、サイラオーグ・バアルは強い眼まな差ざしで言う。


「なら、やはりあの男は死んでいない。おまえを、愛した女を、そして、周りであの男を好いていた女たちがいるのに兵藤一誠が死ぬものか。奴やつは誰よりもおまえを抱きたかったはずだ。おまえを抱かずに死ぬわけがあるまい？」


　──っ。


　……それは不確かなことだ。けれど、サイラオーグ・バアルのその言葉は他ほかのどれよりも説得力があるように思えてならなかった。


「それが『おっぱいドラゴン』だろう？」


　それだけ言うとサイラオーグ・バアルは踵きびすを返す。


「俺は先に戦場で待つ。──必ず来い、リアス。そしてグレモリー眷けん属ぞく！　あの男が守ろうとしている冥界の子供たちを守らずして何が『おっぱいドラゴン』の仲間かッ！」


　それを言い残すと、彼は僕たちのもとから去っていった。


　……突然の訪問。


　ソーナ会長の言う「うってつけ」とは、こういうことか。


　……そうだ、彼が生きている可能性をもっともっと模も索さくしてもいいじゃないか。駒こまだけになったとしても復活を探すことをしてもいいじゃないか！


　どうして、そんな簡単でわかりやすいことに僕は──僕たちはたどり着けなかったんだろう。


　部長の瞳ひとみに少しだけ光が戻もどったかのように見えた。


　そして、僕の心中にもちょっとだけ希望が戻ったようだ。


　サイラオーグ・バアル──。拳だけで戦い抜ぬく男。だからこそ、彼にだけわかるものがあるように思えた──。


　それが確かに僕たちに伝わった。





　　　　─○●○─





　城内にその方が姿を現したと聞いて、僕はすぐにそのもとに歩を進めた。その方がいらした理由も知れている。おそらく、あの者が受けた呪のろいを解くためだ。


　その一室は城内地下の表立たない場所にある。──ヴァーリチームがそこにいた。


　あの疑ぎ似じ空間での一戦後、リーダーであるヴァーリが不調なこともあって、グレモリーの当主はサーゼクスさまとアザゼル先生の進言もあり彼らを秘密裏に匿かくまうことにした。もちろん、テロリストである彼らをグレモリー城に置くのは重大な問題だ。


　それでも、彼らが僕たちを──部長を助けてくれたのは真実だ。それを聞いてグレモリーの現当主は一時的な彼らの保護を決めた。


　英えい雄ゆう派に裏切り者として認定された彼らはすでにいろんな方面でお尋ね者だ。現状、身をひそめるのにも一苦労だ。グレモリーからの申し出は渡わたりに船だっただろう。


　ヴァーリが身を休めている部屋に入ると、ヴァーリチームの面々と──小こ柄がらなご老体のお姿が入り込んでくる。


　しわくちゃの顔にサイバー的なデザインのサングラスをして口には煙管キセルをくわえていた。


　──初代孫そん悟ご空くう、そのヒトだった。


　そう、僕が会いたかったのはこの方だった。この地下室に赴おもむいた理由も初代に訊きたいことがあったからだ。


　初代はベッドで上半身だけを起こしているヴァーリの体に手を当てて、仙せん術じゆつの気を流しているところだった。


　白く発光する闘とう気きに満ちた手を腹部から胸、胸から首、そして口もとに移していく。


　ゴボッ……。


　ヴァーリの口から黒い塊かたまりが吐はきだされていく。


　初代はそれを透とう明めいな容器に入れてふたをした。その上から呪じゆ符ふらしきものを貼はって、封ふう印いんしたようだった。おそらくそれはヴァーリの体に巣くっていたサマエルの毒だろう。


　初代が口もとを笑えます。


「身に潜ひそんでおった主な呪いは仙術で取り出せたわい。これで体も楽になるだろうよぃ。まったく、大おお馬ば鹿かもんの美び猴こうが珍めずらしく連絡なぞ寄よ越こしたと思ったら、白い龍バニシング・ドラゴンの面めん倒どうを見ろとはのぉ」


　ベッド横の椅い子すに座る美猴が半眼になっていた。どうやら、初代を呼び寄せたのは美猴のようだった。話では誰だれよりも苦手意識を持っていたようなのだが……。ヴァーリを救いたい一心での行動と思っていいのかな。


「うるせぃ、クソジジイ。──で、ヴァーリは治るんかよ？」


「ま、こやつ自身が規格外の魔ま力りよくの持ち主だからのぉ。儂わしが切っ掛かけを与あたえりゃ十分だろうて」


　初代の言葉から察するに不調だったヴァーリの体はいまの治ち療りようで快復に向かいそうだ。


「……礼を言う、初代殿。これで戦えそうだ」


　ヴァーリが初代に敬意を払はらって礼を口にしていた。あの白はく龍りゆう皇こうが敬意をもって礼を述べるとは……。彼にとっても初代孫悟空の存在は大きいようだ。


　初代が美猴の頭部をぽんぽん叩たたきながら言う。


「呪いが解けてすぐに戦いのことを考えるなんぞ、まったくどうして、どうしようもない戦せん闘とう狂きようじゃい。──さての、儂もそろそろ出かけさせてもらうぜぃ。バカの顔も見られたことだしのぅ」


「ジジイ、どっか行くのか？」


　美猴の問いに初代は煙管を吹ふかす。


「そりゃ、儂はこれでも天てん帝ていんところの先兵じゃからのぉ。ちょいと冥めい界かいにお遣つかいじゃわい。──テロリスト駆く除じよってやつよ。年寄りづかいの荒あらい天帝じゃしのぉ」


　初代も今回の一件に力を貸してくれるということか。これほど心強い申し出もないものだが、引っかかるものがあった。


　僕の心中をヴァーリが代弁してくれる。


「……初代殿、天帝は曹操と繫つながっているのだろう？　京都の一件──妖よう怪かいと帝たい釈しやく天てん側の会談を邪じや魔ました曹操という図式は天帝のなかではどういう位置づけになっている？」


　そうだ。天帝は曹操と裏で繫がっていると、アザゼル先生から聞いている。だが、京都での一件はその関係と矛む盾じゆんするものだった。それが何を意味しているのか。考えれば考えるほどに謎なぞに満ちていた。


　ヴァーリの質問に初代は愉ゆ快かいそうに笑むだけだ。


「さーての。儂はあくまで天帝の先兵兼けん自由なジジイじゃてな。あの坊ぼう主ず頭あたまの武ぶ神じんがどこまで裏で企たくらんでいるかなんて興味もないわい」


　裏のない言葉だと感じられた。この方は基本的に悪意を持ち合わせていないだろう。


　美猴と同様のイタズラ心に満ちたものは感じられてしまうが、少なくとも僕らへの敵意は微み塵じんも感じ取れない。……それも卓たく越えつした仙術の技わざだと言われれば納なつ得とくもできてしまうのだが……。


　初代はあごに手をやりながら言う。


「ただのぅ、天帝は暴れんと思うぜぃ？　これから先のことはわからんがねぃ。どちらかというと、高みの見物だろうよぃ。ま、今回はハーデスがやりすぎたんだろうぜぃ」


　──ハーデス。


　やはり、そこの暴走が今回の一件を操あやつっていたと見て間ま違ちがいないのか。……正直、天帝まで出てこられたら、冥界の危機は加速してしまう。四大魔王全員と相対してやっと互ご角かくと称しようされるほどの闘神なのだから。


　ヴァーリたちと初代の話が一段落ついたところで僕は切りだした。


「初代、おひとつお訊きしたいことがあってここに来ました」


「なんだい、聖せい魔ま剣けんの。このジジイでよければ答えられる範はん囲いで答えてやるぜぃ？」


「いまサマエルの呪いに触ふれたあなたに訊きたいのです。──この呪いを受けたドラゴンが生き残るとしたら、どのような状じよう況きようなのか、を」


　仙術と妖よう術じゆつを極きわめたと称される大妖怪であり、仏にまで神格化された斉せい天てん大たい聖せい孫悟空。この方がかの『エデンの蛇へび』サマエルの呪いに触れてどう感じたのか。それを訊いてみたかった。


「肉体はまず助からねぇだろうねぃ。この呪いの濃のう度どじゃ最初に肉体が滅ほろぶ。次に魂たましいだ。肉体という器うつわを無くした魂ほど脆もろいものはねぇやねぃ。こいつもちっとの時間で呪いに蝕むしばまれて消しよう滅めつしちまうだろうよ。さて、問題はここからだぜぃ。──じゃあ、なんで魂と連結しているであろう悪魔の駒イーヴイル・ピースは呪いを受けてなかったか？　赤龍帝のことはこのジジイの耳にも入ってるぜぃ。主あるじのもとに駒だけは戻ってきたんだろぉ？」


　この方もすでに知っているのか。おそろしい耳をお持ちだ。


「はい、駒だけが召しよう喚かんに応じました」


「その駒からサマエルの呪いは検出されたんかぃ？」


「いいえ、検出されませんでした。サマエルのオーラを感じ取れたのは龍門ドラゴン・ゲートからのみです。彼の駒はサマエルの呪いにかかっていませんでした」


　僕の答えの通りだ。イッセーくんの駒が帰き還かんしたあと、先生がその駒を調査したんだけど、サマエルの呪いはかかっていなかった。それは確かだった。


　……それを知った先生は目を細め、そのままグリゴリ本部に戻ってしまったんだけど……。


　いま思えば、あのときからイッセーくんの死に疑問の片へん鱗りんがあったのかもしれない。僕も仲間たちも駒だけの帰還──そのケースが生じた場合が例に違たがわず戦死となること、彼を失った悲しみ、それらのことを突つきつけられてしまい、可能性を捨てきってしまっていたんだ。


　僕の答えを聞いた初代は煙管を吹かし、口の端はしを笑ました。


「──てことはだ、魂は少なくとも無事な可能性があるってことだぜぃ。いまあのエロ坊ぼう主ずがどんな状況になっているかはわからんけどねぃ、案外次元の狭はざ間まのどこかでひょっこり漂ただよっているかもしれんぜ」


　……僕はその言葉を聞き、内側から湧わき上がるものを懸けん命めいに抑おさえ込んでいた。


　まだだ。まだ早い。まだ歓かん喜きするには早いじゃないか……っ！


　けれど、可能性がある！　僕の親友が生きている可能性がある！


　初代は打ち震ふるえる僕の表情を見て微笑ほほえんだあと、踵を返す。


「じゃあな。表に玉龍ウーロンを待たせたまんまなんでねぃ。──と、美猴はこれからどうすんだぃ？　おめえさんたち、皆みんな、各勢力からも『禍の団カオス・ブリゲード』からも手配されてんだって？」


　初代に訊きかれ、美猴は首をひねり頰ほおをぽりぽりかいていた。


　その横で黒くろ歌かが挙手をして言う。


「私はリーダーについていくにゃん。なんだかんだでこのチームでやっていくのが一番楽しいし？」


　魔法使いのルフェイもうなずく。


「はい、私も皆みなさまと共にいきますよ！　アーサーお兄さまは？」


　相変わらず静かなオーラを漂わせるアーサーはいつもの笑顔のまま口を開く。


「英雄派に興味や未練は微塵もありません。いままで通りここにいたほうが強つわ者ものと戦えるでしょうしね。少なくとも私は曹操よりもヴァーリのほうが付き合いやすいですよ」


　彼らの意見を聞いて美猴が改まってヴァーリに言った。


「俺っちもいままで通り、おまえに付き合うだけだぜぃ？　俺らみてぇなハンパもんを指揮できるのなんざ、おめぇだけさ、ヴァーリ」


　チームメンバー全員の残留を聞いて、ヴァーリは小さく口もとを緩ゆるませた。


「……すまない」


「らしくねぇし！　謝んな、ケツ龍りゆう皇こう！」


　美猴がケラケラ笑いながら彼の背中をバンバンと叩く。


「やめろ、アルビオンが泣く。ただでさえ、カウンセラー希望の状態なんだ」


　……アルビオンもそこまで心が疲ひ弊へいしていたんだね。先日の疑似空間でアルビオンがだんまりだったのは余よ裕ゆうがなかったせいなのかな？


　その光景を見ていた初代は煙管の煙けむりを吹かす。


「赤龍帝は民衆の心を惹ひきつけ、白龍皇は『はぐれ者』の心を惹きつける。二に天てん龍りゆう、表と裏。お主ら、おもしろい天龍じゃて」


　それだけ言い残して、初代孫悟空は退室していった。


　初代が部屋をあとにしたのを確かく認にんして、僕はヴァーリに改めて問う。


「ヴァーリ・ルシファー、キミはどうするんだい？」


「……兵藤一誠の仇かたき討うちと言えばキミは満足するのかな、木場祐斗？」


「いや、ガラじゃないと吐き捨てるだけさ。それに仇がいるとするのなら、それは僕たちの役目だ。いいや、僕が討つ」


　僕の言葉に彼は苦く笑しようする。


「なるほど、その通りだ。──俺は、出しきれなかった力を誰かにぶつけたいだけだ。なに、俺が狙ねらう相手と俺を狙う相手は豊富だからな」


　ヴァーリはバトルマニアらしい戦意に満ちた不敵な笑みを見せてくれていた。








　ヴァーリチームが滞たい在ざいする一室で初代から訊きたいことを聞いた僕は地下から戻もどった。さっそく、初代からの助言をもとにある人物へなんとか連れん絡らくを取り付けようと思っていたのだが──、


「祐斗さん、こちらにいたのね」


　僕を背後から呼び止める者がいた。──グレイフィアさまだった。


　ただし、いつものメイドの格好ではない。髪かみを一本の三つ編みにまとめあげ、ボディラインが浮うき彫ぼりになる戦せん闘とう服を身につけていらっしゃった。


　その姿の意味をひと目で理解できてしまう。──魔ま王おう眷けん属ぞくとして出しゆつ陣じんするためだろう。


「グレイフィアさま。……前線に？」


　僕の問いにグレイフィアさまはうなずかれる。


「ええ、聖せい槍そうの手前、サーゼクスが出られない以上、私とルシファー眷属で魔王領の首都に向かう魔ま獣じゆう──『超獣鬼ジヤバウオツク』を迎げい撃げきします。最低でもその歩みは止めてみせます」


　この方が自信を持ってそう宣言されると本当にそうなるであろうと強く思ってしまう。


　他ほかの迎撃部隊も強大な魔獣たちを凍こおり漬づけにしたり、強制転移させようとしたり、または足場に巨きよ大だいな落とし穴を作りあげて進行を封ふうじようとした。


　しかし、そのことごとくが失敗に終わっている。強制転移の類たぐいなど、空間、時を司つかさどる魔力、魔法も通じないという情報を得ていた。それらの術式に対して、無効化の呪じゆ法ほうを組みこまれて魔獣は作りだされたのではないだろうか。


　……そこまでの凶きよう悪あくな形式を生みだしたものに付ふ与よできる……。


　やはり、『魔獣創造アナイアレイシヨン・メーカー』の持つ可能性は極きわめて危険性が高い。


　上の方々がそれを神滅具ロンギヌスとしての上位に認定して、封ふう印いん対象とすべきか真しん剣けんに討論を交かわす理由もうなずけるというものだ。


　しかし、それでも悪魔のなかで最強と名高いルシファー眷属の方々ならばあの魔獣を止めることができるように思えてしまう。


　僕の剣の師し匠しようもルシファー眷属のお一人で『騎士ナイト』だ。あの方の絶技ならば断てぬものなんてないはず。


「これをリアスに渡わたしてもらえますか？　サーゼクスとアザゼル総そう督とくからの情報です」


　サーゼクスさまと……先生からの？　グレイフィアさまが僕に情報──メモ書きを手渡してくださった。


「これは？」


　失礼ながら、主宛あてのメモを開いて確認すると──そこには悪魔文字で『アジュカ・ベルゼブブ』、『拠きよ点てん』と走り書きされていた。


「現ベルゼブブ──アジュカ・ベルゼブブさまがいらっしゃる現在地です。アザゼル総督からの伝言も伝えます。『イッセーの駒こまを見てもらえ。あの男なら、この駒に残された何かを解かい析せきできるだろう』──と。リアスたちを連れてここに赴おもむきなさい、祐斗さん。アジュカさまならばわずかな可能性でも拾い上げてくれるでしょう」


　そう、その魔王は、『悪魔の駒イーヴイル・ピース』を制作した張本人だった。そして僕が連絡を取りたかった人物でもある。……先生はいち早く情報を集めていたんだね。この状況で一番お忙いそがしい立場でありながら、僕たちのことを……。


　……先生、ありがとうございます。アジュカさまならば、確かに可能性を示し唆さしてくれそうです。


　グレイフィアさまは微笑まれる。


「私の義弟おとうとになる者がこの程度で消滅など許されることではありませんから。早く生存の情報を得てリアスを奮い立たせておあげなさい。力のある若手がこの冥めい界かいの危機に立たずして次世代を名乗るなどおこがましいことです。私は義妹いもうとと義弟が冥界を背負えるほどの逸いつ材ざいだと信じていますから」


　……イッセーくん、キミのお義ね姉えさんはとてもおやさしく、とっても厳しいお方だよ。




　Life.-2　ダチ







　深夜、僕と部長、朱あけ乃のさん、アーシアさん、小こ猫ねこちゃん、レイヴェルさんの六名はグレイフィアさまが渡してくださったメモ書きに記される場所に到とう達たつしていた。


　あのあと、部長に事の顚てん末まつを伝えて、部屋から連れ出すことができた。他のメンバーにも同様にグレイフィアさまからのお言葉を伝えて、なんとかここに連れてこられた。


　全員、藁わらにもすがる思いでここにたどり着いている。


　……そこは僕たちが人間界で住んでいる町から電車で八駅ほど離はなれた市街だった。


　人ひと気けのない町外れに存在する廃はい棄きされたビル。そこがアジュカ・ベルゼブブさまがいらっしゃる人間界での隠かくれ家がのひとつだという。


　……正直、こんな近くにあの方がいらっしゃるなんて想像もしなかったし、気配すらも感じられなかった。……僕があの魔ま王おうさまを計ったところで笑い話にもならないか。


　廃ビルに一歩足を踏ふみ入れる。一階ロビーにはまばらに人気があった。若い男女がいくつかのグループに分かれて話し合いをしているようだった。


　……悪魔ではない。魔力を一いつ切さい感じ取れないからだ。しかし、異様な気配は感じる。ここにいる全員が、異能を持った人間が体に纏まとう独特の空気を発していた。


　ひとつのグループがこちらに気づき、おもむろにケータイを取りだして向けてくる。


　一人の男性が険しい表情で驚きよう愕がくの声こわ音ねを口にした。


「……あいつら、悪魔だぜ。しかも、なんだ、この異様な『レベル』と『ランク』は……っ！」


　その言葉を切っ掛かけにこのロビーにいる全員がケータイを取りだして、僕たちを捉とらえる。


　……全員、ケータイの画面を食い入るように見つめており、表情を険しくしていた。


　こちらを悪魔だと認にん識しきした。しかも察するところ、あのケータイは異い形ぎようを計る機能を有するのか……？


　ふいに脳のう裏りを過よぎったのはアジュカ・ベルゼブブさまの性質──趣しゆ味みだ。あの方は人間界で『ゲーム』を開発してその運営を取り仕切っていると聞く。


　彼らの持つケータイはその『ゲーム』に関するツールか何かなのだろう。それを通して僕たちの正体を把は握あくしたのだと思う。


　……あまり目立つのも嫌いやだな……。足早に去ってアジュカ・ベルゼブブさまを探したほうがいいだろう。襲おそいかかってくることはないとは思うけれど……。


　そう感じていたら、ロビーの奥から僕たちと同質のオーラを持つ者が現れる。


「申し訳ございません。このフロアは文字通り我らが運営するゲームの『ロビー』のひとつになっておりまして……」


　スーツを着た女性だった。こちらはここにいるヒトたちと違ちがってひと目でわかる。


　──悪魔の女性だ。


　その女性は一礼したあと、奥のエレベーターに手を向ける。


「こちらへ。──屋上でアジュカさまがお待ちです」








　エレベーターで屋上に到とう着ちやくした僕たち。


　女性悪魔によって案内してもらった先は、屋上に広がる庭園だった。緑に囲まれた広い場所だ。芝しばや草花だけじゃなく、木々も植えられている。水場も設置されていた。


　深夜のせいか、屋上の風は冷たい。夜空に浮かぶ月だけが明かりとなるが、夜目が利きく僕たち悪魔にとってはこんな深夜でも屋上の様子は容易に把握できる。


　女性が一礼して、下がっていく。──と、同時に僕たちに話しかける者がいた。


「グレモリー眷属か。勢せい揃ぞろいでここに来るとはね」


　視線をそちらに送ると、庭園の中央にテーブルと椅い子すが置かれていた。その椅子に若い男性が一人座っている。


　妖よう麗れいな雰ふん囲い気きと美しさを持った男性──。


「アジュカさま」


　部長が一歩前に出て、その男性の名を呼んだ。そう、この方がアジュカ・ベルゼブブさまだ。アジュカ・ベルゼブブさまはテーブルのティーカップを手に取ると一言漏もらす。


「話は聞いている。大変なものに巻き込まれたようだ。いや、キミたちには今いま更さらなことか。毎度、その手の襲しゆう撃げきを受けていて有名だからね」


　部長はつかつかとアジュカ・ベルゼブブさまに歩み寄る。


「アジュカさまに見ていただきたいものがあるのです」


　部長が懐ふところからイッセーくんの駒を取りだそうとしたときだった。


「ほう、見て欲しいもの。──しかし、それはあとになりそうだ」


　アジュカ・ベルゼブブさまが部長を手で制して、庭園の奥へ視線を送った。


「キミたちの他ほかにもお客さまが来訪しているようなのでね」


　魔王さまのその言葉で僕たちも初めて気配に気づく。


　この庭園に僕たち以外の何者かが現れている。庭園の奥から闇やみより生じたのは──僕たちと同様の悪魔だった。


「人間界のこのようなところにいたとはな。偽いつわりの魔王アジュカ」


　……強大なオーラを体に漂ただよわせている男性が数名。どれも上級悪魔クラスか、それ以上のものを感じる。相当な手て練だれだ。


　そして、彼らがアジュカ・ベルゼブブさまを「偽りの魔王」と呼んだだけで正体も知れてしまった。


　アジュカ・ベルゼブブさまが苦く笑しようされる。


「口調だけで一発で把握できてしまえるのが旧魔王派の魅み力りよくだと俺は思うよ」


「僕もいるんだ」


　聞き覚えのある声も闇夜から聞こえてきた。同じくして現れたのは──白はく髪はつの青年ジークフリートだった。──『禍の団カオス・ブリゲード』か。


　彼はこちらを一いち瞥べつするだけですぐに魔王さまに視線を戻もどしてしまう。


　……その行こう為いを見て、僕のなかで湧わき上がるものがあったが……。いまはそれを懸けん命めいに抑おさえ込むことにした。……まだだ。まだダメだ。出すならもう少しあとでいい。


「……彼を殺した者たち……」


　後方で朱乃さんたちの殺気がざわつきだした。危険なほどのオーラが全身からにじみ出ている。相手がわかったことで一気に戦意がわいたのだろう。


　当然だ。彼らはイッセーくんの仇かたきにも等しいのだから。怨おん敵てきを目の前にして殺意を抱いだかないほど、グレモリー眷けん属ぞくの女性陣じんは気落ちしていないだろう。


　唯ゆい一いつ、アーシアさんだけが「……どうしてイッセーさんが冥めい界かい政府の争いに巻き込まれないといけないんですか……？」と悔くやしそうに涙なみだを浮うかべていた。


　……アーシアさん、それでも彼は、愛する者たちや冥界の子供たちが危機に直面すると知ったら飛びこんでいくと思うよ。それが赤せき龍りゆう帝ていの兵ひよう藤どう一いつ誠せいなのだから。


　……しかし、合点がいかない。英えい雄ゆう派と旧魔王派は現状、敵対関係だったのでは？　彼らの組み合わせに疑問を抱いてならなかった。


「初めまして、アジュカ・ベルゼブブ。英雄派のジークフリートです。それとこの方々は英雄派に協力してくれている前魔王関係者ですよ」


　ジークフリートのあいさつを受けるアジュカ・ベルゼブブさま。……英雄派に与くみする旧魔王派の者もいるわけか。本当に複雑な組織だ。


「知っているよ、キミは元教会の戦士だったね、ジークフリートくん。上位ランクに名を連つらねていた者だ。協力態勢前は我々にとって脅きよう威いだった。二つ名は魔帝カオスエツジジークだったかな。──それで、俺に何の用があるのだろうか？　先客がいるのでね。用件を聞こうか」


　テーブルの上で手を組みながら魔王さまは静かにそう問われた。


　……ジークフリートはともかく、旧魔王派の悪魔たちは体から敵意のオーラを迸ほとばしらせている。一いつ触しよく即そく発はつ。アジュカ・ベルゼブブさまが一言でも不信を口にすれば、すぐにでも襲いかかるつもりなのだろう。


　それを認識している上でこの方はあくまで優ゆう雅がに振ふる舞まわれる。サーゼクスさまとは少し違う余よ裕ゆうがこの方にはあった。


「以前より打だ診しんしていたことですよ。──我々と同盟を結ばないだろうか、アジュカ・ベルゼブブ」


　──っ！


　この場にいる僕たちは驚愕に包まれた！……まさか、ここで現ベルゼブブを相手にテロリストの集団が同盟を持ちかけるとは……。


　雰囲気から察すると、悪魔全体ではなく、アジュカ・ベルゼブブさま個人との同盟ではないだろうか。


　ジークフリートは淡たん々たんと続ける。


「あなたは現四大魔王でありながら、あのサーゼクス・ルシファーとは違う思想を持ち、独自の権利すらも有している。そしてその異能に関する研究、技術は他を圧あつ倒とうし、超ちよう越えつしている。ひとたび声をかければサーゼクス派の議員数に匹ひつ敵てきする協力者を得られるというではありませんか」


　その噂うわさは僕も耳にしたことがあった。


　現魔王政府のなかで、魔王派は大きく分けて四つあり、それぞれの魔王さまに派は閥ばつ議員が従っている。その四つの派閥で支持者が多いのがサーゼクスさま派とアジュカさま派だった。


　両派閥は現政府の維い持じという面では、協力関係にあるが、細かい政治面では対立も多く、よく冥界のニュースで取り沙ざ汰たされている。報道では主に両陣じん営えいの技術体系による意見の食い違いが目立つ。


　ジークフリートの言葉を聞き、アジュカ・ベルゼブブさまは息を吐はく。


「確かに俺は魔王でありながら、個人的な嗜し好こうで動いている。サーゼクスからの打診も言い付けもことごとく破っている。傍はたから見れば俺がサーゼクスの考えに反対しているように見えるだろう。いま運営している『ゲーム』も趣味の一いつ環かんだからね」


　それを聞いてジークフリートも苦笑する。


「その趣味のせいで僕たちもかなり手痛い目に遭あった」


　……会話から察するに、アジュカ・ベルゼブブさまが制作した『ゲーム』は『禍の団カオス・ブリゲード』の活動を阻そ害がいしている……？


「それはお互たがいさまだろう」


　魔ま王おうさまがそう返すと、ジークフリートは肩かたをすくめる。


「我々が一番あなたに魅力を感じているのは──あのサーゼクス・ルシファーに唯一対応できる悪魔だからだ。あなたとサーゼクス・ルシファーのお二人は前魔王の血筋から最大級にまで疎うとまれ、畏おそれられるほどのイレギュラーな悪魔だと聞いている。その一方がこちらに加わってくれればこれ以上の戦力はない」


　ジークフリートの意見を聞き、魔王さまはあごに手をやった。少しおもしろそうに表情を緩かん和わさせる。


「なるほど、俺がテロリストになって、サーゼクスと敵対するのもおもしろいかもしれない。あの男の驚おどろく顔を見るだけでもその価値はあるだろう」


　……本気なのだろうか？　真意はまだ知れないが……。とても愉ゆ快かいそうには見える。


「こちらも有している情報と研究の資料を提供します。常に新しい物作りを思し慮りよしているあなたにとって、それらは十分に価値のあるものだと断言できる」


　ジークフリートのさらなる甘かん言げんにアジュカ・ベルゼブブさまもうんうんとうなずかれた。


「そうか。『禍の団カオス・ブリゲード』が得ている情報と研究資料。うむ、魅力的に思えるね」


　冗じよう談だんなのか、本心なのか、まったく感じ取れない状じよう況きようだったが……。


　アジュカ・ベルゼブブさまは一度瞑めい目もくして──開くと同時にはっきりと断じた。


「──だが、いらないな。俺にとって、キミたちとの同盟は魅力的だが、否定しなければならないものなのでね」


　否定を聞いてもジークフリートは顔色を変えなかった。……周囲にいる旧魔王派の悪魔たちは殺意を一気に高めたけれども。


　ジークフリートが訊きく。


「詳くわしく訊きたいところだけれど、簡潔にしよう。──どうしてなのだろうか？」


「俺が趣しゆ味みに没ぼつ頭とうできるのは、サーゼクスが俺の意志をすべて汲くんでくれるからだ。彼とは──いや、あいつとは長い付き合いでね。俺が唯一の友と呼べる存在なのだよ。だから、あいつのことは誰だれよりも知っているし、あいつも俺のことを誰よりもよく認識している。あいつが魔王になったから、俺も魔王になっているに過ぎない。俺とサーゼクス・ルシファーの関係というのはつまりそういうことだ」


　アジュカ・ベルゼブブさまとサーゼクスさまは旧知の間あいだ柄がら。もっとわかりやすく言えば、お若い頃ころからのライバル関係だったと聞いている。


　お二人の間には、お二人だけにしかわからないものがあるのだと思う。


　それがアジュカ・ベルゼブブさまのなかで確固たるものであり、テロリストとの同盟を破は棄きするのも容易なものなのだろう。


　ジークフリートはやはり表情を変えずうなずいていた。……あらかじめ、この答えも予想していたのだと思う。


「そうですか。『友達』、僕にとってはわからない理由だが、そういう断り方もあるというのは知っているよ」


　彼の皮肉げな笑えみと言葉を受けて、旧魔王派の悪魔たちが色めきだつ。


「だから言ったであろう！　この男は！　この男とサーゼクスは独善で冥界を支配しているのだ！　いくら冥界に多大な技術繁はん栄えいをもたらしたといえど、このような遊びに興じている魔王を野放しにしておくわけにはいかないのだ！」


「いままさに滅めつするときぞ！　忌いま々いましい偽りの存在め！　我ら真なる魔王の遺志を継つぎし者が貴様を消し去ってみせよう！」


　怨えん恨こんにまみれた言葉を受けてアジュカ・ベルゼブブさまは苦笑されていた。


「いかにもな台詞せりふだ。もしかしてあなた方は同様のことを現魔王関係者に言っているのだろうか？　怨おん念ねんに彩いろどられすぎた言動には華はなもなければ興もない。──つまり、つまらないということだな」


　現魔王にキッパリと切り捨てられて、旧魔王派の悪魔たちは殺気をいっそう濃のう厚こうに漂わせる。


「我らを愚ぐ弄ろうするか、アジュカッ！」


　すでに一触即発。いや、戦せん闘とう開始と踏ふんでいい状況だろう。さすがに僕たちの面も彼らに割れているだろうから身を守るためにかまえを取るが──。


　アジュカ・ベルゼブブさまがテーブルの上で組んでいた手を解いた。


　片手を前に突つきだして小さな魔ま方ほう陣じんを展開させる。


「言っても無む駄だだとはわかっている。仕方ない、俺も魔王の仕事を久しぶりにしようか。──あなた方を消そう」


「「「ふざけるなッ！」」」


　激高した旧魔王派の悪魔たちが手元から大質量の魔力の波動を同時に放出させていく！


　かなりの質量だ！　僕らでもまともに受ければ致ち命めい傷しようをもらうぐらいのものがある！


　魔王さまはその同時攻こう撃げきに動じることすらせずにただ手元の小型魔方陣を操作するだけだった。魔方陣に記された数式、悪魔文字が高速で動いていく。


　相手の攻撃が直撃する──刹せつ那な！　当たる寸前で魔力の波動がすべて軌き道どうを外してあらぬ方向に飛んでいった。矛ほこ先さきを違たがえた魔力が深夜の空を切るように放出されていく。


　その現象を見て、旧魔王派の者たちが仰ぎよう天てんしていた！


　アジュカ・ベルゼブブさまは変わらず椅い子すにゆったりと座られたままだ。


「俺の能力のことは大体把は握あくしてここに赴おもむいているのだろう？　まさか、自分の魔力だけは問題なく通るとでも思ったのだろうか？　それとも強化してきて、この結果だったことに驚いているのか……、どちらにしてもあなた方では無理だ」


　魔王さまの苦笑に顔をひくつかせている旧魔王派の者たち。


　これは僕の予想だが、彼らは強化をしてきているのだろう。過去の前魔王政府とのいざこざでサーゼクスさまとアジュカ・ベルゼブブさまは反魔王派のエースとして当時最前線で戦われていた歴戦の英雄だ。お二人の英雄譚たんは冥界でも広く伝わっている。


　サーゼクスさまはすべてを滅ほろぼしきる絶大な消しよう滅めつ魔ま力りよくを有し、アジュカ・ベルゼブブさまはすべての現象を数式、方程式で操あやつりきる絶ぜつ技ぎを有すると言われていた。


　それを知っての上で彼らは自身を強化してきたはずだ。それでもこの魔王さまにはまるで通じなかった。


　アジュカ・ベルゼブブさまは、旧魔王派の攻撃をご自身の魔力でずらしたんだ──。


　旧魔王派の者たちの表情は一転して戦せん慄りつに彩られていた。アジュカ・ベルゼブブさまが淡々と語られる。


「俺から言わせればこの世で起こるあらゆる現象、異能は大たい概がい法則性などが決まっていてね。数式や方程式に当てはめて答えを導きだすことができる。俺は幼い頃から計算が好きだったんだ。自然に魔力もそちら方面に特化した。ほら、だから、こういうこともできる」


　魔王さまが空を見上げる。


　怪け訝げんに思い旧魔王派の者や僕たちも視線を上に向けると……。


　少しずつ風を切る音が大きくなっていく──。


　空より迫せまってくるのは──先ほど軌道をずらされて飛んでいった魔力の波動！


　上空から降り注ぐ魔力の波動が旧魔王派の者たちを襲おそう！


「──っ」


　一人は絶ぜつ叫きようすらあげることの叶かなわないまま、その一撃で消滅していった。


　当たる直前で避よけた者たちのもとに魔力の波動が追撃を開始する！　追撃する波動を見て彼らは驚きよう愕がくしていた。


「我らの攻撃を操ったか！」


「こうすることもできる」


　魔王さまは魔方陣に刻まれた数式と悪魔文字をさらに速く動かし続ける。あの魔方陣に刻まれた数式と悪魔文字は現象を計算して操る独自の術式プログラムなのだろう。


　彼らを追撃する魔力の波動が──弾はじけて散さん弾だんと化す。また他ほかの波動は細く枝分かれして逃にげる彼らを執しつ拗ように追う。


　──他者が放った魔力をそのまま操り、形式までも容易に変えられるなんて。


　それも高速で、だ。散弾と化した波動も、細く分かれた波動も等しく彼らを追つい尾びしていく。……追撃するスピードも増しているっ！　ここまで見事に相手の放った魔力を手足のように操り、その上、能力までも向上させるなんて……っ！


「お、おのれぇぇぇぇっ！」


　避けきれないとわかった彼らは手元を再び煌きらめかせて、攻撃のオーラを解き放つ。質量の規模から先ほどの一撃と同質──いや、それ以上の威い力りよくだと認にん識しきできる。


　だが──アジュカ・ベルゼブブさまが操る波動は、放たれたばかりの魔力を軽々と打ち砕くだき、旧魔王派の者たちの体を貫かん通つうさせていく。


　あるいは散弾と化した魔力の波動が彼らの体にいくつもの大きな穴を開けていった。


　……操っている魔力の波動の威力までアップさせたのか……っ！


　向かってくる攻撃の軸じくをずらし、そのまま術式を乗っ取って操る。そこに形式の変へん更こうを加え、速度と威力も上乗せさせた……。


「……これがこの男の『覇軍の方程式カンカラー・フオーミユラ』か……」


「軽く動かしてこれとは……いったい、貴様とサーゼクスはどれだけの力を持って……」


　旧魔王派の悪魔たちはそれを言い残して、無念を抱いだいた表情でその場に事切れた。


　これが魔王アジュカ・ベルゼブブの力。散っていった彼らの言うように魔王さまはほとんど実力を出さずに襲しゆう撃げきを収めてしまわれた。


　何せ、あの方は椅子から立ち上がってすらいないのだから──。


　驚きよう嘆たんを通り過ぎて畏い怖ふの念を抱くほどの力量だ。相手は決して弱いわけではなかった。それでも何もさせぬままに手元を動かしただけで葬ほうむり去ってしまうとは……。


　サーゼクスさまとこの方が悪魔のなかでも規格外と称しようされるのもうなずけてしまう。


　アジュカ・ベルゼブブさまの視線が残ったジークフリートに向けられる。


「さて、残るは英えい雄ゆう派のジークフリートくんか。どうするかな？」


　彼は肩をすくめるだけだった。


「まだ切り札は残っているので、撤てつ退たいはそれを使ってからにしてみようと思っているよ」


　……僕はジークフリートの嫌いやみのある笑えみを見て、自分の体の底から湧わき立つものを感じていた。それは激情といっていいものだ。


　アジュカ・ベルゼブブさまはジークフリートの物言いに関心を示す。


「ほう、それは興味深い。──だが」


　ふいにこちらに視線が送られた。


「そちらのグレモリー眷けん属ぞくの『騎士ナイト』くん。さっきから、彼らにいい殺気を送ってくれていたね」


　──っ。


　魔王さまには僕の戦意を感じ取られていたようだ。


　アジュカ・ベルゼブブさまはジークフリートに指を示しながらおっしゃった。


「どうだろうか、彼はキミが相手をしてみては？　見たところ、この英雄派の彼と面識はあるようだ。このビルと屋上庭園は特別に手をかけていてね。かなりの堅けん牢ろうさを持ち合わせているよ。多少威力のある攻撃をしても崩ほう壊かいすることはない」


　……願ってもないお申し出だと思ってしまった。


　正直、この内を駆かけ巡めぐる抑おさえようのない感情はどこかにぶつけないと収まらないほどになりそうだった。


　僕は一歩前に出ていく。


「……祐ゆう斗と？」


　部長が僕の行動を見て訝いぶかしげに訊いてくる。


「……部長、僕はいきます。もし、共に戦ってくださるのであれば、そのときはよろしくお願いします」


　それだけ僕は伝え、歩きながら手元に聖せい魔ま剣けんを一ひと振ふり創つくりだした。


　……イッセーくん。


　キミが帰き還かんできなかったと聞いたとき、僕の脳のう裏りに過よぎったのはキミの台詞だった。





　──なあ、木き場ば。俺とおまえ、もしどちらかが死んだら、その分だけ皆みんなのために戦うと約束し合わないか？





　トレーニングをしていたある日、突とつ然ぜんイッセーくんは僕にそう言った。


「何を言っているんだよ。どちらも生き残ってこそじゃないか」


　僕はそう返した。イッセーくんはそれを聞いてにんまり笑んだのをよく覚えている。


　彼はこう続ける。





　──わかっているさ。俺だって死ぬつもりは毛頭ない。けどさ、俺たち、ただでさえ、強敵ばかりと遭そう遇ぐうしてる。死んでもおかしくなかった戦闘だってあった。





　──だからこそ、これからどうなるかわからないだろう？　そうなったときのいちおうの約束をしておこうと思ってよ。どちらかが死んだら、その分だけ皆のために戦う。





　──あ！　重ねて言うけどな、俺は死ぬつもりなんてないぜ！　まだ好きな女の処女をもらってないんだからな！





　──それにおまえにだって死んでもらっちゃ困る。ダチが死んだら、嫌だからな。





　ああ、そうだね。ダチが死んだら、嫌さ。


　イッセーくん、いつだって無事に帰ってくるって言っていたのに。キミは帰ってこなかった。


　キミを失って、僕は僕なりに眷属を支えようとした。きっと、彼女たちはキミを失うことで心の均きん衡こうを保てなくなると予想はできていたから。


　僕だけは一人でも冷静に感情を押し込めて動こうと思ったんだ。


　キミとの約束だったから──。


　でも、ちょっとだけ限界なんだ。憎にくいほどの相手が目の前に現れたら、抑えることなんてできやしない……！


　こいつらのくだらない計画とやらで僕は大事な友達を失ったのだから……ッッ！


　生まれて初めてできた僕の親友。それを彼らは奪うばった──。


　許せるはずがないッ！


　だから、イッセーくん。少しだけ私情を吐はきださせて欲しい。


　聖魔剣をかまえ、僕は憎ぞう悪おの瞳ひとみで怨おん敵てきを捉とらえる。


「ジークフリート、悪いが僕のこの抑えられない激情をぶつけさせてもらう。あなた方のせいで僕の親友は帰ってこられなかった。──あなたが死ぬには十分な理由だ」


　僕の殺気を当てられて、白はく髪はつの剣士は口の端はしを愉ゆ快かいそうに吊つり上げた。


「キミからかつてないほどの重圧がにじみ出ているね……。おもしろい。しかし、キミたちグレモリー眷属とは驚おどろくほどに縁えんがあるようだ。このようなところでも出会うだなんてさすがに想像はできなかった。まあ、いいか。──さあ、決着をつけようか、赤龍帝の無二の親友ナイトくん」


　ジークフリートの背中に龍りゆうの腕うでが四本出現する──。禁手バランス・ブレイカーだ。躊ちゆう躇ちよもなく堂々と展開した。帯剣している魔剣をすべて抜ぬき放ち、異い形ぎようなる四本の手に握にぎらせていく。


　手に握る剣に龍殺しドラゴンスレイヤーの力を付ふ与よさせて、僕はその場を駆けだした！


　高速で接近して一ひと太た刀ち繰くりだすと、彼は軽々と魔剣の一振りで受け止めてくる！


　さすがだ。僕の動きを捉えている。長期戦はもとより不利。短期戦で龍殺しドラゴンスレイヤーの弱点を突つくしかない。


「…………」


　僕の一撃を受けて、ジークフリートは目を細めて何かを考え込んでいるようだった。


　訝しげにしていると、彼はひとつだけうなずき息を吐はく。


「現状でキミと戦い、勝ったとしても深手は否いなめないだろうね。それほどまでにキミの実力は向上している。キミに勝利したとしても、その後にリアス・グレモリーや姫ひめ島じま朱乃の攻こう撃げきをもらえば僕は確実に命を落とす。このまま逃げるのも悪くはないんだけど……アジュカ・ベルゼブブとの交こう渉しように失敗して、グレモリー眷属を相手に何もせずに逃げたとあっては仲間や下の者に示しがつかない、か。難しい立ち位置だね。特にヘラクレスとジャンヌに笑われるのはおもしろくないんだ」


　独りごちながらジークフリートは懐ふところを探さぐりだす。──取りだしたのは拳けん銃じゆうだった。


　いや、少し違ちがう。鋭するどい先せん端たんの形状から察するに……ピストル型の注射器だろうか？


　ジークフリートは針先を己おのれの首筋に突き立てようとする格好となった。


　彼は皮肉げな笑みを浮うかべる。


「これは旧魔王シャルバ・ベルゼブブの協力により完成に至ったもの。いわばドーピング剤ざいだ。──神器セイクリツド・ギアのね」


「神器セイクリツド・ギア能力を強化するということか」


　僕の問いに彼はうなずく。


　……そんなものまで研究していたのか。オーフィスの『蛇へび』を神器セイクリツド・ギアに絡からませることで所有者の様々な特性を無理矢理に引きだす実験をしていたのは僕も知っている。


　ジークフリートは語る。


「聖書に記されし神が生みだした神器セイクリツド・ギアに、宿敵である真の魔王の血を加工して注入した場合、どのような結果を生みだすか。それが研究のテーマだった。かなりの犠ぎ牲せいと膨ぼう大だいなデータ蓄ちく積せきの末に神聖なアイテムと深しん淵えんの魔ま性しようは融ゆう合ごうを果たしたのさ」


　……魔王の血！　しかも真の魔王の血を引く者の……。それを加工して神器セイクリツド・ギアを活性させるアイテムを作った、と。そういうことなのか。


　ジークフリートは手に握るグラムに視線を向ける。


「本来ならばこの魔ま帝てい剣けんグラムの力を出し切ればキミを倒たおせたのだろうが……残念ながら僕はこの剣に選ばれながらも呪のろわれていると言っていい。木場祐斗、キミならその意味を理解できるだろう？」


　彼の言うように僕はその理由がわかる。ジークフリートがなぜ僕たちとの戦いで魔剣最強のグラムを使ってこなかったか？


　伝承の通りならば魔帝剣グラムは凄すさまじい切れ味の魔剣──。攻撃的なオーラをまとい、いかなるものをも断つ鋭えい利りさを持ち合わせていた。そう、デュランダルの魔剣版といっていいだろう。


　そしてもうひとつの特性が──龍殺しドラゴンスレイヤーだ。かの五ご大だい龍りゆう王おう『黄金龍君ギガンテイス・ドラゴン』ファーブニルを一度滅ほろぼした（その後、北ほく欧おうの神々によってファーブニルは再生されている）のもこの剣の特性がゆえだ。


　つまり、何もかも切り刻める凶きよう悪あくな切れ味と強力な龍殺しドラゴンスレイヤー、そのふたつを有している魔剣がグラムなのだ。簡単な話、デュランダル＋アスカロンの特性を持っている。


　これらの特性を踏ふまえた上で持ち主である彼──ジークフリートの特とく徴ちようを捉えると、実に皮肉な答えが生まれてくる。


　ジークフリートの神器セイクリツド・ギアは「龍の手トウワイス・クリテイカル」の亜あ種しゆだ。禁手バランス・ブレイカーもその亜種版である。この神器セイクリツド・ギアはドラゴン系神器セイクリツド・ギアと呼ばれ、名の通りにドラゴンの性質を持ち合わせているんだ。


　通常の龍の手トウワイス・クリテイカルを発現している程度ならば、グラムを存分に振ふるうのもさほど問題はないだろう。しかし、能力の上じよう昇しようが跳はね上がる禁手バランス・ブレイカーとなれば話は別だ。


　彼は自身の能力を高めれば高めるほどに魔帝剣グラムとの相あい性しようが最悪となるのだ。


　ジークフリートは能力を解放するほどにグラムの龍殺しドラゴンスレイヤーによって、影えい響きようを受け、身を滅ぼす結果となる。


　赤龍帝のイッセーくんが籠こ手てにアスカロンを収納して何事もなく使用することができたのは、天界の助力と神器セイクリツド・ギアが例外の類たぐいだからだ。


　ジークフリートの神器セイクリツド・ギアは亜種でこそあったものの、例外の類ではなかった──。


　最強の魔剣に選ばれても、その者が有していた能力までは魔帝剣に祝福されてはいなかった。皮肉……運命の悪戯いたずらと呼んでもいいかもしれない。


　ここにも聖書の神が残した神器セイクリツド・ギアシステムによって、己おのれを試ためされている者がいた──。


　ジークフリートはグラムをひゅんひゅんと回す。


「……禁手バランス・ブレイカー状態で、こうやって攻撃的なオーラを完全に殺して使用する分には鋭利で強固なバランスのいい魔剣なのだけれどね。それではこの剣の真の特性を解き放つことができない。かといって力を解放すれば……。禁手バランス・ブレイカー状態の僕では自分の魔剣で致ち命めい傷しようを受けてしまう。こいつは主あるじの体を気づかうなんて殊しゆ勝しようなことをしてはくれないさ」


　彼がグラムを使用するとなれば、禁手バランス・ブレイカーを解いたときだ。「威い力りよくを抑えたグラムを含ふくむ五本の魔剣と一本の光の剣＋禁手バランス・ブレイカーの龍の手トウワイス・クリテイカル」と「本気のグラムを含む魔剣三刀流（通常の龍の手トウワイス・クリテイカル）」、この場やあの疑ぎ似じ空間でどちらが僕たちを相手に立ち回ることができるか？


　答えは前者だったということだ。


「そう、グラムを使いたければ普ふ通つうの状態でやればいい。けれど、禁手バランス・ブレイカー六刀流と比べるとそれでは対応しきれないんだよ。特にキミたちとの戦いではそれが顕けん著ちよだ。──禁手バランス・ブレイカーの能力を使わなければうまく相対できないからね。しかし、禁手バランス・ブレイカー状態でも魔帝剣グラムを使用できるようになるとしたら、話は別だ」


　ジークフリートは注射器を首もとに近づけ──挿そう入にゆうさせていく。


　わずかな静せい寂じやく……刹せつ那な、ジークフリートの体が脈動する。それはしだいに大きくなっていき、体そのものにも変化が現れ始めた。


　ミチミチ……という、奇きっ怪かいで鈍にぶい音を立てながら、彼の背に生える四本の腕が太く太く肥大化していく。五指も徐じよ々じよに形を崩くずし始め、持っていた得物──魔剣と同化していった。そしてジークフリート本人にも変化が出始めていく。


　表情は険しくなり、顔中に血管が浮かび上がっていった。全身の筋肉が別の生物のようにうごめき回り、身につけていた英えい雄ゆう派の制服が端はし々ばしから破れていく。


　地に手が届くほどに長く太く巨きよ大だい化した四本の腕を背に生やす怪人──。


　その姿はすでに阿あ修しゆ羅らではなく、蜘く蛛ものバケモノのようなシルエットだった。そして彼が放つ膨ふくれあがったプレッシャーと不気味なオーラは尋じん常じようではない。


　変へん貌ぼうしたジークフリートは顔面に痙けい攣れんを起こしながら口もとを笑えました。


『──「業魔人カオス・ドライブ」、この状態を僕たちはそう呼こ称しようしている。このドーピング剤を「魔人化カオス・ブレイク」と呼んでいてね、それぞれ「覇龍ジヤガーノート・ドライブ」と「禁手バランス・ブレイカー」から名めい称しようの一部を拝借しているんだよ』


　低く重い声質。……声すらも変調してしまっているじゃないか。


「素す晴ばらしい。人間とは、時に天使や悪魔すらも超こえるものを作りだしてしまう。俺はやはり人間こそが可能性の塊かたまりなのだと思えてしまうよ」


　アジュカ・ベルゼブブさまがそうおっしゃる。


　……そうだね、人間の身でありながら神が作りだしたものをここまで肥大化させ、魔王の血肉すらも利用してしまう。人間に異形の力を隠いん匿とくしなければならないその理由がわかるというものだ。


　──人間はどこまでも欲よく望ぼうを進化させてしまう。時に神、悪魔以上に。


　バケモノ──いや、魔人と化したジークフリートが一歩足を踏み出す。……それだけでこの屋上庭園の空気が一変して、瘴しよう気きが渦うず巻まいていく。


　魔ま剣けんと同化し、異常な進化を遂とげた四本の極ごく太ぶとな「龍の手トウワイス・クリテイカル」がしなる──。


　──来る！


　そう判断した僕は攻撃を視し認にんするよりも前に駆かけだした。僕がいたところに渦巻き状の鋭いオーラと氷の柱が生まれ、さらに地が抉えぐれて次元の裂さけ目まで生じていた。


　各魔剣の相乗攻撃か！　一いつ瞬しゆんでも判断が遅おくれたら、五体が弾はじけ飛んでいただろう。


　──っ！


　僕は前方から感じる異様な寒気を察して、その場で聖魔剣を聖剣に変化させ、禁手バランス・ブレイカーの騎き士し団だんを一体だけ具現化させる。それを空中で蹴けって、距きよ離りを取った。


　刹那、僕がいた空間に極大で凄まじいオーラの奔ほん流りゆうが通り過ぎていった！　空中で足場にした甲かつ冑ちゆう騎士が跡あと形かたもなく消え去っていく。


　宙で視線だけジークフリートのほうに向ける。──グラムを振るったあとだった。


　あれがグラムの一撃！　避よけたというのにそれでも体に攻撃的なオーラの余波が突き刺ささり、全身に痛みが走り抜けていく！　直撃すれば僕の体は完全に消しよう滅めつするだろう。


　溜ための動作をほとんど無しであれを撃うってきた。その上、デュランダル並の破は壊かい力。いや、溜めの時間がない分、デュランダルよりも危険か。聖なるオーラがないだけ良かったと思いたいが、あの威力では安あん堵どなんてできやしない。


　屋上に降り立った僕は手元の剣を聖魔剣に戻もどして、瞬時に彼に詰つめ寄る。横よこ薙なぎに斬ざん撃げきを放つが軽々と魔剣の一本で受け止められてしまった……。


　極太の腕四本から繰りだされる剣けん戟げきはその一本一本が破壊力に満ちていて、直撃すれば僕の体は容易に砕くだけ散るだろう。唯ゆい一いつ、魔剣ではなく、左手にかまえるジークフリートの光の剣。その得物は光を喰くらう聖魔剣で消失させることができたが……魔剣五本はそう簡単に消すことはできない。


　僕とジークフリートの斬戟合戦はしばらく続いていった。残像を生みながら高速で動く僕の攻撃を彼は魔剣で防いでいく。……背中に生える龍りゆうの腕うでが肥大化した分、的は大きくなったはずなのに、それでも彼はこちらの剣を制してきた。


　時折、彼が右手に握にぎるグラムが危険なオーラをまといながらこちらに鋭く振られてくる。直撃しなくても振るわれるだけで僕の体の端々がグラムの攻撃的なオーラによってダメージを受けてしまう。


　僕に当たらなかったグラムの波動は地を抉りながら後方まで走っていく。屋上庭園は幾いく重えものグラムの凶きよう暴ぼうな波動によって荒あれ地へと様変わりしていた。これだけの攻撃をされてもなおビルが健在なのはアジュカ・ベルゼブブさまがここを堅固に魔力などで補強しているからだろう。


　彼が放つグラムの威力は普通の建物ならばすでに何棟むねも倒とう壊かいしている破壊力だ。


　──っ！　五本の魔の刃やいばが一いつ斉せいに僕目め掛がけてさし込まれてきた！　僕はそれを避けるついでに足先に聖魔剣を創つくりだして、相手の脇わき腹ばらに蹴り込む！　もちろん、聖魔剣の仕様は龍殺しドラゴンスレイヤー！　直撃すればこれで形勢は逆転できるだろう！


　完全に入った──と思ったのだが、儚はかない金属音を立てて、僕の聖魔剣は砕け散った。


　……彼の肉体強度が僕の聖魔剣よりも強固だと言うのか……ッ！


　その結果を見て、ジークフリートが不敵に笑んだ。


『──どうやら、強化された僕の肉体はキミの龍殺しドラゴンスレイヤーの聖魔剣を超えていたようだ』


　脇腹に一撃入れた僕の足をジークフリートがつかみ、そのまま宙に高く持ち上げていく──。


　……一瞬の浮ふ遊ゆう感かん。このあとにくる攻こう撃げきは容易に想像できる。──下に叩たたきつけられる！


　勢いに任せた彼の剛ごう力りきが僕の体を豪ごう快かいに地面へ叩きつけた──。


　そこへ魔剣が一振り放たれる。──全身を押おし潰つぶされていくような重い衝しよう撃げきが襲おそう。


　衝撃は僕の体を突つき抜ぬけて、地面に巨大なクレーターを生みだしていた。


　僕の体の色々なところから軋きしむ音が聞こえてくる──。


　…………ッ！　言い難い激痛、鈍どん痛つうが全身を巡めぐり、意識が飛びかけた。こみ上げてくるものを口から吐はきだす。大量の血ち反へ吐どが空中庭園の緑を赤く染めていった。


　……地面に叩きつけられた衝撃と魔剣の一撃で全身の震ふるえが止まらなくなった。


　各部位、深刻なダメージを受けて、痙攣を起こしている……。骨も相当な数、ダメになっているだろう。


　……それでもまだ負けるわけにはいかない。


　僕は懸けん命めいに意識を繫つなぎ止めて、立ち上がり足を動かした。その場から一時的に退たい避ひしたあと、体勢を立て直してすぐさま斬きり込んでいく！


　ジークフリートは二本の魔剣をクロスして僕の剣を難なく制してしまう。


『防ぼう御ぎよの薄うすいキミでは、いまの一撃で相当な傷を負ったんじゃないかな？』


　ジークフリートが低い声こわ音ねで笑う。


　……まあ、ね。剣を握る手に力が入らない。


　彼はクロスした魔剣ごと突き押してくる。体を弾はじかれて、軽く足あし下もとがふらついた。……足に力が入っていない。このままでは倒たおれてしまう。体中から残った力を総動員させて、足に注ぎ込む。なんとか、ふらつきが止まったと思った矢先だった──。


　足先が氷に包まれていた……ッ！　しまった！　魔剣の力で凍こおらされた！　すぐに聖魔剣を炎ほのおの属性に変化させて氷を消失させようとしたのだが──。


　地面から突き上がってきた二本の氷柱つららが、僕の両足を貫つらぬいていく。


　そこにジークフリートはさらなる魔剣を振り下ろした。


　足を封ふうじられて避けようのない僕は体をひねり、手元に聖魔剣を複数創造して盾たてのようにする。


　しかし、その束になった聖魔剣が破壊されて、左ひだり腕うでが肩かた口ぐちから難なく切り落とされてしまった──。


　……片腕を切り落とされながらも僕は足場の氷を炎の聖魔剣で振ふり払はらい、後方に飛び退のいた。


　……失った左腕の傷口から大量の血が流れ出てくる。剣を氷の聖魔剣に変へん更こうして、肩口と両足の穴の開いた傷口を凍らせた。……応急処置に過ぎないが、これで血は止まるだろう……。


　……体中、どこも激痛だらけだ。両足にも穴を開けられて、無様にひざをついてしまっている。……自じ慢まんの足がこれか。


「祐斗……ッ！」


　沈ちん痛つうな表情で部長が僕の名を呼ぶ。イッセーくんの駒こまを両手で握り、何かを待ち望んでいるかのようだった。


　……部長、そうやってイッセーくんを頼たよろうとしても彼はここに来られないんですよ？


　……あなたが立ち上がらないでどうするんですか。あなたが戦う意志を失えば、眷けん属ぞくにも影響が出てしまう。


　現に朱乃さんも小猫ちゃんもハラハラとしながらこちらを見ているだけで、動けない状態じゃありませんか。──イッセーくんを失って、皆みんなが戦う意志を無くしてしまった。


　先ほどの殺意はそれだけで、体を突き動かすまではいっていない。こんな状じよう況きようの僕らでは冥めい界かいの危機を救うなんて到とう底ていできやしませんよ、サイラオーグ・バアル……ッ！


　……僕にもイッセーくんのように誰だれかを激しく鼓こ舞ぶできるほどの要領があればと思ってならないよ。


「……木場さんまで死んでしまう……。いや……もう、こんなのはいやです……」


　アーシアさんは恐きよう慌こう状態となって、手をこちらに向ける。回復のオーラを僕に放とうとしてくれているのだろうが……手からは弱々しいオーラが出現するだけでいつもの出量が放出できないようだった。


　……おそらく、イッセーくんを失ったショックで神器セイクリツド・ギアの能力が一時的に弱まっているのだろう。それはなんとなく予想はできていたよ。神器セイクリツド・ギアは想おもいの力で動くからね。


　部長と朱乃さんがなんとか攻撃を加えようと魔力を放つが──その勢いと威力は以前に比べて弱々しく、ジークフリートの一振りに難なく払いのけられてしまう。


　小猫ちゃんが身に纏まとう闘気とレイヴェルさんの炎の翼も力がかげっている。


　能力を思った以上に発揮できない自身の変化に、彼女たちもショックを受けていた。


　……僕が皆を守らないとダメだ。僕が皆の──イッセーくんの代わりに戦わないと。


　僕はルヴァル・フェニックス氏からいただいていたフェニックスの涙なみだをひとつ取りだして傷口にかけていく。


　瞬時に痛みが取り払われていき、傷もふさがっていく。──もちろん、左腕が再生するまでには至らなかった。


　……あそこで転がる腕を回収して、あとでつなげないとダメか。


　……傷は治ったものの、流血による体力減少は著しい。足にもあまり力が入らない。


　立とうにも足は震えるばかりだ。まったく情けないね。僕の弱点──防御力、か。


　この状況を見て、ジークフリートは嘲ちよう笑しようした。


『酷ひどいな。先日出会ったときのグレモリー眷属とは思えない。先ほど、いい殺気を放ってくれたから、木場祐斗との戦いに乱入でもしてくれるものかと期待したんだけどね。まさか、この程度とは……』


　いや、正直言うと、僕もいっぱいいっぱいさ。


　──僕の隣となりにもうしろにも前にも、いつもそこにいたイッセーくんがいないのだから。


　イッセーくんと共に戦えないことが、こんなにも辛つらく、厳しいものだとは思わなかったよ。キミが隣にいてくれたら、それだけで僕はこんな風に無様にひざをついていないだろうね。


『兵藤一誠は無む駄だ死じにをしたよ。出で涸がらしとなったオーフィスを救うために一人あの空間に残り、シャルバと相討うちになったんだろう？　あれからシャルバの気配が消えたからね。生きていれば、僕たちに堂々と宣戦布告して、冥界にも旧魔王派の力を宣言しているところだろうから。あのまま兵藤一誠がオーフィスを放置して帰き還かんすれば、いまごろ態勢を整えて再出撃できただろうに。オーフィスはともかく、シャルバはあとで討てたはずだよ。自分の後先を考えないで行動するのは赤龍帝のよくないところだった』


　──っ。


　…………。


　……ジークフリートのその台詞せりふを聞いて、僕の思考は一瞬真っ白になり、次の瞬間にはドス黒いものが底から沸わき上がってくるようだった。


　──ヒョウドウイッセイ　ハ　ムダジニ　シタヨ。


　……無駄死に……？　イッセーくんが……？


　……ふざけるな。……ふざけるなよ……ッ！


　心を支配するのは、悔くやしさと悲しみと、彼と約束したことだった。


　全身を震わせながらも僕は足に力を込こめていく。徐じよ々じよに足が上がり始めた。


　ぶるぶると両足を情けなく震わせながら、僕はどうにか立ち上がる。


　のどまで出かけているものを僕は遠えん慮りよなしで天に向けて放った。


「オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！」


　自分でも信じられないほどの声量だった。腹の底から、心の底から、何かが沸き上がって噴ふきだしてきたかのような──。


　脳のう裏りに蘇よみがえったのは親友の声だった。


『木場、俺たちはグレモリー眷属の男子だ』


　ああ、わかっているよ、イッセーくんッ！


『だから、どんなときでも立ち上がって皆と共に戦おうぜ』


　そう、どんな相手だろうと、立ち向かっていかなければならないッ！


「……まだだ」




[image: ]


　一歩、また一歩と僕はジークフリートに近づいていく。手元に聖魔剣を創つくりだしながら──。


「まだ戦えるッ！　僕は立たないといけないッ！　あの男のようにッ！　グレモリー眷属の兵藤一誠はどんなときでも、どんな相手でも決して臆おくせずに立ち向かったッ！」


　こんなところで倒れてしまったら、僕はイッセーくんに合わす顔がない……ッ！


　なあ、そうだろう、イッセーくん！


　ここで立ち上がらなければキミの友を名乗るなんてできないんだからさッ！


「赤龍帝はあなたが貶けなしていい男じゃないッ！　僕の親友をバカにするなッ！」


　涙混じりの咆ほう哮こう。口先だけしか勢いがないのが本当に情けない。


　ジークフリートはきっぱりと断ずる。


『無む駄だだっ！　あの赤龍帝のようにいこうとも、キミでは限界がある！　ただの人からの転生者では、いくら才能があろうとも肉体の限界が──ダメージがキミを止める！』


　……わかっているさ。もう、僕の肉体は限界だ。剣けんを握にぎる力すら満足にない。


　けど……だけど！　イッセーくんはそれでも立ち向かえるはずだ！


　宿れ──。少しでもいいから、宿ってくれ──。


　兵藤一誠を突き動かしていた意地と気合よ！　どうか、少しでも僕に宿ってくれ！


　剣をかまえて前に飛びだしていこうとしたときだった──。


　視界の隅すみに紅あかい閃せん光こうが映り込んでくる。そちらに視線を送ると──。


「──イッセーの駒が」


　部長が手にするイッセーくんの駒が紅い光を発していた──。


　部長の手から一個だけ『兵士ポーン』の駒が宙に浮うかび始める。それはいっそう輝かがやきを増して深夜の暗くら闇やみを紅く照らしていく。


　その駒が僕のもとに飛来してきた。そして、駒が弾けるように光を深めた！


　あまりの光量に僕は一いつ瞬しゆんだけ眼めを伏ふせるが……次に目にしたのは……。


　宙に浮かぶ一本の聖剣だった。──アスカロン。


「……イッセーくんの駒が……アスカロンに……？」








　──いこうぜ、ダチ公。








「──っ」


　イッセーくんの声が聞こえたような気がした。


　涙が溢あふれて……止まらなかった。キミはなんてお人好しなんだろう。たとえ駒だけでも、キミは仲間を……僕を……ッ！


　僕は涙で顔中をしわくちゃにしてアスカロンを手にした。


「そうだね、イッセーくん。いこうよ！　キミとなら、僕はどこまでも強くなれるんだからさッ！　キミが力を貸してくれるならッ！　どんな相手だろうと──切り刻めるッ！」


　アスカロンから伝わってくるこの勇気は本物だ。


　イッセーくんと一いつ緒しよに戦ったときと同様の心強さを感じ取れてしまう。


　ああ、いけるよ。これなら十分だ。僕は──戦える！


　自然と、足の震ふるえは止まり、信じられないほどの活力が体の底から湧わき上がっていた。


　アスカロンを握る手にも力を込めて、僕はジークフリートに斬りかかる！


　僕の正面からの一いち撃げきを受け止めながら彼は驚きよう愕がくに包まれていた。


『……ッッ！　バカな……ッ！　立つというのか……ッ！　血をあれだけ失えば自慢の足も動かなくなるはずだ……ッ！』


「いけってさ。立てってさ。この剣を通してイッセーくんが僕に無茶を言うんだ。じゃあ、いかなきゃダメじゃないか……ッ！」


　アスカロンから膨ぼう大だいなオーラが解き放たれていく。


　龍殺しドラゴンスレイヤーの聖剣──アスカロン。それを受けて、ジークフリートの体に変化が訪おとずれる。


　──体から異様な煙けむりをあげ始めた。


　表情も苦痛にまみれている様子だった。


『……なんだ、その聖剣から感じる……力は……ッ！』


　そうか、アスカロンがこの男を苦しめている。たとえ、グラムの力に対応できるようになったとしても、イッセーくんが手にしていたアスカロンは別だったということだ。


　いける！──そう思い始めたときだった。ジークフリートが手に持つグラムが輝きだした。


　何かを始めるつもりか!?　危険を感じて後方に飛び退こうとするが──そうではなかった。


　グラムは輝きを僕に向けている。それは攻こう撃げき的なものではなく、むしろ、迎むかえ入れてくれるかのような……。


『──っ！　グラムが！　魔ま帝てい剣けんが呼応している!?──木場祐斗に!?　まさか、魔人化カオス・ブレイクの弊へい害がいなのか!?』


　仰ぎよう天てんするジークフリート。彼がここまで焦あせるなんてね……。


　そうか、この土ど壇たん場ばでグラムは……持ち主を再度選び直したということだ。


　僕はグラムを真っ正面から捉とらえ、叫さけんだ。


「──来い、グラム！　僕を選ぶというのなら、僕はキミを受け入れよう！」


　僕の言葉を受けて、グラムがいっそう輝きを解き放つ。その輝きは持ち主であったジークフリートを拒きよ絶ぜつするかのように握る手を焦こがしていく。


　グラムは宙に飛びだして、僕の眼前の地面に突つき刺ささった。


　それを見てジークフリートは首を横に振ふって、起きたことを信じられないように言う。


『こんなことが……ッ！　こんなことがあり得るのか!?　駒こまだけでも赤龍帝はッ！　戦うというのか!?　この男を立たせるというのか!?』


　……せっかく、グラムが僕を選んでくれても片かた腕うでだけでは扱あつかうことすらできないか。


　そう思っていたら、僕に近づく者がいた。


　──アーシアさんと小猫ちゃん、レイヴェルさんだった。


　小猫ちゃんが切り落とされた僕の腕を持って、肩かた口ぐちに当ててくれる。そこへアーシアさんが手を向けて──淡あわい緑色のオーラを放出させてくれた。そしてレイヴェルさんが僕の体をしっかりと支えてくれる。


　やさしいオーラを受けて、僕の腕は徐々に繫つながり、機能を回復させていく。


　アーシアさんと小猫ちゃん、レイヴェルさんは涙なみだを流していた。──その手にはイッセーくんの紅い駒が握られている。


「……イッセーさんが『アーシアも戦え』って、駒を通して言ってくれたような気がしたんです」


　アーシアさんは必死に泣くのを耐たえながら、にっこり微笑ほほえんでいた。


「……『俺のダチを助けてやってくれ』って、私にも言ったような気がします」


　小猫ちゃんもそう微笑んでいた。彼女の手から仙せん術じゆつによる治ち療りようの気が送られてくる。


　二人のオーラはやさしく、慈じ愛あいに溢れていた。


「私にも聞こえた気がしましたわ。イッセーさまの声が……『小猫さんや皆みんなを支えてくれ』と。本当、眷けん属ぞくでもない私にまで……やさしすぎますわよ……っ！」


　レイヴェルさんは涙をぬぐい、笑顔を浮かべてそう漏もらした。


「──『皆と共に戦ってください』、か。そうよね。あのヒトなら、そう言うに決まってるわ」


　部長がイッセーくんの駒を手にして前に立つ──。


　涙に濡ぬれながらも瞳ひとみには火が灯ともっていた。


「さあ、私のかわいい下僕悪魔たち！　グレモリー眷属として、目の前の敵を消し飛ばしてあげましょうッ！」


　──戻もどった。


　部長のいつもの口上。ああ、イッセーくん、戻ってきたよ。


　これで戦える。いつでも誰だれとでも……戦えるに決まっている！


　アーシアさんのおかげで切り落とされた左腕が完全に繫がり、僕は眼前に突き刺さったままのグラムを抜ぬき放った。


　……剣から絶大な力が伝わってくる。これが魔剣最強──魔帝剣グラム。


　これの持つ龍殺しドラゴンスレイヤーとアスカロンの龍殺しドラゴンスレイヤーを同時に繰くり広げれば、いかにジークフリートの体が堅けん牢ろうだろうと、保もたないだろう。


　僕は二本をかまえて、足に力を注ぐ。自じ慢まんの足にも気合が注入された。


　さあ、もう一度戦おうか。けれど、さっきとは違ちがう。


　──こちらは僕だけじゃなく、グレモリー眷属だっ！


　部長もアーシアさんも小猫ちゃんもレイヴェルさんもジークフリートを鋭するどく見み据すえる。


　部長が手から強大な滅ほろびの魔力を解き放った！　それと同時に僕も前方に飛びだしていく！


『まだだよ！　それでも僕は、英えい雄ゆうの子孫として──』


　言いかけたジークフリートの頭上で稲いな光びかりが閃ひらめいた。刹せつ那な、夜空を裂さくような極大の雷らい光こうが彼の全身、その周囲まで飲み込んでいく──。


　宙に視線を向けると──そこには六枚にも及およぶ堕だ天てん使しの黒い翼つばさを広げる朱乃さんの姿があった。複数の翼を生やすその姿はまるで上位クラスの堕天使のようだ。


「──これが私の最後の手。堕天使化ですわ。父とアザゼルに頼たのんで、『雷光』の血を高めてもらったの」


　朱乃さんの両手首に光るのは魔術文字が刻まれたブレスレット。魔術文字が金色に輝いて浮かび上がっていた。あれが朱乃さんを強化した……？　いや、本来眠ねむっていた堕天使の血を呼び覚まさせたのだろう。あのブレスレットにはアザゼル先生とバラキエルさんが関かかわっているのだと思う。


「ゴメンなさい、イッセー。『いつもの笑顔を皆に見せて』──あなたの残してくれた想おもいまで私は……押し殺そうとしていた……っ！　もうだいじょうぶですわ。私も戦えます！」


　朱乃さんが決意の眼まな差ざしでそう宣言する。良かった。これでイッセーくんや僕たちが憧あこがれた「二大お姉さま」も復活した！


　特大な雷撃をまともに喰くらい、全身黒こげと化したジークフリート。体の至るところから煙をあげている。凄すさまじい雷光の威い力りよくだ。あの強化薬で体が堅牢になったジークフリートを相手にあそこまでのダメージを与あたえるなんて……。朱乃さんの雷光はさらに威力を増したということか。


　そこに追撃とばかりに先ほど部長の放った滅びの一撃が襲おそいかかった。


　彼の太く肥大化していた龍の腕がすべて弾け飛んで消しよう滅めつしていく──。


　そして、これがトドメだよ、ジークフリートッ！


　ズンッ──と、僕の持つ聖剣アスカロンと魔剣グラムが正面からジークフリートに深々と突き刺さった。


　ジークフリートは口から血の塊かたまりを吐はきだしていく。


『……この僕が……やられる……？』


　彼は自身を裏切ったグラムをそっと撫なでる。──魔剣は拒絶するように彼の手を焦がすだけだった。それを見て彼は自じ嘲ちようしていた。


「勝ったよ、イッセーくん」


　僕はそれだけつぶやき、二本の剣をジークフリートの体から抜きはなった。


　彼の体からはすでに血が流れることはなく──。二本の龍殺しドラゴンスレイヤーを受けて、ジークフリートの体は徐じよ々じよに崩ほう壊かいしつつあった。


　体の至るところにヒビのようなものが走っていって、やがて崩くずれていく。それは彼の全身にくまなく広がる。


　煙をあげながら崩れていく最中、彼は目を細め、小さく笑った。


『……ははっ……兵藤一誠は殺しても戦い続ける……ッ！』


　彼は僕──と仲間たちを見据える。すでに顔にも崩壊の裂れつ傷しようが生まれていた。


「どうしてフェニックスの涙を使用しないんだい？　キミたち英雄派は独自のルートで入手できるんだろう？」


　僕の質問だった。彼らは京都での一戦でフェニックスの涙を使用した。所持していておかしくない。けれど、体が崩壊しつつある現状でも彼は使用する素そ振ぶりすら見せない。不自然に感じてしまったんだ。


　ジークフリートは首を横に振る。


『……この状態になると、フェニックスの涙での回復を受け付けなくなってしまう……。……理由はいまだに不明だけどね……』


　……この強化状態にそんなデメリットがあったのか。つまり彼らは極度のパワーアップができる反面、回復は望めないということだ。この情報は大きいと思う。


『……やっぱりそうさ。……あの戦士育成機関で育った教会の戦士は……まともな生き方をしないのさ……』


　それだけを言い残し、彼の体はもろくも崩れ去っていった──。





　　　　─○●○─





　旧魔ま王おう派とジークフリートを退けた僕たち。


　部長は改めてイッセーくんの駒をアジュカ・ベルゼブブさまに見ていただくことにした。さっきアスカロンに変化した駒は役目を終えたあとに再び駒へと戻っている。


　イッセーくんが駒に残した何かと、アスカロンの残留オーラが僕たちの想いに呼応してあのような変化を起こしたのではないか？──と、アジュカ・ベルゼブブさまは語られていた。


　何にせよ、彼と僕らにしか通じ合えないものがあの現象を引き起こしたのだと思う。いつでも彼は僕たちのそばにいるという事実がたまらなくうれしかった。


　テーブルの上にチェス盤ばんが置かれており、魔王さまは『兵士ポーン』の初期位置にイッセーくんの駒を八つ置いた。


　小型の魔ま方ほう陣じんを展開させて、駒の内部を調べだされたようだ。


　少しして、アジュカ・ベルゼブブさまは興味深そうに息を漏らす。


「ほう、これは……」


「何かわかりましたか？」


　部長が訊たずねると、魔王さまはイッセーくんの駒を指でさする。


「八つ中、四つの駒が『変異の駒ミユーテーシヨン・ピース』になっている。ひとつひとつの価値にばらつきこそあるが……おそろしいことだ。例のトリアイナの分と真しん紅くの鎧よろいがこれらを現しているのだろうか。兵藤一誠が引きだした天てん龍りゆうと悪魔の駒イーヴイル・ピースの組み合わせ──調和のスペックは、想像を遥はるかに超こえるもののようだね。あのときに調整したかいがあったというものだ。先ほどの現象も実に興味深かった。……彼の意志が駒にダイレクトに反映されているのか」


　──っ。八個のうち、四個も『変異の駒ミユーテーシヨン・ピース』に変化しているなんて……。イッセーくんを転生する際、彼に使ったという『兵士ポーン』の駒はすべて通常の駒だった。部長が唯ゆい一いつ所持していた『変異の駒ミユーテーシヨン・ピース』はギャスパーくんに使用したからね。


　彼のなかで駒がそのような変化をなしえるなんて凄まじい限りだ。これもアジュカ・ベルゼブブさまが悪魔の駒イーヴイル・ピースにあらかじめ仕込んでいた隠かくし要素が反映されているのだろう。……それに例の乳にゆう力パワーとやらも一役買ったように思える。何せイッセーくんだからね。


「それで、その駒こまから他ほかに何かわかったことは……？」


　部長が再度訊きく。僕を含ふくめ、眷属の皆、レイヴェルさんもアジュカ・ベルゼブブさまの言葉に真しん剣けんに耳を傾かたむける。


　魔王さまはハッキリとこうおっしゃった。


「この駒から俺が言える答えはこうだ。──どんな状態になっているかはわからないが、彼が次元の狭はざ間まで生きている可能性は高いだろうね。この駒の最後の記録情報が『死』ではないからだ。それと赤せき龍りゆう帝ていドライグの魂たましいも神器セイクリツド・ギアとして、まだ残っているようだね。兵藤一誠と赤龍帝の籠手ブーステツド・ギアは共にあるのだろう。そして、この駒も機能が停止しておらず、まだ使用できる。この駒に刻まれた登録上、彼限定にだけどね。いや、『兵藤一誠に戻せる』と言ったほうが適切か」


　──っ！


　…………。


　言葉にならない感情が……全身を駆かけ巡めぐる。


　全員が言葉を失ったなか、魔王さまは説明を続けられる。


「この駒を受け入れた器うつわ──つまり、魂と肉体が不安定な状態になっていることだけは確かだろう。サマエルの毒を受けたのなら、肉体は助からないだろうね。それはこの駒からの情報でも確かく認にんできる。しかし、次にサマエルの呪のろいを受けそうな魂が、これを調べる限り、消滅してはいないのだよ。肉体が滅びればすぐに魂にまで毒どく牙がは迫せまるのだが……。肉体がダメになってから魂が消えるであろう時間が経過しても魂が無事だったとこの駒が教えてくれている。魂だけではどういう状態か把は握あくしづらいが、アザゼル総そう督とくサイドからあのオーフィスが彼に同どう伴はんしているかもしれないと聞いている、何が起こっていても不思議ではない。たとえ、どんな形であれ、魂だけで生きていてもね」


「魂が無事だったとして、滅んだ肉体は……どうすればいいのでしょうか？」


　僕はアジュカ・ベルゼブブさまにそう問う。


「ふむ。彼のご両親は健在かな？　もしくは彼の部屋にあるＤＮＡ情報──抜けた体毛の類たぐいなどでもいい」


「ご両親はご健在です。……体毛も探せば彼の自室にあるとは思いますが」


「ならば、まず魂が帰き還かんしたあとに彼のご両親か、その体毛からＤＮＡを検出してできるだけ近しい体を新たに構築する必要がある。グリゴリが運営する研究施し設せつでそれができるのではないだろうか。再現自体は可能だろう。クローン技術の応用でね」


「……問題は他にあると？」


　部長がそう問われた。魔王さまはうなずかれながら話を続ける。


「新しい体に魂が定着するのかという点と、その体が神器セイクリツド・ギア──赤龍帝の籠手ブーステツド・ギアを受け入れられるのか。この二点が問題だろうね。前者は仮に拒きよ絶ぜつ反応を示しても、投薬やその他魔法、魔力による治ち療りようでなんとかなるだろう。ただし、一生治療が必要になるかもしれないが。一番の問題は次の後者だ。──神器セイクリツド・ギアは繊せん細さいだ。特に神滅具ロンギヌスはね。神器セイクリツド・ギアを取りだして、移植する技術は堕天使によって確立してはいるが、新しい体に赤龍帝の籠手ブーステツド・ギアが移ったとしてもその後にどんな後こう遺い症しようやらが出るかまったく予測できない。とにかく、その新しい体を得たあとで魂を定着させて、戻もどってきた悪魔の駒イーヴイル・ピースを使用すれば再びキミの眷けん属ぞくとして生きられるはずだ。駒でも拒絶反応が起これば、まあ、そこは俺が微び調ちよう整せいするので心配しなくてもいい。駒がサマエルの呪いにやられていなくて幸いだったね」


　その話は聞いたことがある。神器セイクリツド・ギアの移植自体は可能だ。アーシアさんの神器セイクリツド・ギアを抜ぬき取り、自分に移植した堕天使レイナーレがその例になるだろう。ただし、アザゼル先生はこうもおっしゃっていた。


　移植は可能だけど、その他の能力を失う可能性がとても高い──と。


　つまり、イッセーくんが仮にその新しい体を得て、魂と神器セイクリツド・ギアを移し替かえたとしても、後遺症や能力の消失は否いなめないかもしれないということだ。


「悪魔の駒イーヴイル・ピースが機能を停止しておらず、魂と神器セイクリツド・ギアが残っていればこれだけの再生は可能だ。逆に言えばこれらが消えてしまったら、さすがに手も足も出なかったけれども。しかし、神器セイクリツド・ギアと共にある……？　そうか、獅子王の戦斧レグルス・ネメアの例があったね。案外あのような例に漏もれず、神器セイクリツド・ギアそのものだけが残り、そこに魂が留とどまっているのかもしれない。赤龍帝の籠手ブーステツド・ギアのなかに魂があれば次元の狭間にいようと、しばらくは耐たえられるだろう。今世の神滅具ロンギヌスはすべて異例の進化を遂とげつつあると話には聞いているから、彼もその恩おん恵けいにあずかっているのだろうね。──例にない状じよう況きようであり、強運ともいえる」


　その答えに僕は──、皆みんなは──。


「うえぇぇぇぇぇぇぇんっ！　イッセーさぁぁぁぁんっ！」


　アーシアさんは大声で泣いていた。それは悲しみではなく、歓かん喜きからくるものだ。


　朱乃さんも小猫ちゃんもレイヴェルさんも大おお粒つぶの涙なみだを流していた。


　絶望の状況のなか、一筋の光明──いや、大きな希望を得られた気がした。そうさ、生きている可能性があるのなら、彼は絶対に生きている！　なぜなら、兵藤一誠という男はどんな状況であろうと数々の奇き跡せきを起こしてきた、皆の「おっぱいドラゴン」だからだ。


　それをこの場にいる皆が誰だれよりも強く認識している。


　部長は顔を両手で覆おおい、喜びの涙を流していた。


「……イッセー、生きているのね……。そうよね、彼が死ぬはずないもの！」


　彼のそばにはオーフィスがいる可能性がある。イッセーくんが生きているのなら、オーフィスもそこにいて当然なのかもしれない。アジュカ・ベルゼブブさまがおっしゃるように何が起こっていてもおかしくない状況だろう。傍かたわらにドライグもいるとしたら、これほど心強いものもない。


　魔王さまは駒を調べ終えて、部長に手て渡わたす。


「ともかく、これはキミが持っているべきだ、リアス・グレモリー。安心するといい。キミの想おもい人はあの奇跡を起こす『おっぱいドラゴン』だ。もしかしたら、オーフィスと赤龍帝ドライグの力で魂だけでもひょっこり帰ってくるのではないかな？──俺のつてで次元の狭間を調査してもらおう。ファルビウムの眷属に詳くわしいのがいたはずだからね」


「……はい、ありがとうございます、アジュカさま」


　それを確認したアジュカ・ベルゼブブさまは椅い子すから腰こしをあげる。


「さて、俺はここから眷属に命令して例の巨きよ大だい怪かい獣じゆう討とう伐ばつを指揮するつもりだ。対たい抗こう策ぐらいはどうにかしよう。だが、最後に決めるのはキミたち現悪魔とサーゼクス眷属であるべきだ。それでこそ、冥めい界かいは保たれる」


　アジュカ・ベルゼブブさまが手を前に出されると──僕たちの前方に転移型魔方陣が展開された。


「キミたちも行くといい。冥界は今、力のある若手悪魔の協力が必要なときだろう。なに、彼なら来るだろうね。それはキミたちが一番よく知っていると思う。そういう悪魔なのだろう、彼は」


　そう、アジュカ・ベルゼブブさまのおっしゃる通りだった。


　生きているのなら、彼は必ず帰ってくる。どんなことになろうとも生きてさえいれば彼は絶対に僕たちのもとに帰ってくるだろう。


　ここにいる誰もがそれを信じて疑わなかった。


　イッセーくん、僕たちは待つよ。だから、必ず帰ってきて欲しい。


　冥界は──冥界の子供たちはキミの帰還を待ち望んでいるんだ！




　Dimension Boundary.







　……んあ、寝ねてた……？


　俺──兵ひよう藤どう一いつ誠せいが目覚めたのは、赤い地面の上だった。


　変な夢を見た。ジークフリートと戦う木き場ばに俺が応おう援えんする夢だ。なんだか、ピンチだからアスカロンを貸したような……。他ほかの皆も元気が無かったから励はげましておいたぜ！


　……って、どこだ、ここ……？


　周りを見み渡わたせば、赤いごつごつしてそうな……岩場？　荒あれ地？


　よくわからないけど、赤い地面の上に俺はいるようだった。空を眺ながめてみると様々な色合いが混ざり合ったようなはちゃめちゃな景色。万まん華げ鏡きようを覗のぞいているかのようだ。


　まさか、ここ地じ獄ごくですか？　俺、確かシャルバの野や郎ろうにさらわれたオーフィスを救おうとして、追いかけて……。


　どうしたんだっけ？　家に帰ろうとしたはずなんだけどな……。シャルバの野郎をぶっ倒たおして……あれ？　逆にぶっ倒されたんだっけ？　記き憶おくが曖あい昧まいだなー、その辺。


『目が覚めたか。一時はどうなるかと思ったぞ』


　相棒の声が聞こえてくる。


『ドライグ？　ああ、俺、気を失ってた──って、あれ？　おかしいな。なんだか、体の感覚が変だ』


　俺は自身の変化に気づいた。……おかしい。触しよつ覚かくがない！　何かに触ふれている感覚がないんだ！　俺、いま鎧よろいを着込んでいるのにその感かん触しよくをまるで感じられない！　どうなってんだ!?


　いつものように鎧にマスクを収納しようとするんだが……。できない！　じゃ、じゃあ、これならどうよ！


　手の部分だけ鎧を解除してみた。すると──。


　手……手がない！　手がないんですけど!?


　鎧を解除したら出てくるはずの中身の腕うでがない！　ま、まさか……。それって、全身に渡わたっているってこと……？


　自身に何が起こったかまったく理解できない俺にドライグが言う。


『おまえの肉体はサマエルの呪いで滅ほろびかけていた。魂たましいだけを抜きだして鎧に定着させている状況だ。現在、魂だけの状態といえる。しかし、成功するかどうかのかなり危ない橋だったぞ』


　…………え？──俺の体が、滅んだ？　魂だけの状態？　で、それを鎧に定着？


　ふとそのことを考えて、すぐにとあることに思いつく。


『……なんてこった！　体がなければリアスとエッチできんじゃないかぁぁぁっ！』


　俺は頭を抱かかえて絶ぜつ叫きようした！


　なんてこったよ！　体がないとおっぱいに触さわることもできないんだぞ!?　リアスのおっぱいも朱あけ乃のさんのおっぱいも成長途と上じようのアーシアのおっぱいも！　触ることができないなんて、そんなのってないだろォォォォォォッ！


　つーか、せっかく、リアスといい関係になったのに、このままじゃエッチできないじゃないか！


『……え？　そ、それが感想なのか……？』


　間の抜けた声を出すドライグ。俺は相棒に物申す！


『「え？」じゃねぇよ！　これは死活問題だ！　せっかく、リアスと良い関係になれてきたのに体がないんじゃエロエロなことができねぇじゃねぇかッ！　あの乳ちちを手で！　生で！　もめないなんて！　死んだほうがマシだぁぁぁぁっ！　鎧だけの状態でどうエッチしろっていうんだよ！　鎧のなかに入ってもらうプレイなんてデュラハンだけにしてくれよっ！』


　リアスだけじゃねぇ！　朱乃さんのおっぱいだってまだまだ触り足りないのに！　アーシアと小こ猫ねこちゃんの胸もこれからが本番なんだぜ？　ただ、見守っているだけの状態なんて最悪極きわまりないじゃないか！


　鎧のなかに入ってもらって、「ああ、イッセーのなかってひんやりしていて感じちゃう」なんてのが……悪くないかな？　いや、ダメだ！　やっぱり、肌はだと肌で感じあいたい！


『ゼノヴィアとの子作りも無理だってのか！　クソ！　イリナとも子作りがしたかったののにぃぃぃっ！　もう、最悪鎧プレイでもいいよ、くそったれぇぇっ！　鎧でおっぱいを感じ取ればいいんだろう!?』


『あー、えーと……あのだな、相棒』


　呆あきれ声のドライグ！　んもー！　俺は体を失ってチョーショック受けてんですけど！


　これ以上何があるってんだよ！


『んだよ、ドライグ！　俺はいま最高に悲しみに暮れてんだ！　話はあとにしてくれ！　くっそぉぉぉぉっ！　せっかく、あの偽にせ者もの魔ま王おうのシャルバをぶっ倒して帰き還かんしようと思ったのに……。あ、そういえば、オーフィスは？　あいつを助けるために俺はあのフィールドに残ったんだろう』


　そうそう、オーフィスだよオーフィス。記憶が戻もどってきたぞ。俺、シャルバをぶっ倒したよ、やっぱり。それでオーフィスを助けて、家に帰ろうとしたら、サマエルの毒で限界来てぶっ倒れたんだ。で、気づいたら赤い地面の上にいて、体を失っていた──と。


　オーフィスを探してきょろきょろとしてみると──。


「えいえいえい」


　あ、いた。赤い地面をぺちぺち手で叩たたいてる。


『お、おまえ、何をしてんだ？』


　近づいて訊きいてみるとオーフィスはこう言った。


「グレートレッド、倒す」


　へ……？　な、何を言って──。俺はそこで初めて気づいた。いま自分がどこにいるのかを！


　赤いごつごつした岩場だと思っていたが……これって！


　俺はこの赤い地を駆かける！　それほど広大ってほどでもなく、ほどなくして果てが見えてきたのだが……そこにあったのは巨きよ大だいな突とつ起き物！　いや、これは違ちがう！　角!?


　さらに歩を進めるとそこには──。


　巨大な何かの頭部が出現した！　見覚えのある生物の上に俺はいる……。




[image: ]


　そう、この赤い地はどデカいドラゴン、グレートレッドの背中だ！


　うわぁぁぁぁぁぁぁっ、俺！　グレートレッドの上にいたのかよっ！


『……な、なんで、俺、グレートレッドの上にいるんだよ……？』


　ドライグが嘆たん息そくして言う。


『おまえはシャルバ・ベルゼブブを倒したあと、崩くずれゆく疑ぎ似じ空間フィールドで力尽つきた。そのあとすぐにフィールドも完全に崩れきったのだ。そこに偶ぐう然ぜんグレートレッドが通りかかった。そこでオーフィスはおまえを連れて、グレートレッドの背に乗ったのだ。ここは次元の狭はざ間まだ。ちなみにだが、すでにあれから幾いく日にちか過ぎている』


　そしていまに至るってことかよ。


　偶然でグレートレッドと遭そう遇ぐうって……。すっげえ運がいいな。って、ここが次元の狭間か。不気味なところだな……。


　って、何日か過ぎてんの!?……あちゃー、皆みんな、すっごい心配してんだろうな。


『おまえの巡めぐり合わせを考こう慮りよすると、グレートレッドを自然に引き寄せたように思えてならんがな……。ただでさえ、各伝説級の存在との遭遇率が異常なのだからな。他者を引き寄せる己おのれの力だけで危機を脱だつするなんて相変わらずおまえは読めんよ』


　そう言うなよ……。俺だって気にしてんだからさ。


　つーか、平和にエッチな生活を望んでいるのに、どうしてこう変なのばかり俺のところに寄ってくんだよ！　深刻を通りすぎて危険なレベルだ。実際、肉体失ってるし！


　……どっかにお祓はらいでもしにいこうかな。あ、お祓いしたら俺もダメージだ！　どうしようもねぇ！


　……まあ、それをいま言っても始まらないか。とりあえず、グレートレッドが偶然通りかかって助かりましたでいいやもう。


　オーフィスはグレートレッドをぺちぺち叩くのを止やめて万華鏡の中身みたいな空を眺めていた。


『なんだよ、おまえ、元の世界に戻らなかったのか？』


　と、俺はオーフィスに言う。俺を置いて帰ってもおかしくなかったのに。


「我にとって、元の世界はここ」


　あー、そっか。故郷だっけ、次元の狭間が。


『……言い間違えた。冥めい界かい、もしくは人間界に戻らなかったのか？　どうしてだ？』


「ドライグが共に帰ろうと言った。だから、ここにいる。一いつ緒しよに帰る」


　律りち儀ぎな龍りゆう神じんさまだ。本当に悪い奴やつじゃないんだな。純じゆん粋すいというか。


『……おまえ、本当に変な奴だな。でも、やっぱり悪い奴じゃねぇよな……。はぁ……。つーかさ、俺、帰れるのかな。先生たちからの召しよう喚かんは無かったのか？』


『あった。しかし、おまえの内にあった駒こまだけがあちらに帰還してな。特異な現象だった。悪魔の駒イーヴイル・ピースとは謎なぞの多い代しろ物ものだな』


　などとドライグは言ってくれる！　召喚あったんかい！　しかも駒だけ帰った!?


『マジか！　あ、本当だ。駒の反応が感じられない！』


　これはへこむ……。マジかよ。なんとか魂だけは助かったものの、悪魔の駒イーヴイル・ピースも肉体も失ってしまうなんてよ……。残ったのは魂と神器セイクリツド・ギアとドライグだけ？


　生きてるだけめっけもんって状態なのか。いや、この状態で生きているほうがすごいよな……。俺って、本当に何なんだろうか。……まさか、例の乳ちち神がみさまのご加護とか？


『あの駒があってこその相棒の強さがあるからな』


　その通りだよ、ドライグ。トリアイナも真『女王クイーン』も悪魔の駒イーヴイル・ピースがあってこそだ。あれがあったから俺は歴代の赤せき龍りゆう帝ていとは違う強さを手に入れられたんだ。


『とりあえず、皆に無事を……無事ってわけじゃないんだけどな……。ま、まあ、生きていることだけは伝えたいところだな。って、俺ってずーっとこのままでも大丈夫なの？』


　中身空っぽの鎧状態なんですけど……。これで生きていると言えるのか？　あ、生きてるか。とりあえず、意識はあるもんな。


『現在はグレートレッドからパワーを借りていてな。いまは問題ない』


　ドライグはそう答えてくれる。


　じゃ、じゃあ、グレートレッドと一緒じゃなきゃダメってことじゃんか！


『どちらにしても普ふ通つうには帰れないのかよ！　あー、こいつはまいったな……』


『そろそろ、先ほどの会話の続きに戻してもいいだろうか、相棒』


　改まってそう言うドライグ。


『ん？　何かあったっけ？』


『ああ、現在の状じよう況きようの再確かく認にんだ』


『現在の状況って……。この状態じゃ、俺はグレートレッドと一生次元の狭間で旅に出なきゃならないんだろう？　女の乳も尻しりも太もももない世界で永遠に過ごせと……。地じ獄ごくだぜ。俺のハーレム王の道は遠いな』


『ハハハハ！　まだこの状態でもハーレム王を諦あきらめないとは！　さすが俺の相棒だ！』


　ドライグは豪ごう快かいに笑ってくれる。笑い事じゃねぇ！　俺にとっては真しん剣けんなことだ！


　夢なんだぞ！　もう！　肉体がないからハーレム王は正直きっついけどさ！　いや、鎧だけでエロエロ街道突つき進むのも最後の手段として考慮するしかねぇ！


『それでいい。それでこそ、歴代所有者の残留思念がおまえにすべてを託たくしたと言える』


　……なんだ、それ。どういうこった？　俺はふいに神器セイクリツド・ギアの深しん奥おうに意識を向けてみた。


　……あの白い空間が見えてくる。……椅い子すとテーブルはある。……けれど、誰だれもいない。


　先せん輩ぱいが一人もいないじゃないか！　どういうことだ、これ!?


　ドライグが静かに語る。


『……相棒、おまえの魂は危機に瀕ひんしていた。サマエルの毒でな。肉体はすでに手て遅おくれで手放すしかなかった。肉体の次に呪のろいに犯おかされるのは魂だ。あのままでは、おまえの魂はサマエルの毒によって、消しよう滅めつするところだった。俺もさすがにダメだと思ったぞ。次の所有者のもとに意識が移ると覚かく悟ごしたほどだ』


　……待てよ、じゃあ、俺の魂はどうやって助かったんだ？


『彼らの残留思念がサマエルの呪いから、おまえの魂を守ったんだよ。彼らが身代わりになって呪いを受けている間に、おまえの魂を肉体から抜ぬいて鎧よろいに定着させたのだ。絶ぜつ妙みようなタイミングだった。一いつ瞬しゆんでも判断が遅おそければ、いまここに俺もおまえもいない』


　…………。


　んだよ、それ……。じゃあ、俺は……先輩たちが助けてくれたおかげで、ここにいられるってことなのかよ……ッ！


　まだ、俺！　先輩たちとろくに話してもいないんだぞ!?　せっかく、あのヒトたちは赤龍帝の呪いから解き放たれて、いい顔するようになったんだ！　あの疑似空間でも俺にアドバイスくれたし！　これからもうまくやっていけそうだって、思えたんだ！


　こんな……こんなことでお別れなんて、ないだろうがよっ！


『……気持ちはわかる。だから、彼らの最後の言葉を聞いてもらえるか？　いちおう、声だけ残した。──彼らの最後のメッセージだ』


　ああ、ぜひ聞かせてくれ！　あのヒトたちが俺に何を遺のこしてくれたのかを！


　……って、このシチュエーション、以前にもあったような……。


　嫌いやな予感が脳のう裏りを過よぎるが、籠こ手ての宝玉から映像が映しだされる。そこには先輩たちの顔が記録してあった。


　彼らは晴れやかすぎるほどの満面の笑え顔がおで俺に言った。


『『『『『ポチっとポチっと、ずむずむいやーん！』』』』』


　──っ。


　もはや、返す言葉もなかった。想像通りだったよ！　やっぱり、これかよ！　あんたら歴代赤龍帝はどんだけあの歌が好きなんだよ！


　映像の隅すみで白はく龍りゆう皇こうの先輩も笑みを見せる。


『おケツもいいものだよ、現赤龍帝』


　んなもん、ヴァーリの野や郎ろうに言えよぉぉぉぉぉぉぉっ！


　あ！　映像が消えた！　マジかよ!?　これだけ!?　んもぉぉぉぉぉぉぉ、どうしてあんたら歴代赤龍帝は後こう輩はいにありがたいお言葉を遺していかないのぉぉぉぉぉ!?


　頭を抱かかえる俺は、「ありがとうございました！　とりあえず、がんばります！」としか言えなかった！　いや、本当に感謝してるし、命の恩人だけどさ！


　なんでこう別れ方が酷ひどいのよ、このヒトたちって！　感動的にいこうよ、もう！


　嘆息する俺にドライグは言う。


『右手側の奥を見ろ』


　ドライグにそう言われて、そちらに視線を移す。──そこには迫せり上がった肉の塊かたまりがあった。……グレートレッドの体が蚊かにさされたような感じ？


　あ、脈打ってる！　あの中に何か入ってんのか？


『あれは？』


『あれは繭まゆだ。いや、培ばい養ようカプセルと言ってもいい』


『繭？　培養？　何が入っているんだ？』


『ああ、おまえの肉体だ。一度滅ほろんだ肉体があそこで新たな受じゆ肉にくを果たそうとしている。グレートレッドの体の一部とオーフィスの龍神の力を拝借して、おまえの体を新生させているところだ』


　──っ。


　……なんだと……？


　驚おどろきで言葉を失う俺にドライグは「ククク」と愉ゆ快かいそうに笑った。


『おまえの体は真しん龍りゆうと龍神によって再生される。──相棒、反はん撃げきの準備に入ろうか』




　Satan.







　冥めい府ふ──。


　冥界の下層に位置する死者の魂たましいが選別される場所。


　そこに俺──アザゼルは赴おもむいていた。


　冥府はオリュンポス──ギリシャ勢力の神であるハーデスが統治する世界だ。


　冥界ほどの広大さはなく、荒あれ地が広がり、生物が棲せい息そくできない死の世界でもある。


　その深奥に古代ギリシャ式の神しん殿でんが姿を見せる。この冥府に住む死神グリム・リツパーどもの住すみ処かでもあり、ハーデスの根城でもある『ハーデス神殿』だ。


　俺は数人のメンバーと共にそこに足を踏ふみ入れていた。


　入ってすぐに死神どもが群がり、こちらに敵意の眼まな差ざしを向けてくる。


　事前連れん絡らく無しでの訪問だった。相手にとっちゃ、襲しゆう撃げきに近い状況だろう。


　ここに来た理由は簡単だ。ハーデスの野郎に一言物申すためと、現在危機に置かれている冥界を骸がい骨こつオヤジの好きにさせないためだ。


　悪魔と堕だ天てん使しへの嫌がらせに執しゆう念ねんを燃やすあのクソ野郎のことだ、『魔獣創造アナイアレイシヨン・メーカー』の巨きよ大だい魔ま獣じゆうが暴れている最中に絶妙なタイミングで横やりを入れてくるだろうさ。


　けん制という意味合いも含ふくめて電撃訪問しにきてやったのさ。


　俺たちがたどり着いたのは、祭さい儀ぎ場らしきところだった。広い場内は装そう飾しよくに黄金などが使われており、冥府に不似合いな煌きらびやかで豪ごう華かな作りだった。


　一ひと際きわ大きい祭さい壇だんとオリュンポス三柱神──ゼウス、ポセイドン、ハーデス──を形取った壁かべの彫ちよう刻こくも目立つような派手な形をしていた。


　祭儀場の奥から、死神を複数引き連れて司祭の祭服にミトラという出いで立ちの骸骨さま──ハーデスの野郎がご登場された。相変わらず、嫌なオーラをまとってやがる。


　連れている死神も相当な手て練だれだな。漂ただよわせる気の質から察するに上級から最上級クラスか。……先日の最上級死神プルートがここにいないのが気になるが……。


　ハーデスを視認するやいなや、俺の隣となりにいた男が一歩前に出る。


「お久しぶりです。冥界の魔王ルシファー──サーゼクスでございます。冥府の神、ハーデスさま。急な来訪、申し訳ございません」


　そう、俺と共に来たメンバーの一人はサーゼクスだった。


　あの疑ぎ似じ空間フィールドから帰き還かんした俺は、オーフィスの件を始め、イッセーのことも包み隠かくさずこいつにすべて話した。許してもらえる立場ではなかったが、それでも俺はサーゼクスに一言「すまなかった」と述べた。


　こいつは俺からの情報を顔色ひとつ変えずにただ黙だまって聞いていた。俺を一いつ切さい咎とがめることすらしなかった。……リアスとイッセーをあんな目に遭あわせた手前、俺はおまえに殴なぐられてもいい覚悟だったよ。俺はそれだけのことを犯してしまったのだから──。


　サーゼクスは進撃する巨大魔獣の群れと各地で暴れ出した旧魔王派の対応、民衆の保護優先を配下の者に伝達し終えたあとで、俺をこう誘さそってきた。


「冥府に行く予定だ。アザゼルも同どう伴はんして欲しい」──と。


　この混乱に乗じてハーデスが動きだすのではないかとサーゼクスも勘かんぐったようだ。


　言っても聞かないであろうハーデスを相手にどう出ればいいのか？


　その答えが魔王自らの訪問だった。


　そして、先ほど入ってきたイッセーの最新情報も得ている。それはサーゼクスにも伝えた。安あん堵どしてたな、サーゼクスも。よほど心配だったのだろう。


　どちらにしてもオーフィスが同伴していてドライグも無事なら、どうにかして帰ってくるだろう。あいつは無敵のおっぱいドラゴンさまだからな。


　いちおう、悪魔サイドが次元の狭はざ間まの調査を開始したようだから、遅かれ早かれ帰還はできるだろう。あとは俺があいつの新しい体を作ってやればいいだけだ。……魂はともかく、神器セイクリツド・ギアがうまく定着できるかどうかだが……。なんとか最小の被ひ害がいだけで元通りにしてやりたいところだ。


　眼球のない眼がん孔こうの奥を不気味に輝かがやかせて、ハーデスは笑いを漏もらす。


《貴き殿でんらが直接ここに来るとは……。ファファファ、これはまた虚きよを突かれたものだ》


　その割には余よ裕ゆうがあるようで。この野郎の実力は本物だ。いざ俺やサーゼクスと戦うことになっても勝てると踏んでいるのだろう。


　ミカエルもこちらに顔を出したいと言っていたが、さすがに天使長が地じ獄ごくの底まで来るってのは体裁的にいかがなものかと思って制させてもらった。


　ハーデスの視線が俺たちの後方にいる者に注がれる。


《そちらの天使もどきは？　尋じん常じようならざる波動を感じてならぬが》


　俺たちの後方にいるのは神父服に身を包んだブロンドにグリーンの瞳ひとみという青年だ。


　──その背には十枚にも及およぶ純白の翼つばさが生えている。


　青年は軽く会え釈しやくをした。


「これはどうも。『御使いブレイブ・セイント』のジョーカー、デュリオ・ジェズアルドです。今日はルシファーさまとアザゼルさまの護衛でして。まー、おそらく、いらないのでしょうが、『いちおう』とミカエルさまに命じられたものですから。天使のお仕事っスお仕事」


　かなり軽い調子だな……。噂うわさ通りか、変わり者のジョーカー、デュリオ。


『煌天雷獄ゼニス・テンペスト』の所有者にして、空を支配する『御使いブレイブ・セイント』──。


《……噂の天界の切り札か。その身に宿る神滅具ロンギヌスは世界の天候を自在に操あやつり、支配できると聞く……。ファファファ、ミカエルめ、まさかジョーカーを切るとはな》


　それだけの存在なんだよ、おまえはな。


　いちおう、表に俺が連れてきた神滅具ロンギヌス所有者『黒刃の狗神ケイニス・リユカオン』の刃狗スラツシユ・ドツグも待機させている。何が起こってもいいようにな。


《ファファファ、コウモリとカラスの首領、それに神滅具ロンギヌスがふたつ……。この老人を相手にするにはいささかいじめがすぎるのではないか？》


　よく言うぜ、これだけ用意しても退けそうな実力持っているくせによ。……そうか、表にいる刃狗スラツシユ・ドツグも捕ほ捉そくされているか。さすがだな、冥府の神さまよ。


《茶を飲みながらその方らと話すのもやぶさかではないのだが……あえて訊たずねよう。何用か？》


　……わかってるくせによ。こちらをどこまで逆さか撫なですりゃ気が済むんだか……！


　サーゼクスはあくまで自然に答える。


「先日、冥界の悪魔側にあるグラシャラボラス領で事件がありました。中級悪魔の試験をおこなうセンター会場付近に存在する某ぼうホテルにて、我が妹とその眷けん属ぞく、ここにいるアザゼル総そう督とくが『禍の団カオス・ブリゲード』の襲撃を受けたのです」


《ああ、それか。報告は受けているが》


「そこで総督方は死神からも襲おそわれたと聞き及んでおります」


《なんでも貴殿の妹君がアザゼル殿どのと結けつ託たくして、かのウロボロス──オーフィスと密談をしていると耳にしてな。調査を頼たのんだのだよ。せっかく、どの勢力も協力態勢を敷しこうとしている最中、そのような危険極きわまりない裏切り行こう為いがあっては全勢力の足並みが乱れるというものだからなぁ。それが和平を誰だれよりも謳うたうアザゼル総督自らとなれば事も大きくなるであろう？　敬愛する総督の是ぜ非ひが知りたくなってなぁ、配下の者に調査を頼んだのだよ。仮にそのような裏切り行為があった場合、最低限の警告をするようにも命じただけのこと》


　ハーデスは会話の端はし々ばしにわざとらしい敬意を払はらってそう説明しやがった。


　……腸はらわたが煮にえ繰くり返りそうな物言いだな。正直、この野郎ののど元に光の槍やりでも突つき立ててやりたいぐらいだが……。


　くそったれめが。プルートが冗じよう談だん半分でほざいてたことをまんま述べやがってよ！　あれが最低限の警告だってのか！　あんだけの死神を大量に投入してきた上に伝説の死神プルートまでけしかけてきやがって……ッ！


　ハーデスは肉のない顎あごをさすりながら続ける。


《だが、それは私の早とちりだったようだ。もしそちらに被害が出てしまっていたのなら、非礼を詫わびよう。贖しよく罪ざいも望むのであればなんなりと言うがいい。私の命以外ならば大たい概がいのものは叶かなえてやらんでもないが》


　……上から目線のこの物言いと態度。わざとやってんだろうが、いまの俺には効果てきめんだな。あの現場にいたもんだから、ボルテージが上がりっぱなしで仕方がない。


　だが、俺がこの骸骨オヤジに食っていかないのにも理由があった。


　……すぐ近くで濃のう厚こうなプレッシャーを放つ奴やつがいるからだ。……おまえの冷静な表情がここまで怖こわいなんてな、サーゼクス。普ふ段だん、微み塵じんも乱れたオーラを見せないおまえが、いま俺の目から見ても相当魔力が内側で荒あら立だっているように感じるぜ？


　ハーデスの報告を聞いて、サーゼクスはひとつだけうなずいた。


「そうですか。早とちり……。なるほど。それと、よくない噂を小耳に挟はさんだもので、それの確かく認にんをしたくまいった部分もございます」


　本題に入る気か、サーゼクス。


　サーゼクスが改めて不義を問う。


「ハーデスさま、あなたが『禍の団カオス・ブリゲード』と裏で繫つながっているという報告を受けています。英えい雄ゆう派、旧魔王派共にあなたが手を貸している──と。かのサマエルを使用したというではありませんか。もしこれが本当だとしたら、重大な裏切り行為です。立場は違えど、あれを表に出さないことだけは各勢力で合意だったはずです。私としてもあなたの潔白を疑うつもりはないのですが、いちおうの確認としてサマエルの封ふう印いん状じよう況きようを見せていただけないでしょうか？」


　ハーデスの野や郎ろうがサマエルを使用したかどうかは封印されている術式の経過具合を調査すればすぐに割れる。白なら、大昔に施ほどこされた封印術式だろう。黒なら、最近施された封印術式ということになる。


　それが確認できれば、この野郎を糾きゆう弾だんできる口実が得られるってことだ。


　サーゼクスからの問いにハーデスは嘆たん息そくしたように見えた。


《くだらんな。私は忙いそがしいのだ。そのような疑ぎ惑わくを問われているヒマなどない》


　ハーデスはそれだけ言い捨てて、この場を去っていこうとする！


　おいおいおい！　この野郎、都合の悪いことはガン無視かよ！　追いかけようとする俺をサーゼクスが手で制す。


「わかりました。では、それを問うのはやめましょう。しかし、ハーデスさまに疑いの目が向けられているのは事実。ここはひとつ、こうしませんか？　冥界での魔ま獣じゆう騒そう動どうが収まるまで、私たちと共にこの祭儀場にいてもらいたいのです」


　サーゼクスはこの場にハーデスを繫ぎ止める案を申し出た。ハーデスが冥界の危機に横やりを入れないよう、事件が収まるまで魔王自らここで監かん視しをするという案だ。


　これは、最終手段だ。というよりもおそらくそうなるであろうことは事前に予測はできてはいたが。


　俺は巨大魔獣を全部殲せん滅めつするまでハーデスを神しん殿でんごと結界で覆おおう案も検討したんだがな。サーゼクスは話し合いの場をいちおう用意したいと強く訴うつたえかけてきた。


　我が慢まん強い男、というよりは被害を最小限に留とどめたいサーゼクス生来のやさしさがそうさせたのだろう。


　ハーデスは足を止めて、その場で振ふり返る。


《おもしろいことを口にするな、若造。そうだな……。これはどうだろう。──お主が真の姿を見せるというのなら、考えてやらんでもないが》


　──っ。


　俺はハーデスのその注文に一いつ瞬しゆん言葉を失う。……そう来たか、このクソ野郎。


　ハーデスは眼孔を光らせて続ける。


《噂にな、聞いておるからな。サーゼクスという悪魔が何な故ぜ『ルシファー』を冠かんするに至ったか。それは『悪魔』という存在を逸いつしているがゆえだと》


　…………。


　一瞬の静せい寂じやく。それを裂さくようにサーゼクスがうなずく。


「──いいでしょう。それであなたがここに留まってくださるのならば安いものだ。ただし、身辺の者たちは離はなれさせたほうがいい。──確実に消しよう滅めつしてしまう」


《ほう、それはおもしろい。私の周囲にいるのは上級死神だけじゃなく、最上級死神も列している。それでもお主の言げんには偽いつわりがないと思えてならぬな》


　サーゼクスの言葉にハーデスの周囲を守護する死神たちが敵意をいっそう濃こくする。


　サーゼクスは上着を脱ぬぎ捨て、俺とデュリオに後方に下がるよう視線を配らせてきた。


　……本気でやるつもりか、サーゼクス。


　見守る俺とデュリオの前でサーゼクスは──魔力を高め始める。滅ほろびの魔力がサーゼクスから発生して紅あかく紅く体を染め上げていく。


　刹せつ那な──。この神殿全体が震しん動どうし始めた。……サーゼクスの魔力を受けて神殿が震ふるえだしたのだろう。かなり頑がん強きように作られているであろうこの神殿が悲鳴をあげ始めた証しよう拠こだった。祭さい儀ぎ場のいたるところ、壁かべにも床ゆかにも天てん井じようにも激しくヒビが走る。


　いや、この震動からすると、神殿全体ではなく──この辺一帯の地域丸ごと、サーゼクスの魔力で震えているのか……っ？


　サーゼクスの周囲が奴の体から漏れ始めた滅びの魔力によって、塵ちりも遺のこさず消滅していった。


　サーゼクスの体が紅いオーラに包まれた瞬しゆん間かん、莫ばく大だいな魔力がこの場内全体を包み込んだっ！


　…………神殿の震動が止やみ、静寂が訪おとずれた祭儀場。その中央に現れたのは──人型に浮うかび上がる滅びのオーラだった。その滅びの化身がハーデスを見み据すえる。


『この状態になると、私の意志に関係なく滅びの魔力が周囲に広がっていく。特定の結界か、フィールドを用意しなければすべてのものを無に帰してしまう。──この神殿が強固で幸いでした。どうやら、まだここは保もつようだ』


　滅びの化身の口調はサーゼクスそのもの。


　これがサーゼクスの真の正体か……。


　とんでもねぇ質量の消滅魔力が人型に圧縮した姿とでもいえばいいのか……？　それにしたって、肌はだに感じるこのオーラの性質は……っ！　俺が現段階で感じ取れる魔力の質量からしてもこれは……前魔王ルシファーの十倍に至るんじゃないのか!?


　以前、グレモリー家で厄やつ介かいになったとき、サーゼクスの父──グレモリー現当主が俺に語ったことがある。


「アザゼル総督。私の息むす子こは──悪魔とカテゴライズしていいのかわからない、異なる存在なのではないかと時折思っているのですよ」


　俺はそのとき、「それはどういう意味なのでしょうかね？」と訊ねた。現当主は目元を細めながらこう続けた。


「息子が悪魔の変異体であることは間違いないようです。どうしてそうなったのか。私の血筋に何かがあったのか、それともバアル家の血筋に特異なものが含ふくまれていたのか。それすらもわからないのです。──ただ、サーゼクスとアジュカは現悪魔世界において、たった二人のみの超ちよう越えつ者であることは間違いないでしょうな。あの二人は生まれながらにして魔王になることが運命づけられていたのかもしれません。何せ、それ以外に収まるポストがあり得なかったのですから。それほどにサーゼクスは強すぎた」


　……おっしゃる意味が理解できたぜ、グレモリー卿きよう。前魔王政府との戦いでサーゼクスが前魔王の血筋を相手にエースとして活かつ躍やくしたという理由もうなずけた。


　……こんなあり得ない規模の魔力を持った奴がいりゃ、形勢は変化するだろう。しかもこいつとアジュカ、二名もバカげた力量の悪魔がいた。当時の反魔王派が勝利して当然だったのかもしれない。


　……ま、超越者と呼んでいい悪魔はもう一人だけ存在するが……。そいつは姿をくらませて久しいんだけどよ。出てきたらそれはそれで厄やつ介かい極まりないだろう。


「……ハハハ、これは護衛いらないかな」


　後方でジョーカーのデュリオが苦笑いしていた。ああ、これを見せられたらそう感じてしまうのも仕方ないな。


『これでご満足いただけただろうか、ハーデス殿』


　サーゼクスの言葉にハーデスは不敵な笑いを漏もらす。


《ファファファ、バケモノめが。なるほど、前ルシファーを遥はるかに超越した存在だ。魔王というカテゴリーすら逸いつ脱だつするものだ。いや、悪魔ですらあるのか疑わしいほどの力を感じる。──お主は何なのだ？》


『私が知りたいぐらいですよ。突とつ然ぜん変へん異いなのは確かなのですけどね。──どちらにしてもいまの私なら、あなたを消滅できます』


《ファファファ、冗談には聞こえない、か。この場で争えば確実に冥めい府ふが消し去るな》


　ああ、いまのサーゼクスなら俺も冗談に思えないぜ。うれしい誤算だ。最悪の場合、俺たちでこのハーデスを力尽ずくでも止めるつもりだったが、いまのサーゼクスのパワーなら余よ裕ゆうで対応できる。


　ったくよ、イッセー、リアス、おまえらの兄貴はとんでもねぇよ！


　サーゼクスを見据えるハーデスのもとに物もの陰かげから死神が一名現れた。死神はハーデスに何かを耳打ちしているようだった。


　報告を受けたハーデスは祭さい壇だんに設置されてある載さい火か台の炎ほのおに手を向ける。


　すると揺ゆらめきと共に炎に映像が映しだされた。そこに映しだされたのは、とある連中が死神の大群を相手に大暴れしている様子だった。


『おらおらおら！　俺っちの棒にどこまで耐たえられるんでぃ、死神さんよ！』


　如によ意い棒ぼうを振り回す美び猴こうの姿があった。


　その横で巨きよ大だいなゴーレム──ゴグマゴグが極ごく太ぶとの剛ごう腕わんを振り下ろして死神を一いつ斉せいに吹ふき飛ばしていく。さらには腕うでの一部が変形して機き関かん銃じゆうが現れる。製造者によって対魔獣用に仕込まれたであろうその機関銃が火を噴ふいていた。


　黒くろ歌か、ルフェイの魔法攻こう撃げきも拝見できた。アーサーが聖せい王おう剣けんを振るい、百単位の死神を屠ほふりさる。


　神速で動き回り、大勢の死神を切り刻むのはフェンリルだ。


　──ヴァーリチームだ。


　奴らが冥府に現れて、死神どもを相手に抗こう争そうを開始しやがったんだ。


　ああ、なんとなく、予想はしていたさ。あいつらがやられっぱなしなわけがない。もしやり返すなら、相手は曹そう操そうの連中か、旧魔王派か、ハーデスだ。


　いいタイミングで仕し掛かけてくれたじゃねぇか。事前の連れん絡らくも打ち合わせもなかったが、まあ、グッジョブだぜバカ野郎ども。それに神を殺せるだけの牙きばを有するフェンリルの存在もハーデス陣じん営えいにとってネックとなるだろう。


　見たところ、ヴァーリの姿は見えない。……奴やつのことだ、何か企たくらんでいるんだろう。


《……貴様の仕し業わざか、カラスの首領よ》


　ハーデスが最高に不ふ機き嫌げんな声こわ音ねでそう訊きいてくる。


　ああ、それだよ、それ。俺が見たかったのはおまえのそういうところだ。俺は堪こらえきれずに嫌いやみに満ちた笑えみを浮かべてこう言ってやった。


「さあ、知らね」


《…………ッッ！》


　ハーデスが体にまとうオーラの質が激情の色となった。


　あーあ、随ずい分ぶんとお怒いかりのご様子で。万全のヴァーリチームを舐なめると痛い目に遭あうぜ、骸がい骨こつさまよ。あいつらはいままで各勢力の追撃部隊をすべて退けたバケモノ揃ぞろいなんだからよ。


「死神を総動員しなければ白はく龍りゆう皇こうの一派は仕留められないでしょうな。それはあなたがここで指揮でもしないとダメでしょうねぇ」


　これでハーデスが冥めい界かいの危機に横やりを入れられなくなったのは確定だ。冥府でヴァーリチームが暴れ回って、サーゼクスまで本気になっているのだから、冥界への嫌がらせどころじゃない。


　俺の意見にサーゼクスが同意する。


『ええ、ですから、あなたにはここに留まってもらうしかないのですよ』


　迫はく力りよくと緊きん張ちように満ちた空間でサーゼクスは指を一本だけ立てた。


『ひとつだけ。これはあくまで私的なものです。ですが、あえて言わせていただこう』


　滅びの化身は憎ぞう悪おに満ちた眼光で冥府の神を鋭するどく睨ねめつける。視線を向けられていなくともこの場にいるだけで全身が凍こおりつきそうなほどの敵意──。


『冥府の神ハーデスよ。我が妹リアスと我が義弟おとうと兵ひよう藤どう一いつ誠せいに向けた悪意、万死に値する。この場で立ち合う状じよう況きようとなったときは覚かく悟ごしていただこう。──私は一いつ切さいの手加減も躊ちゆう躇ちよも捨てて貴き殿でんをこの世から滅ぼし尽つくす』


　ハーデスがただひとつミスをしたとすれば──それはこの男を激げき怒どさせたことだ。


　いや、ふたつのミスか。俺も光の槍やりを手元に出現させる。


「骸がい骨こつ神さまよ、俺もいちおうキレてるってこと、忘れないでくれ。まあ、個人的な恨うらみなんだがな、それでもいちおうのことを物申しておくぜ？──俺の教え子どもを泣かすんじゃねぇよ……ッ！」


　俺とサーゼクスの敵意を真っ正面から存分に受けてもこのハーデスは微み塵じんも気配を変えることなどなかった。


　ま、これでハーデスの件はクリアだ。


　若手悪魔ども、あとは任せるぜ？


　──それとよ。


　イッセー、そろそろ帰ってこいや。いい場面を全部取られちまうぜ？




　Life.-1　若手悪あく魔ま連合結成です！







　アジュカ・ベルゼブブさまの隠かくれ家がからグレモリー城に帰き還かんした僕たちは、気持ちを切り替かえて首都に向かう準備を整えだしていた。


　少しして例のフロアでゼノヴィアとイリナさんに再会した。


「悪い、遅おそくなったな」


　いつもの戦せん闘とう服に身を包む二人。ゼノヴィアは布にくるまれた長い得物を携たずさえていた。布には魔術文字と天界の文字も刻まれている。──布の中身は修復が終わったエクス・デュランダルだろう。


　イリナさんも新しい剣を腰こしに携けい行こうしていた。……剣から異様で力強いオーラを感じる。おそらく、アザゼル先生がおっしゃっていた天界でおこなわれていたという実験の成果なのだろう。


　ゼノヴィアは部長に問う。


「部長、イッセーは？　ある程度の話は家の方に聞いた。魔王ベルゼブブはなんと？」


「ええ、最悪の事態にはなっていないようだわ。──傍かたわらにオーフィスとドライグがいるようだから、なんとか連絡だけでも取れればいいのだけれど……」


「うん、まあ、あいつなら生きてさえいれば帰ってくるだろう。今いま頃ごろ、部長や朱あけ乃の副部長の胸を恋こいしがっているはずだ」


　ゼノヴィアもイッセーくんの帰還を信じて疑わないようだ。しかし、胸を恋しがるって……うん、あり得そうだね。


「それで、これからどうするの？」


　今度はイリナさんが部長に訊く。


　部長はフロアに備え付けられている大型テレビに電源を入れる。映しだされる映像は冥界の各領土で暴れ回る巨大な魔獣たちだった。


　時間の経過的にそろそろ重要拠きよ点てんにたどり着いた魔獣が出てもおかしくはない。けれど、僕たちの目に飛びこんできたのは、『豪獣鬼バンダースナツチ』相手に善戦する悪魔や同盟関係の戦士たちの姿だった。


『ご覧ください！　魔王アジュカ・ベルゼブブさまを始めとしたベルゼブブ眷けん属ぞくが構築した対たい抗こう術式！　それによって展開する魔ま方ほう陣じんの攻こう撃げきが「豪獣鬼バンダースナツチ」に効果を与あたえております！』


　上空からヘリコプターで中ちゆう継けいするレポーターが嬉き々きとしてその様子をレポートする。


『豪獣鬼バンダースナツチ』の一体が同盟関係の戦士たちの攻撃によって深いダメージを受けていた。


　アジュカ・ベルゼブブさまが魔獣への対処法を確立してから数時間が経過しているが、形勢は優勢に転じ始めていた。


　堅けん牢ろうなアンチモンスターとして創造された凶きよう悪あくな魔獣たち。アジュカ・ベルゼブブさまとベルゼブブ眷属は独自に奴らに対抗できる魔方陣の術式プログラムを構成して前線で戦う悪魔、堕だ天てん使し、『御使いブレイブ・セイント』などの連合に伝えたのだ。


「……アジュカさまは魔獣が出現してすぐにファルビウム・アスモデウスさまと連絡を取り合いながら術式構築作業を開始されて、私たちが人間界に行ったときには術式プログラムを完成させていたというわ」


　部長は画面に視線を向けながらそう漏らしていた。


　情報では各『豪獣鬼バンダースナツチ』への攻撃戦術はファルビウム・アスモデウスさまが構築されたそうだ。


　頭脳派でもある魔王お二方の共同戦線によって、各地の『豪獣鬼バンダースナツチ』は足が止まり、ダメージを蓄ちく積せきさせていっていた。


『大だい怪かい獣じゆう対レヴィアたんなのよ！』


　チャンネルが移り変わって映しだされたのはセラフォルー・レヴィアタンさまだった。そう、話では冥界の危機にいてもたってもいられなくなったレヴィアタンさまが魔王領を飛びだしていってしまい、『豪獣鬼バンダースナツチ』の一体とバトルを開始してしまったという。


　レヴィアタン眷属の方々と共に『豪獣鬼バンダースナツチ』の一体を一方的に攻撃し続けていた。


　極大ともいえる氷の魔力が画面いっぱいに広がった。セラフォルー・レヴィアタンさまの得意魔力だ。──広大な荒あれ地がすべて氷の世界と化していた。


　むろん、『豪獣鬼バンダースナツチ』も無事に済むはずもなく、半身以上が凍りついて身動きが取れなくなっていた。……魔力のスケールが違ちがいすぎる。土地ごとごっそり影えい響きようを与える魔力攻撃だなんて……。これが魔王レヴィアタンの力──。


　他ほかのチャンネルでは、ちょうどタンニーンさまが眷属のドラゴンたちと『豪獣鬼バンダースナツチ』の一いつ匹ぴきを追い詰つめているところだった。対抗できる術を得たいま、魔王級と称しようされるあの火の息を止められるものはそういないだろう。


『母上！　がんばってくだされー！』


　さらに違うチャンネルでは九きゆう尾びの狐きつねが『豪獣鬼バンダースナツチ』に強大な火か炎えんをくらわせているところだった。──京都の八や坂さかさん！　その背に乗っている小さな巫み女こは九重くのうちゃんか。多くの妖よう怪かいを引き連れて大暴れしてくれていた。


　どうやら、京都の妖怪勢力も悪魔世界の危機に助すけっ人ととして来てくれたようだ。イッセーくんがこれを知ったら喜んだであろう。


　情報では巨きよ大だい魔ま獣じゆうたちへの優勢が功を奏して、混乱に乗じて各地で暴れている旧魔王派への対抗状じよう況きようも押し返してきているようだった。


『あーっと！　ついに！　ついに巨大魔獣「豪獣鬼バンダースナツチ」の一体が活動を停止させましたーっ！』


　レポーターの叫きよう声せいがテレビを通して聞こえてくる。


　最初に『豪獣鬼バンダースナツチ』を仕留めたのは──皇帝エンペラーベリアルが率いる同盟軍！　画面に映る人型の『豪獣鬼バンダースナツチ』が地に倒たおれ伏ふしていた。巨体はすでに破は壊かいし尽くされており、再び動きだす気配を感じられない。テレビ越ごしに勝利の叫さけびが聞こえてくる。


　この優勢状況なら『豪獣鬼バンダースナツチ』も半日しないうちにすべてカタが付きそうだ。


　問題は──。


「残る問題は魔王領の首都に向かう『超獣鬼ジヤバウオツク』でしょうね」


　──っ。聞き覚えのある声が後方から聞こえてくる。


　振ふり返ればそこにいたのはヴァルキリー──ロスヴァイセさんだった！


「ロスヴァイセ！」


「ただいま帰還しました、リアスさん」


　北ほく欧おうから遠路ここまで駆かけつけてくれた！　ロスヴァイセさんは真しん剣けんな面おも持もちで言う。


「イッセーくんのことは先ほどうかがいました。まあ、リアスさんと朱乃さんの胸をあそこまで求める彼ならそろそろ帰ってくるでしょう」


　……ゼノヴィアと同じことを言われているよ、イッセーくん！　グレモリー眷属女子からのその辺りの評価は皆みんな同様かもしれない。いや、僕も同意だけど。


　何にせよ、これでイッセーくんとギャスパーくんが帰ってきてくれれば、グレモリー眷属は完全に復活となる。一時、それは叶かなわないことだと思えてしまった。けれど、いまは違う。


　必ずもう一度、皆で集まれる！　グレモリー眷属がそう簡単にバラバラになるはずがないんだ！　いままであれほどの修しゆ羅ら場ばを乗り越えてきたじゃないか。それはこれからもずっと変わらないものだといまの僕なら確信できる。


　皆も眷属が──オカルト研究部が集結しつつあることで自信と余よ裕ゆうが戻もどりつつあった。


「皆みなさま！　大変ですわ！」


　フロアにパタパタと駆け寄ってくるのはレイヴェルさんだった。先ほど、皆の分のお茶を取りにいったままだったんだけど……。


　彼女は険しい表情で告げてくる。


「……首都で活動中のシトリー眷属の皆さんが都民の避ひ難なんを護衛している途と中ちゆうで……『禍の団カオス・ブリゲード』の構成員と戦闘に入ったそうです！」


　それはグレモリー眷けん属ぞく出しゆつ陣じんの狼煙のろしとなった。





　　　　─○●○─





　魔王領にある冥めい界かい（悪魔側）の首都──リリス。


　面積は日本の首都東京とさほど変わらない規模だ。文化、文明の両面でも東京とほぼ同等クラスであり、高層ビル群が建ち並び交通機関も発達している。


　人間界の発展国の首都と多少の違いはあれど、都会であることに違いはない。


　だが、いまその首都は危機に直面している。例の規格外の魔獣『超獣鬼ジヤバウオツク』が接近しつつあるからだ。もし到とう達たつすれば首都は壊かい滅めつ的打撃を受け、機能を失うだろう。


　首都が機能を失えば冥界の各所に影響が出るのは必然だ。


　現在、ルシファー眷属──グレイフィアさまを始めとするサーゼクスさまのご眷属方が『超獣鬼ジヤバウオツク』の相手をされていた。悪魔のなかでも最強と称される眷属だ。その戦況はいまのところ五分のようで、決定打を与えぬまでも足止めには成功しているそうだ。……ニュースで見る限り、セラフォルーさま以上のど派手な攻撃がされており、地形を丸ごと変化させてしまう勢いで『超獣鬼ジヤバウオツク』を静止させている。


　……テレビで初めて拝見したが、グレイフィアさまの放った魔力の波動は想像を絶する規模であり、地形そのものを消去してしまえるほどの破壊力だった。


　あの姿が最強の『女王クイーン』であり、魔王サーゼクス・ルシファーの妻……。部長がお義ね姉えさんに畏い敬けいの念を抱いだかれるのは当然なのだろう。


　だが、そのグレイフィアさま率いるルシファー眷属でも打だ倒とうできないのが『超獣鬼ジヤバウオツク』なのだ。……いったい、どれほどの怨えん恨こんを込こめればあのような怪かい物ぶつが生まれるのか……。


　しかし、ルシファー眷属の足止めのおかげで都民の避難はほぼ完かん了りようしていると聞く。シトリー眷属などの若手悪魔は残った人々がいないかどうかを確かく認にんするために派は遣けんされている。サイラオーグ・バアルは首都で暴れている旧魔王派を相手にしていると聞くが。


　僕たちグレモリー眷属とイリナさんは、グレモリー城の地下にある大型転移用魔方陣からジャンプをし続けて、先ほど首都の北西区画に出たところだった。


　レイヴェルさんはグレモリー城に置いてきた。先日の疑ぎ似じ空間では戦闘に巻き込まれてしまったが、彼女は本来客分だ。戦闘に介かい入にゆうさせてはならない。


　そのことを僕たちもレイヴェルさんも認識しており、彼女は役に立てないことを心底残念がっていたが、こちらの言い分を素す直なおにのみ込んでくれた。


　転移魔方陣でのジャンプでたどり着いたのはその区域でも一番高い高層ビルの屋上だ。さて、シトリー眷属に追いつこうとしたときだった。


　僕らを呼びとめる者がいた。


「み、皆さん！　よ、よかった！」


　ギャスパーくんだった！


「ここにいれば皆さんが来るって堕天使の方々に言われたんですけど、来なくて寂さびしかったんですぅ！」


　涙なみだ目めのギャスパーくん。彼もようやっと合流できた。これで残るはイッセーくんだけだ。彼が駆けつけてくれたら、グレモリー眷属は全員そろう！


「ギャスパー、トレーニングの成果、期待するわよ！」


　部長にそう言われるギャスパーくんだったが──伏し目がちで顔色が悪かった。


「……は、はい、期待に添そえるようがんばりますぅ。……あれ？　イッセー先せん輩ぱいは？」


　ここにいないイッセーくんをきょろきょろと探すギャスパーくん。……まだ、伝わっていない？


「イッセーくんは──」


　僕が彼に詳しよう細さいを説明しようとしたときだった。


「……あれ！」


　小こ猫ねこちゃんがとある方向を指さす。


　そちらの方角に視線を送ると──遠目に黒い巨きよ大だいなドラゴンが黒こく炎えんを巻き上げて暴れている様子が確認できた。──匙さじくんだ！


　全員がそれを視認すると、そのまま翼つばさを広げて空に飛びだしていった。








　龍りゆう王おうと化した匙くんの姿が見えた場所──高層ビル群が建ち並ぶ区域の広い車道に降り立った僕たち。そこはすでに戦火に包まれており、建物や道路、公共物に至るまで大きく破損されていた。……空中から火の海と化した街の風景が映り込んできたからね。


　人ひと気けを感じられないのは幸いか。車も車道を走っていないし、歩道にヒトが歩いているわけでもない。この区域の避難はほぼ完了しているようだ。


「グレモリー眷属！」


　聞き覚えのある声に引かれてそちらに振り向くと──タイヤが外れた一台のバスを守るようにして囲むシトリー眷属女性陣の姿があった。


　──バスのなかには大勢の子供たちが乗っていた。


「状じよう況きようは？」


　部長がシトリー眷属の『騎士ナイト』巡めぐりさんに問う。


「このバスを先導している最中に英えい雄ゆう派と出くわしてしまいまして……。相手はこちらがシトリー眷属だとわかると突とつ然ぜん攻こう撃げきをしかけてきたんです。バスが軽く攻撃を受けて機能を停止してしまったのでここで応戦するしかなくて……会長と、副会長と、元げんちゃんが……っ！」


　涙交じりにそう言う巡さん。……匙くんがどうしたっていうんだ!?


「あれを！」


　ロスヴァイセさんが右手側を指さす。ショップが立ち並ぶ歩道で、英雄派の巨きよ漢かんヘラクレスにのどもとを摑つかまれている匙くんの姿が映り込んできた！


　すでに匙くんは体中が血だらけとなっており、意識も失いかけている様子だった。その近くで路面に横たわるソーナ会長と、英雄派のジャンヌと戦っている真しん羅ら副会長の姿が目に入った。


　ヘラクレスは匙くんをつまらなさそうに放ほうり捨てると、倒れているソーナ会長の背中を踏ふみつける。


「ぐぅっ！」


　悲鳴をあげるソーナ会長！……倒れた女性を踏みつけるなんて、やり方が許せない！


　ヘラクレスは嘲あざ笑わらい吐はき捨てるように言う。


「んだよ、レーティングゲームで大公アガレスに勝ったっていうから期待してたのによ。こんなもんかよ」


「ふざけないでッ！　子供の乗ったバスばかりを執しつ拗ように狙ねらってきたくせに！　それを庇かばうために会長も匙も実力を出し切れなかったのよッ！　そうするように仕し掛かけたのはあなたたちじゃないのッ！」


　真羅副会長が涙を流しながら激高していた。その表情は悔くやしさと怒いかりに染め上がっていた。普ふ段だん、会長よりもクールな真羅先輩がそこまで表情を露あらわにするなんて……。よほど悔しかったのだろう。


　そして、その理由は……ヘラクレスが子供たちの乗っているあのバスを狙ったから……？　そんな卑ひ怯きようなことをして会長と匙くんを攻撃したというのか……ッ！


　あまりに卑ひ劣れつなおこないに僕は内心で爆ばく発はつしかけていた。……イッセーくんだったら、そのようなことを聞けば間かん髪ぱつ入れずにヘラクレスを殴なぐりに行っただろう。


　……敵はヘラクレスとジャンヌのみだ。曹そう操そうとゲオルクが見かけられない。別行動なのか？


　真羅副会長を聖せい剣けんで突つき返すジャンヌが嘆たん息そくする。


「私はそんなことするのやめておけばって言ったけど？　まあ、ヘラクレスを止めることもしなかったけれどっ！」


　ジャンヌが周囲に聖剣の刃やいばを幾いく重えにも発生させて、副会長の足場を破は壊かいする！


　体勢を崩くずした副会長のもとにジャンヌの剣が襲おそいかかっていく！


　僕は瞬しゆん時じにその場を駆けだした！


　一瞬で間合いを詰つめた僕は鋭するどく放たれたジャンヌの一撃を抜ばつ刀とうしたグラムで防ぐ。


「いい加減にしてくれないかな」


　僕は低い声こわ音ねでそう向けた。


　ジャンヌは僕が手にしている得物を見て仰ぎよう天てんする。


「……グラム!?　まさか、ジークフリートが!?」


「ああ、僕たちが倒たおした。このグラムは僕を新しい主あるじに選んだらしい」


　僕の腰こしにはグラムと──彼が持っていた魔ま剣けんすべてが鞘さやに収まっている。


　彼を倒したあと、この魔剣たちも僕を主として認めてきたんだ。まさか、このような形で魔剣群のマスターになるなんて想像も出来なかった。本当、この眷属でいると何が起こるかわからないよ。


「へっ！　こんな奴やつらに負けるなんてあいつもたかが知れてたってわけだ」


　ヘラクレスは彼を嘲笑うだけだった。……彼らに仲間意識みたいなものは薄うすいのかもしれないね。


「……英雄派の正規メンバーがやられ続きか。グレモリー眷属にこれ以上関かかわると根こそぎ全ぜん滅めつしかねないな」


　後方から第三者の声。──霧きりと共に現れたのは霧使いのゲオルクだった。……やられ続き？　もしかして、例の『魔獣創造アナイアレイシヨン・メーカー』の少年も再起不能と見ていいのだろうか？　あの疑似空間でシャルバ・ベルゼブブによってかなり無茶な術をかけられていたようだしね。


　ゲオルクが言う。


「悪いな、ヘラクレス、ジャンヌ。そのヴリトラの黒い炎ほのおが予想よりも遥はるかに濃こかったものだから、異空間での解かい呪じゆに時間がかかった。解呪専用の結界空間を組んだのは久しぶりだ。──伝説通り、呪のろいや縛しばりに長たけた能力のようだ、ヴリトラめ」


「はっ！　未成熟とはいえ、龍王の一角をやっちまうなんてな！　さすがは神滅具ロンギヌス所有者ってところだな、ゲオルク！」


　ヘラクレスは彼を称しよう賛さんした。そうか、ゲオルクが中心となって匙くんを打ち倒したのか。


　この魔法に長けた神滅具ロンギヌス所有者が戦せん闘とうの中心となったのなら、龍王の匙くんがやられても納なつ得とくはできる。……それ以前に子供の乗るバスを狙いながらの攻撃もあったようだが。


　僕は右手にグラム、左手に聖魔剣を出現させて、二剣を振ふるう。剣から発生した攻撃的なオーラがジャンヌとヘラクレスに迫せまっていく。


　両者は軽々と避よけてくれるが──隙すきは生まれた！


　僕は素す早ばやく近くの真羅先輩を抱かかえて、倒れるソーナ会長と匙くんのもとに駆かけ寄った。


「速いな！」


　ゲオルクの手元に魔法形式の魔ま方ほう陣じんが出現する！　やらせはしないさ！　聖魔剣を手元から消して、僕は命じる！


「騎き士し団だんよ！」


　僕の周囲に現れる龍の騎士ナイト団。僕はそれらにソーナ会長、匙くん、真羅副会長を運んでもらうよう命じた。


　騎士団は彼女たちを抱えるとそのまま部長たちのもとに向かっていく。


　よし！　これでいい！　あとは──。


　ゲオルクが放つ巨大な炎の球体！　炎の魔法か！


　僕はグラムを両手で握にぎりしめて、襲い来る炎の球体を縦に両断する！　このグラムの切れ味ならこれぐらいは造作もないようだ！　悔しいが僕が創造する魔剣よりも強度、破壊力、切れ味、そのどれもが格段に上だ。


　僕の一連の動きを見てゲオルクが驚きよう嘆たんの言葉を漏もらす。


「……強い。我ら三人を相手にしてなお、仲間もすべて救うとは……。これが聖魔剣の木き場ば祐ゆう斗とか。あの赤せき龍りゆう帝ていの陰かげに隠かくれがちだが、リアス・グレモリーは恐ろしいナイトを有しているな」


「お褒ほめにあずかり光栄……と言えばいいのかな。僕は影かげでいいのさ。ヒーローはイッセーくんだ。僕はただのリアス・グレモリーの剣でいい」


　そう、それで僕は十分だ。華はなとなって表おも舞てぶ台たいに立つのは主の部長と親友のイッセーくんでいいんだ。僕は剣。それ以上でもそれ以下でもない。


「しっかりしてください！」


　アーシアさんが会長と匙くんの回復をはじめた。彼女を中心にして緑色の淡あわいオーラが発生していく。効果範はん囲いの広い回復だ。アーシアさんの性格上、敵味方の区別なく回復してしまうのだが、英雄派とは距きよ離りが離はなれているため、その心配もないだろう。


　仮に彼らが彼女に攻撃を加えようにも僕や仲間たちがそれを全力で阻そ止しするからね。


「……子供が大事に握りしめてたんだ……おっぱいドラゴンの人形を……ここで……あの子たちにケガさせちまったら……俺はあいつの背中を二度と追いかけられなくなる……」


　回復される匙くんはかすかな意識でそう漏らす。心底悔しそうに涙を浮うかべていた。


　──匙くんっ！


　キミは……それだけで……それを見ただけでこんなになるまで……っ！


「椿つば姫き、私たちが彼らの相手をするわ。その間にバスにいる子供たちの避ひ難なんをお願いできないかしら？」


　部長が真羅先せん輩ぱいにそう言う。副会長は相手と僕らと子供たちを交こう互ごに見ていた。


「……けれど」


「お願いします。副会長。あなたたちが受けた分は僕たちが返しますから。匙くんやあなたの想おもいは受け取りました」


　僕は副会長にそう告げた。そう、匙くんが守りたかったものは、僕たちも同様なんだ。それを付け狙った彼ら英雄派を許すわけにはいかない。──ここで断つ。


「……木場くん。はい、わかりました」


　真羅副会長はそう応じてくれた。


　これでいい。これで子供たちも安全だろう。あとは彼らを倒すだけだ。


「木場くんが副会長さんにイケメン力を発揮しているわ！　イッセーくんのこと言えないわね！」


　イリナさんがうれしそうにはしゃいでいるけど……。まあ、いまはいいだろう。


　ゼノヴィアが一歩前に出る。


「さて、やるか。せっかく、デュランダルを鍛きたえ直したんだ。暴れさせないとダメだろう」


　ゼノヴィアは布にくるまった得物から布を取り払はらう。そこには変わらずにエクス・デュランダルの姿があった。曹操に破壊されたデュランダルは元通りになったようだ。


　そして、天界で『支配の聖剣エクスカリバー・ルーラー』もプラスして鍛え直したはず。傍そばから見ても形の変化は見られないが……。ただ、刀身から漂ただようオーラは以前とまるで違ちがった。


　──圧縮された濃のう密みつな聖剣のオーラが静かに刀身を覆おおっていた。


　実質、七本そろったエクスカリバー──真のエクスカリバーとデュランダルとのハイブリッドだ。スペックは凄すさまじいものがあるだろう。


「こっちもいいのをもらってきたんだから！」


　イリナさんが腰に帯剣していた剣を抜ぬき放つ。


　──っ。なんてことだ。この僕が抜刀されるまで気づかなかった。イリナさんが持っている剣は──聖魔剣だ！


　僕の反応を見てイリナさんが微笑ほほえむ。


「ええ、そうよ。これは三大勢力が同盟を結ぶときに悪魔側が天界に提供した木場くんの聖魔剣から作りだした量産型の聖魔剣なの！　これは試作の一本！　天使が持てるようにかなりカスタマイズされて作られたようだけれどね。木場くんの聖魔剣ほど多様で強くはないけれど、天使が持つ分には十分だわ！」


　天界はそのような技術を開発したのか。


　神の不在によって誕生した聖魔剣の性質上、天界やヴァチカンの本部から離れないと使用できないだろうけど、それでも心強い。


　なんだか、旅に出した子供が成長して帰ってきたように思えてしまった。僕の聖魔剣は三大勢力の役に立ってもらえているようだ。


　ゼノヴィアは剣の切っ先を──ジャンヌに向けた。


「ジークフリートに借りがあったんだが、木場や部長たちが倒してしまったのなら、仕方がない。──イリナの借りを返すのに協力しよう」


　ゼノヴィアの挑ちよう戦せん的な物言いにイリナさんも同意する。


「そうよそうよ！　あのときの借りを返すわ！　いくら聖人の魂たましいを受け継ついだとしてもあなたはダメダメよ！」


　イリナさんもゼノヴィアの真ま似ねをして聖魔剣の切っ先をジャンヌに向ける。……いいコンビだなって思ってしまった。


「あらあら、じゃあ、私も参戦していいかしら？──あれを持っているでしょうから、一人でも多いほうがいいわ」


　朱乃さんもジャンヌを相手にするようだ。朱乃さんはあの『業魔人カオス・ドライブ』化を用心してそう申し出たのだろう。あれによって、ジャンヌにどのような強化が起こるかわからない。複数でかかるのは正解だろう。


　朱乃さんは両手のブレスレットを金色に輝かがやかせると、背に六翼の羽を出現させる。


　──例の堕だ天てん使し化だ。


　いまはブレスレットによる補助が必要だが、いずれは無くても堕天使化ができるようになりたいと朱乃さんは言っていた。内側に眠る力を完全に目覚めさせたいのだろう。


　三人からの挑戦にジャンヌは不敵な笑みを見せた。


「へー、三人も相手をしてくれるんだ。それにそちらのお姉さんはあれを知っているようね。おもしろいわ！　禁手化バランス・ブレイク！」


　力のある言葉を発して、ジャンヌの背後に聖剣によって形作られたドラゴンが出現する。


　ジャンヌが使う聖剣創造ブレード・ブラツクスミスの亜あ種しゆ禁手バランス・ブレイカーだ。相変わらずの濃のう厚こうな重圧。油断なんてできない相手だ。


　それでもゼノヴィアはかまわずに剣をかまえる。


「このエクス・デュランダルには七つに分かれたエクスカリバーの能力がすべて付加されている。使いこなせば私はさらなる強さを手に入れられるだろうな」


　その通りだ。各エクスカリバーの七つの能力を有しているのだ。やり方によってはあの曹操の禁手バランス・ブレイカーともいい勝負ができるほどのスペックだ。


　そう僕は思っていたのだが……。ゼノヴィアは堂々とこう述べる。


「だが、残念ながら私はバカだ。いますぐにテクニックうんぬんとなっても能力を使いこなせないだろう。だからこそ、これだ」


　ゼノヴィアがエクス・デュランダルを振るう。


　激しい破は砕さい音と共に彼女の前方の路面に大きなクレーターが生まれていた。


「──破は壊かいのエクスカリバーとデュランダルのパワーで十分だ」


　圧あつ倒とう的てきなまでの破壊力宣言！


　…………ゼノヴィア、『騎士ナイト』なんだから、もう少しテクニックのほうにも目を向けてくれないかな……。やりようによっては僕よりも活かつ躍やくできそうな芸達者になれそうなのに。


　僕の視線を感じたのか、ゼノヴィアは不満げな表情となる。


「むっ、木場。いまおまえはパワーバカだと思ったな。だが私から言わせれば、グレモリーのテクニック芸はおまえだけでいいと思うんだ。だから私は破壊力だけに費ついやす！」


　お願いだ！　テクニックにも目を向けてくれないかな!?　うちの眷けん属ぞくはパワータイプばかりでただでさえテクニックタイプ不足なんだ！　僕だけにテクニックタイプを求めるなんてパーティ構成的に間違っているよ！　深刻だ！　グレモリー眷属の技術不足は深刻の一いつ途とだ！　将来のゲームが不安になるばかりだよ！


　……今度、真しん剣けんに部長に進言しよう。──もう一人、テクニックタイプを育てて欲しいと。


「……眷属一の苦労人、祐斗先輩」


　ありがとう、小猫ちゃん！　僕、もう少しだけがんばってみるよ！


「ついてらっしゃい！　悪魔に天使に堕天使だなんて！　私はモテモテね！」


　ジャンヌは嬉き々きとしながら、聖剣で作られたドラゴンの背に乗る。ドラゴンは主あるじを背に乗せると、近くにある高層ビルの壁かべに手足を引っかけて高速で駆け上りはじめた。


　ゼノヴィア、イリナさん、朱乃さんが翼を広げてそれを追う。すぐに空高くで激しいぶつかり合いが始まった！


　あの三人ならどうにかジャンヌを相手に善戦できるだろう。残るは──ヘラクレスとゲオルクだ。


　僕はゲオルクに問う。


「なぜ、あのバスを狙ねらった？　というよりもなぜ首都リリスにいるんだい？」


　子供たちを狙う理由が理解できなかった。彼らがわざわざあのバスだけを狙うなんて考えられない。それにどうしてこの都市にいるのか？　魔ま獣じゆう騒そう動どうで人々の避難が完かん了りようした都市部に来て、火か事じ場ば泥どろ棒ぼうでもしにきたのか？　それは考えにくいんだが……。


「まず後者のほうから答えようか。──見学だ。曹操があの超ちよう巨きよ大だい魔獣がどこまで攻せめ込むことができるか、その目で見てみたいというのでね」


　──と、ゲオルクは答える。


　……彼らが来た理由は見学。もしくは見学に来たという曹操の付き添そいか。……その肝かん心じんの曹操がいないわけだけど……。どこかで高みの見物でもしているのだろうか？　変わらずの不気味さをかもし出してくれる男だ。


「では、なぜバスを狙った？」


　僕が再度訊きく。ゲオルクは嘆たん息そくするだけだった。


「偶ぐう然ぜん、そのバスと出くわしてな。そうしたら、ヴリトラの匙元げん士し郎ろうとシトリー眷属が乗っていたのだ。あちらもこちらの顔を知っている。まあ、相対することになってしまうのも否いなめないだろう？」


　……偶然の相対というのか？


　しかし、ヘラクレスは挑戦的な笑みを見せる。


「俺が煽あおったって面もあるぜ？　偶然、あのヴリトラに出会ったんだ。魔獣の都市侵しん略りやくの見学だけじゃ、物足りなくなってな。『子供を狙われたくなけりゃ、戦え』って言ったんだよ。──で、戦せん闘とう開始ってわけだ」


　──っ！


　……そんな……そんなふざけた理由で戦いを始めたというのか……？


　匙くんはそれを受けて、子供たちを守るために……っ！


　怒いかりの感情が僕のなかで抑おさえきれないほどになったとき──、


「英えい雄ゆう派は異い形ぎようとの戦いを望む英雄の集まりだと聞いていたが……どうやら、ただの外げ道どうがいたようだ」


　そう言いながら対たい峙じする僕たちの間に現れる男がいた。


　金色の体毛に包まれた巨きよ軀くの獅し子し──。それを付き従えるのは極大なまでのパワーを有した者だった。純じゆん粋すいなまでの『力』の権化。


　己おのれの体術だけで僕とゼノヴィア、ロスヴァイセさん、そして真『女王クイーン』状態の赤龍帝の四人と打ち合った男──。


「……サイラオーグ！」


　部長がその男の名を叫さけんだ。


　──そう、サイラオーグ・バアルの登場だった。





　　　　─○●○─





　それはいつの日だったか、アザゼル先生が口にした賛辞だった。


「リアスたち現若手悪魔のなかで、パワーを上げに上げまくるイッセーと真っ正面から打ち合える者がいるとしたら、それは一人しかいないだろう」


　サイラオーグ・バアル、もう少しで覚かく醒せいしたイッセーくんを押し通せたであろう男。


　彼は巨獅子──レグルスを引き連れて、この場に登場した。


　レグルスをその場に留とどめさせると、彼は一歩前に出る。たった一言、こう漏もらした。


「──俺が行こう」


　上着を脱ぬぎ捨てるサイラオーグ・バアル。見事に鍛きたえられた肉厚の体が出現する。


　その身からは純粋な戦意──闘気が放出されていた。


「首都で暴れ回っていた旧魔王派の残党を一通り屠ほふったところでな、遠目に黒いドラゴン──匙元士郎の姿が見えた。ゲームでの記録映像でしか見たことのない姿だったが、すぐに理解した。──強大な何かと戦っていると」


　ヘラクレスに視線を向けるサイラオーグ・バアル。ヘラクレスも彼からの戦意を受けて、うれしそうな笑えみを浮うかべた。


「バアル家の次期当主か。知ってるぜ？　滅ほろびの魔力が特色の大王バアル家で、滅びを持たずに生まれた無能な次期当主。悪魔のくせに肉にく弾だん戦しかできないっていうじゃねぇか。ハハハ、そんなわけのわからねぇ悪魔なんざ初めて聞いたぜ！」


　ヘラクレスの煽りを聞いてもサイラオーグ・バアルは微み塵じんも表情を変えなかった。


　この程度の戯ざれ事など、彼の半生から察するに幾いく重えにも浴びた罵ば詈り雑ぞう言ごんの小さなひとつに過ぎないのだろう。


「英雄ヘラクレスの魂を引き継ぎし者」


「ああ、そうだぜ、バアルさんよ」


　ヘラクレスのほうにゆっくりと足を進めながらサイラオーグ・バアルは断ずる。


「──どうやら、俺は勘かん違ちがいしたようだ。貴様のような弱小な輩やからが英雄のはずがない」


　それを聞いて、ヘラクレスの額に青筋が浮き上がる。いまの一言で彼のプライドが沸わき立ったのだろう。


「へっ、赤龍帝との殴おう打だ戦を繰くり広げたらしいじゃねぇか。だせぇな。悪魔っていや、魔力だ。魔力の塊かたまり、魔力での超ちよう常じよう現象こそが悪魔だといっていい。それが一いつ切さい無い赤龍帝とあんたは何なんだろうな？」


「…………」


　ヘラクレスがいくら煽ろうと、サイラオーグ・バアルは眉まゆひとつ動かさなかった。


　それでもヘラクレスの煽りは続く。


「元祖ヘラクレスが倒たおしたっていうネメアの獅子の神器セイクリツド・ギアを手に入れているっていうじゃねぇか。──皮肉だな、俺と会うなんてよ。それを使わなきゃ俺には勝てないぜ？」


　ヘラクレスのその物言いをサイラオーグ・バアルは一言で再び断ずる。


「使わん」


「は？」


　さらにこめかみに青筋を浮かび上がらせ、ヘラクレスは怒りの口調で問い返すが……。


「貴様ごときに獅子の衣ころもは使わん。どう見ても貴様が赤龍帝よりも強いとは思えないからな」


　サイラオーグ・バアルはただそう断ずるだけだった。


　それを聞きヘラクレスは哄こう笑しようをあげる。


「ハハハハ！　俺の神器セイクリツド・ギアで爆ばく破はできないものはねぇのよ！　たとえ、あんたが闘気に包まれてたってな！　俺の神器セイクリツド・ギアにかかれば造作もねぇよ！」


　ヘラクレスが飛びだした！


　手に危険なオーラをまとわせる！　サイラオーグ・バアルの両りよう腕うでをつかむと──神器セイクリツド・ギアによる爆破攻こう撃げきをはじめた！　ヘラクレスの神器セイクリツド・ギア能力は攻撃と共に対象物を爆破するものだ。


　爆音と共にサイラオーグ・バアルの両腕が爆はぜるっ！


　体の表面だけだが、あのサイラオーグ・バアルにダメージを与あたえた！　やはりヘラクレスの神器セイクリツド・ギア能力は侮あなどりがたい！


　──だが、サイラオーグ・バアルは平然とこう漏らすだけだった。


「なるほど。──こんなものか」


　肉が爆ぜ血が噴ふき出ても彼は表情を変えなかった──。


　ヘラクレスは完全に激げき怒どした様子で両手のオーラをさらに高まらせる！


「へへへ、言ってくれるじゃねぇか。じゃあ、これでどうよッ!?」


　そのまま路面に向けて拳こぶしを連打で繰りだした。刹せつ那な──、路面ごと大規模な爆破が巻き起こり、サイラオーグ・バアルの全身を包み込む！


　煙けむり、そして塵ちりと埃ほこりが渦うずを巻いて辺り一面を激しく覆おおう！


　二人が相対している路面は完全に崩ほう壊かいして瓦が礫れきの山となってしまった──。


　瓦礫の上でヘラクレスが再び哄笑をあげる。


「ハハハハハハハハッ！　ほら、見たことかよ！　何も出来ずに散りやがった！　これだから魔力もねぇ悪魔は出で来き損そこないってんだよ！　たかが、体術だけで何ができるって──」


　そこまで言ってヘラクレスの口が止まる。──その表情は驚きよう愕がくに包まれていた。


　煙が止やんだ車道の中央でその男は何事もないように立っていたからだ！


　体中に軽度のダメージを負い、血を流そうともサイラオーグ・バアルは表情を一いつ切さい変えていなかった。


「──こんなものか？」


　まったく薄うすれない闘気を目まの当たりにして──ヘラクレスの表情が軽く戦せん慄りつする。


「……舐なめんな、クソ悪魔がッッ！」


　毒づくが、先ほどの余よ裕ゆうが少し陰かげったのは確かだ。


　そのヘラクレスへ、ついにサイラオーグ・バアルは進撃を開始する。


　重圧を放ちながら、一歩、また一歩とヘラクレスとの間合いを詰つめていく。


「英雄ヘラクレスの魂たましいを引き継つぎし人間というから、少しは期待したのだが……。どうやら、俺の期待はことごとく裏切られたようだ」


　ヘラクレスが再び両手をかまえるが──サイラオーグ・バアルの姿が瞬しゆん時じに消え去った！　速いっ！


　次に現れたのはヘラクレスの真っ正面だった！　あくまで正面から──！　この男の戦い方には舌を巻く！


「俺の番だ」


　ドズンッ！


　重く、低く、鋭するどい大王次期当主の拳けん打だがヘラクレスの腹部に深々と突つき刺ささった。その一撃の衝しよう撃げきはヘラクレスの体を通り抜ぬけて後方のビルの壁かべを難なく破は壊かいする。


「──ッッッ!?」


　予想以上の破壊力だったのか、ヘラクレスは当とう惑わくした表情を浮かべたあと──苦く悶もんに包まれていく。


「～～～～ッッ！」


　その場にひざをつき、腹部を手で押さえていた。口からは血ち反へ吐どが吐はきだされる。


　言葉にすらできない激痛が彼を襲おそっているのだろう。あの一撃を喰くらったことのある僕だからわかる。あれを生身にもらって無事な者はまずいない。


　明らかに深刻なダメージ。


　たった一撃で、ただの一発で形勢が逆転してしまった──。


　……ロスヴァイセさんの絶大な魔法攻撃でも致ち命めい傷しようを与えられなかったのに、この男の一撃はそれを容易に破壊していく。


　サイラオーグ・バアルがヘラクレスを見下ろして言う。


「どうした。いまの一撃はただの拳打だ。おまえがバカにした赤龍帝はこれを食らっても一切怯ひるまずに立ち向かってきたが？」


　それを聞いて、ヘラクレスはくぐもった声こわ音ねで不気味な笑いを発した。


　同時に激情に駆かられた憤ふん怒ぬの形相で立ち上がる。


「…………ふざけるな……ッ！　ふざけるなよ、クソ悪魔ごときがよォォォォォッ！　魔力もねぇ！　神器セイクリツド・ギアも使えねぇ！　ただの打撃でこの俺が──」


　激高するヘラクレスは全身を輝かがやかせる！　体を包む光がミサイルのような突とつ起き物を形成させていく！──禁手化バランス・ブレイクだ！　彼はあのミサイルを撃うちだして京都でロスヴァイセさんを苦しめた！　とてつもない破壊力を有している全身武器庫状態！


「やられるわけねぇだろうがよォォォォォォォォォォオオオオオオッ！」


　叫きよう声せいをあげながら、ヘラクレスは全身のミサイルを縦じゆう横おう無む尽じんに放出していく！


　僕らも身の危険を感じて、回かい避ひの体勢になった。


　無数のミサイルが町中の至るところを直撃して大きな破壊をもたらしていた。建物を、路面を、公共物を、激しく破壊していく！


　その一発がサイラオーグ・バアルに真っ直すぐに飛んでいった！


「ふんッ！」


　ゴンッ！


　サイラオーグ・バアルは神器セイクリツド・ギアで生みだされたミサイルを避よけるまでもなく、拳こぶしだけで弾はじいて吹ふき飛ばしていく！　なんという拳だろうか。あの攻撃を意にも介かいさず弾いてしまうなんて……ッ！　改めてこの大王次期当主の打撃力に驚きよう嘆たんするばかりだ。


　彼に向かっていくすべてのミサイルが拳によって弾かれていく。弾だん道どうを崩くずされたミサイルはあらぬ方向に飛んでいってビルの壁や路面などを直撃して虚むなしく散っていった。


　撃ちだされたミサイルがひとつだけ避ひ難なんをし始めていた子供たちのもとに飛来していく！　まずい！　あれが当たったら──。


　だが、その心配は杞き憂ゆうに終わる。


　子供たちの前にロスヴァイセさんが入り込んだからだ！


　ロスヴァイセさんは前方に強力な防ぼう御ぎよ魔ま方ほう陣じんを展開させて、ミサイルの爆ばく撃げきを完全に防ぎきっていた！


　京都では押し通されたロスヴァイセさんの防御力が増している！


「──新しい防御魔法です。私は『戦車ルーク』ですので、それならば特性──防御力を高めようと思いまして。故郷で強力な防御魔法をあらかた覚えてきました。特性を活かしつつ魔法を使えば禁手化バランス・ブレイクして破壊力に特化した神器セイクリツド・ギアの攻撃でも余裕で耐たえられるようです。これは大きな成果ね。──ヘラクレス、あなたの攻撃はもう私には効きませんよ。この十倍の威い力りよくでも防ぎきってみせましょう！」


　ロスヴァイセさんが故郷の北ほく欧おうに帰き還かんした理由は、自らの特性を高めること。強固な防御魔法を覚えることによって、自身の防御力を底上げしたんだ。


　あのヘラクレスの一撃を余裕で制したのならば、相当な向上があったのだろう。これでロスヴァイセさんはまたひとつ『戦車ルーク』としての能力をパワーアップさせた。グレモリー眷けん属ぞくはどんどん強くなっているよ、イッセーくん！


　仲間の強化に喜ぶ僕の目に子供たちの姿が映り込んだ。


「ライオンさん！　がんばってぇぇぇっ！」


「ライオーンッ！　負けないでぇぇっ！」


　ヘラクレスと対たい峙じするサイラオーグ・バアルに向けての声せい援えんだった。


　サイラオーグ・バアルはその声援が予想外のものだったのか、きょとんとした表情を浮かべていた。子供たちはバアル戦のゲームを観みて、サイラオーグ・バアルのことを知っているのだろう。


　彼はそれを受けてうれしそうに笑いをあげる。


「ふはははははははっ！」


　サイラオーグ・バアルの闘気が勢いを増していっそう盛り上がった。


「あの子たちから『がんばって』と、『負けないで』と言われてしまった。心ここ地ちよいものだな、兵ひよう藤どう一いつ誠せい。これが子供たちからもらえる力か。──貴様に負ける道理は一切なくなったぞ、英えい雄ゆうヘラクレスよ」


「ガキにピーチク言われただけで喜んでんじゃねぇよォォォッ！　脳無し大王がッ！」


　吼ほえるヘラクレスの顔面に闘気に満ちた拳が撃ち込まれる──。顔の穴という穴から血しぶきをまき散らしてヘラクレスは地にひざをつけた。


「……なんだよ……このパンチは……ッ」


　大王の拳を受ければ受けるだけ、相手は怯おびえる一方だった。ただのパンチだ。だが、そのただのパンチが肉体と心を抉えぐってくる──。それも深く、芯しんに届くほどにだ。


「子供から声援すらもらえない者が英雄を名乗るな……ッ！」


　サイラオーグ・バアルが迫はく力りよくに満ちた顔をヘラクレスに向けていた。


　ヘラクレスは力でも精神でも敵かなう見込みがないと悟さとったのか、絶望しきった表情となっていた。


　しかし、懐ふところに手を入れて何かを取りだす。


　──ピストル型の注射器とフェニックスの涙なみだだった。


『魔人化カオス・ブレイク』だ！　あれを打ち込まれたら、形勢が逆転する可能性もある！　いや、禁手バランス・ブレイカーと化したサイラオーグ・バアルならば対峙できるだろう。だが、増大するであろう爆ばく破はの能力でこの辺り一面が大規模に破壊されてしまうかもしれない！


　しかもフェニックスの涙まで！　全快したあとでの『魔人化カオス・ブレイク』はどこまでヘラクレスを高まらせるかわかったものではない！


「く、くそったれめがッ！」


　毒づきながらヘラクレスは注射器の先せん端たんを首もとに持っていくのだが──その手には迷いが見受けられた。


　その状じよう況きようを見てサイラオーグ・バアルは問う。


「どうした、それらを使わないのか？　察するに強化できるのだろう？　使いたければ使え。俺は一向にかまわんッ！　それで強くなるのなら、俺は喜んで受け入れようッ！　俺はそのおまえを超こえていくッ！」


　僕はそのとき、堂々たる大王の風ふう貌ぼうを彼に見た。


　ヘラクレスは──悔くやしさに表情を歪ゆがみに歪ませた。目には悔しさのあまりに涙がうっすらと浮うかぶほどだった。


「ちくしょぉぉぉぉおおおおおおおおおおおおおっ！」


　大声を張り上げて泣き叫さけぶ彼は──『魔人化カオス・ブレイク』とフェニックスの涙を路面に捨てた！　そのまま拳こぶしをかまえてサイラオーグ・バアルに正面から突っ込んでいく。


　……『魔人化カオス・ブレイク』と涙を捨てるなんて……っ！　あまりに予想外の展開だった！


　サイラオーグ・バアルはその姿を見て、初めて相手にかまえを取った。


「最後の最後で英雄としての誇ほこりを取り戻もどしたか。──悪くない。だが──」


　飛びこんでくるヘラクレスの拳を左の拳打で正面から砕くだいたサイラオーグ・バアルは闘気をたぎらせて、右の拳を──、


「──この一撃で果てるがいいッ！」


　腹部に撃ち込んだ！


　小気味の良い拳の音がこの一帯に木霊こだまする。


　完全に意識を絶たれたヘラクレスが路面に突っ伏ぷしていくなかで、僕の脳のう裏りにイッセーくんの言葉が蘇よみがえる。


　それはバアル戦後、ふと漏もらした彼の言葉だ。


『なあ、木場。不思議なんだよ、サイラオーグさんってさ。あのヒトと真っ正面からの殴なぐり合いなんてバカげてる、避けて当然だと俺だって思うんだ。──けどさ、頭でそう思ってもやっちまうんだよ。気づいたら、あのヒトの顔面を殴ってる俺がいるんだ。そういうヒトなんだよ、あのヒトは。拳を打ちあいたくなるのさ。そこに理り屈くつなんてねぇんだ』


　サイラオーグ・バアルの拳は外げ道どうに身を落とした相手のプライドまで蘇らせる──。


　ヘラクレスを打だ倒とうしたサイラオーグ・バアルの姿は僕の目に雄ゆう大だいに映った。





　　　　─○●○─





　サイラオーグ・バアルがヘラクレスを倒たおし、朱乃さんたちがジャンヌと戦っているなか、残る相手は──ゲオルクだけとなっていた。


　むろん、曹操がどこから現れるかわかったものではないのだが……。


　遠目で極大の雷らい光こうと聖なるオーラが高層ビル群の間で暴れているのが見える。いまだジャンヌとの交戦は続けられているようだ。力を増した彼女たちがいまだここに現れないのもジャンヌが『魔人化カオス・ブレイク』を使用したからであろう。禁手バランス・ブレイカーのジャンヌならばいまの朱乃さんたちで十分に相手ができるからだ。予想以上に長期戦になっているようだ。


　こちらはサイラオーグ・バアルも含ふくめ、相当な戦力だ。ゲオルクが例の『魔人化カオス・ブレイク』を使用したとしても勝機が望める。


　ゲオルクが倒れるヘラクレスを一いち瞥べつして、笑えんだ。


「強い。これが現若手悪あく魔まか。バアルのサイラオーグ、そしてリアス・グレモリーが率いるグレモリー眷属。まさか、先日会ったばかりなのに力を増してくるだなんて……。この調子では、そちらの猫ねこ又またやヴァンパイアも得ている情報通りにはいかないか」


　小猫ちゃんとギャスパーくんのほうに視線を送るゲオルク。


　グリゴリに行っていたギャスパーくんはともかく、先日の疑ぎ似じ空間の戦いから小猫ちゃんは目立った強化があったわけではない。彼女はこれからだろう。話では、お姉さんの黒くろ歌かから仙せん術じゆつと妖よう術じゆつを習うそうだ。軋あつ轢れきのあった姉から教わるのだから、小猫ちゃんの決意は揺ゆるがないものになっているのだろう。


　ゲオルクから視線を向けられたギャスパーくんは──表情を青ざめさせていた。


「……ギャスパー、どうかしたの？」


　眷属の変化に気づいた部長は怪け訝げんそうにしていたが……。ギャスパーくんはしだいに表情を崩していき、そしてぽろぽろと涙を流し始める。


　……何があったんだ、ギャスパーくん？


「……すみません、皆みなさん。……僕……僕！　グリゴリの研究施し設せつに行っても……強くなれなかったんです！」


　──っ！


　ギャスパーくんの告白にこの場にいる眷属全員が驚おどろいた。彼は嗚お咽えつを漏らしながら吐と露ろする。


「皆さんのお役に立ちたかったから……強くなりたかったのに！……いまのままではこれ以上は、強くなれないってグリゴリの方に言われて……」


　ギャスパーくんはその場でくずおれていく。


「……僕は女の子も守れない……グレモリー眷属男子の恥はじなんです……っ！」


　泣き崩れるギャスパーくん。……グリゴリでも彼の強化は無理だったというのか？


　ギャスパーくんの姿を見てゲオルクはつまらなさそうに息を吐はく。


「亡なき赤龍帝もこの後こう輩はいの情けない姿を見たら浮かばれないだろう」


　その一言を聞いたギャスパーくんは──顔だけあげてきょとんとした様子で漏らした。


「……亡き……赤龍帝？」


　彼は周囲を見み渡わたす。景色を、僕らを。イッセーくんがここにいない理由を彼はまだ知らない。


「……イッセー先せん輩ぱいは……？　イッセー先輩がここにいないのはあの大きな怪かい物ぶつを止めにいっているからじゃないんですか……？」


「ギャスパー、イッセーは──」


　真相を知らない彼に部長が告げようとするが──サイラオーグ・バアルが部長に視線を配らせて首を横に振ふった。部長もそれを確かく認にんして、言いかけた口を閉ざした。


　あえて、真実を教えないということか……？　どうするつもりなんだ、サイラオーグ・バアルと部長は……っ！


『王キング』二人の視線の応答に気づいていないゲオルクは口もとを笑ましてギャスパーくんに話し始めた。


「そうか。キミはまだ知らなかったのか。赤龍帝は旧魔王の──いや、今いま更さら言い訳をしても仕方ない。俺たち『禍の団カオス・ブリゲード』と戦い、戦死した。究極の龍殺しドラゴンスレイヤーとされるサマエルの毒を受けて、だろう。まあ、俺たちもその場にいたわけではないから詳くわしい死因はわからないが、あの赤龍帝が死んだとするなら、それだ」


　英雄派はまだイッセーくんが次元の狭はざ間まで魂たましいのみの状態で存在することを知らない。当然だろう。普ふ通つうならサマエルの毒を喰くらえばドラゴンは死ぬのだから。


　部長があえて真実を伝えないことに小猫ちゃんやアーシアさん、ロスヴァイセさんもなんとなく気づいたようだ。もちろん、僕と同様、真意までは測れていないが……。


　いや、まさか……。僕の脳裏にある予測が立てられる。もしかして、サイラオーグ・バアルはギャスパーくんを──。


　いまだゲオルクの言葉は続く。それを耳にすればするほどにギャスパーくんの表情は死んでいく。……後輩の絶望しきった表情を見るなんて……耐たえがたい苦痛だ。


「悔くやむことはない。あのオーフィスと白はく龍りゆう皇こうヴァーリですらサマエルに打倒されたのだから。いかに赤龍帝だろうと、あの呪のろいには打ち勝てない」


　ゲオルクがそう告げたあと、軽く笑った。


「……イッセー先輩が……死んだ……？」


　呆ぼう然ぜんとするギャスパーくんの頰ほおを一筋の涙が伝った。全身が震ふるえ、視線もおぼろげになっている。尊敬する先輩の死を受けて、彼の思考は絶望に塗ぬり変わっているのだろう。顔を伏ふして、ただ沈ちん黙もくを続けていた。


　少し前の僕たちと同様の感情がいま彼を襲おそっている。ちょっとの間だけの静せい寂じやく。あまりの光景にいたたまれなくなり、小猫ちゃんが近寄ろうとしたときだった──。


　彼はふらついた体をあげていく。徐じよ々じよに徐々に、伏せていた顔もあげた。


　ギャスパーくんの表情は感情の宿っていない生気の抜ぬけた状態だったが……。ぞくりと背筋に冷たいものが駆かけ抜けていくのが自分でも認識できた。


　彼は小さく口を開くと一言だけつぶやいた。


　それは低く、この世のものとは思えない呪じゆ詛そめいたものだった──。


《──死ね》


　その瞬しゆん間かん──。


　一瞬でこの区域すべてが暗黒に包まれた。地面が、空が、景色が、すべて暗くら闇やみに包まれていく──。暗く、冷たく、光すら消失してしまうほどの闇だ。


　ギャスパーくんの体から暗黒がにじみ出ていき、それが周囲を全部黒く染め上げていった。


「……なんだ、これは……ッ！」


　突とつ然ぜんの現象にゲオルクは驚き、周囲を見渡し始めた。


　暗黒、暗黒、暗黒、暗黒……。先ほどまで建ち並んでいた建物群はまるで噓うそか幻げん想そうだったかのように消えて無くなり、僕たち以外のすべてが漆しつ黒こくの闇に変へん貌ぼうしていた。


「……暴走？　禁手バランス・ブレイカー……？　いえ、これは違う！　ヴァンパイアの力……？　でも、これはあまりにも……桁けた違ちがいな……ッ！」
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　この光景に魔法に秀ひいでているロスヴァイセさんも驚くばかりだった。……僕もこんな現象は初めて見る！　禁手バランス・ブレイカーとも違うものだろう。


　……なんだ、この全部が黒く染め上げられた空間は……ッ！


　暗黒の領域と化した中央でよりいっそう闇に包まれた人型が異様な動きをしながら、ゲオルクに近づいていく。首をあらぬ方向に折り曲げ、肩かたを痙けい攣れんさせ、足を引きずりながら一歩ずつ霧きり使いとの間合いを詰つめていく。


　その双そう眸ぼうは赤く赤く、ただ不気味に鈍にぶく輝かがやいていた──。


《コロシテヤル……ッ！　オマエラ全員、僕ガ殺シ尽クシテヤル……ッ！》


　ギャスパーくんの声じゃない……っ！　これは呪詛、怨えん嗟さ、怨おん念ねん、それらをすべて含んだ聞くだけで力を持つ危険な系統の声だ！


　サイラオーグ・バアルが目を見開いて言う。


「……赤龍帝の死という切っ掛かけがあれば化けるのではないかと踏ふんでいた。ギャスパー・ヴラディが屈くつ辱じよくに塗まみれる男の目をしていたからだ。何か吹ふっ切れる事こと柄がらが被かぶさればグリゴリでも解放できなかったものが解き放たれると思ったのだ。あの総そう督とくの組織が単純に力を目覚めさせられなかったというのは考えられないからな」


　彼の言う通りだ。数々の研究をおこなっているグリゴリがギャスパーくんを相手にただ何もできなかったというのはおかしな話だ。サイラオーグ・バアルの言うように何かに目覚めつつあるが、その切っ掛けが今回は見つからずに帰した──というのが正しいのだと思う。


　サイラオーグ・バアルは眉み間けんを険しくしながら部長に言った。


「リアス、ギャスパー・ヴラディの内に眠ねむっていたものは──俺たちの想像を遥はるかに超こえるものだったようだ。これは──バケモノの類たぐいだ。……おまえは、いったい何を眷けん属ぞくにした……？」


「……ヴァンパイアの名門ヴラディ家がギャスパーを蔑ないがしろにしていたのは……停止の邪じや眼がんではなく、これを知っていたから……？　恐きよう怖ふから……城と離はなれさせた……？」


　部長は声を震わせながらそう漏もらしていた。


　眼前で黒い化身となったギャスパーくんが手……らしきものを突つきだした。


　ゲオルクがすぐに反応して魔ま方ほう陣じんを展開するが──その魔方陣が闇に食われていく。


「……ッ！　なんだ、これは！　魔法でもない！　神器セイクリツド・ギアの力でもない！　どうやって、我が魔方陣を打ち消した!?」


　ギャスパーくんの行動に驚きよう愕がくするゲオルクは、距きよ離りを取って無数の攻こう撃げき魔方陣を宙に展開した！　あらゆる属性、魔法術式が入り乱れたフルバーストがギャスパーくんに降り注いでいく！　あれをまともに喰らったら、いくら堅けん牢ろうな者でも大きなダメージを受けてしまう！


　暗黒の世界にいくつもの赤い眼めが縦じゆう横おう無む尽じんに出現して、妖あやしく輝いた──。


　刹せつ那な、撃うちだされた無数の攻撃魔法は空中ですべて停止してしまう。


　停止の邪眼だ──。それであの魔法を全部軽々と停とめてしまった！　しかし、領域すべてに『眼』を出現させるなんて……ッ！


　停止した魔法の数々が闇に喰われて消失していく。


　その結果に一番驚いていたのはとうのゲオルクだ。徐々に顔色が恐怖に彩いろどられていく。


　あの歩みを再開する暗黒の化身……。到とう底てい現世の生物とは思えない異様な存在感と動きで、少しずつ少しずつゲオルクに近づいていく。


　ゲオルクは手元に霧を集めていった。神滅具ロンギヌス──絶霧デイメンシヨン・ロスト！　あの力でギャスパーくんを祓はらうつもりか！


　霧を操あやつり、ギャスパーくんを包み込もうとする！　だが、その霧もまた彼を覆おおう闇、影かげ、漆黒に喰われていった──。


《……喰う……くう……クウ……喰ってヤッた……おマエの霧モ魔法も……効かナイぞ……。全部、クッてやっタぞ……》


　……言動が……僕たちの知っているギャスパーくんではなかった……。もう、別の存在と化していると思っていいのかもしれない……。


　上位神滅具ロンギヌスの霧でも常とこ闇やみの存在となったギャスパーくんを制することができない。


　それ以前に──霧使いのゲオルクがまるで相手になっていないじゃないか……ッ！


　ギャスパーくんに割り振られた『変異の駒ミユーテーシヨン・ピース』──。その意味がいまなら理解できる。


　彼はこれだけのスペックを内に有していた……！　単純な潜せん在ざい能力では、眷属のなかでも一番なのではないだろうか。


　バアル戦での一戦が彼を劇的に変えた。


　それがイッセーくんの死という情報を切っ掛けに溢あふれて形となった──。


　その姿が、あの闇の化身。


　……イッセーくん、もしかしたら、グレモリー眷属の男子で一番の成長株はギャスパーくんかもしれないよ……。これは……この姿は常じよう軌きを逸いつしているというレベルではない。


　悪魔でもドラゴンでもない……ヴァンパイアと分類していいのかさえ、わからない。


　──そう、あれは違うモノだ。


　ゲオルクは思いつく限りの魔法と霧の能力をギャスパーくんに放っていく。


　それらも闇に喰われ、または無数の『眼』によって停止されていった。


　攻撃をすべて打ち払はらわれるなか、結界空間を作ろうと霧で形成用魔方陣を展開させようともしていたが──ことごとく闇に喰われていき、成形が失敗しているようだった。


　ゲオルクの周囲の闇がうごめき、獣けもののようなものに形作られていく。それは、狼おおかみであったり、巨鳥であったり、ドラゴンでもあった。ただし、どれもが正しい形をしているわけではない。ひとつ目の狼、五ご翼よくある巨鳥、顔に口がふたつもついているドラゴン、足が二十本以上はある蜘く蛛も……そのどれもが生来の生物を逸いつ脱だつしたフォルムだ。それら異様な物体がゲオルクを囲う。


　これもすべてギャスパーくんが作りだしたのか……っ！


「くっ！　我が霧が……ッ！　魔法が効かぬッ！　なんだ、こいつは！　いったい、なんだというんだ!?」


　ゲオルクの表情はすでに絶望に包まれていた。戦いはどう見てもギャスパーくんの圧勝。いや、これは勝負といえるのか……？　異常を通り越こした常とこ世よの存在にただ襲われているだけではないのか？　そう錯さつ覚かくするほどの場景だった──。


「……これがギャーくんの本当の力……」


　呆然と眺ながめるしかない小猫ちゃんはそれだけをなんとか口から絞しぼり出していた。友達の変化は明らかに様々なものを逸するからだ。


「くっ……一時引くしかない！」


　ゲオルクは正体と能力が測りきれないギャスパーくんの相手を諦あきらめて、転移用の魔方陣を足あし下もとに出現させる。


　──ジャンプする気か！


　ゲオルクの体が魔方陣の輝きに包まれ、弾はじけて飛ぼうとする瞬間だった。彼の体から黒い炎ほのおが現れる！


　その黒い炎は執しつ拗ようなまでにゲオルクの体に絡からみつき、逃のがさないようにしていた！


　──これは！


　僕はふいに匙くんのほうに振ふり返る。彼は意識を取り戻もどしたのか、上半身だけ起こしてゲオルクを睨ねめつけていた。


「……逃がさねぇよ。おまえら、俺のダチをやったんだ。──ただですむわけねぇだろ！」


　ドスの利いた声こわ音ねで匙くんは手を突きだす。ゲオルクを捕とらえる黒い炎が大だい蛇じやを思わすシルエットを作りながら──怨嗟の呪法と化して彼の身を包み込んでいく。


　匙くんの──黒き龍りゆう王おうの炎。それをその身に受ければ命を吸われて燃え尽つきるまで絡みつくとさえ言われている。


　懐ふところから小こ瓶びん──フェニックスの涙なみだを取りだすゲオルクだったが、その小瓶をも黒き炎は飲み込んでいく。


「……ヴリトラの……呪のろいか……ッ！」


　声を絞り出すゲオルク。解呪に成功したと思われた黒い炎は消えてはいなかった。その彼に闇から生みだされた異様な獣たちが襲いかかっていく──。


　上位神滅具ロンギヌスを所有する絶大な魔法使いは──闇に静かに喰くわれていった。








　闇が晴れて、元の風景──首都リリスに戻ったとき、ギャスパーくんは路面に横たわっていた。


　ゲオルクの姿は無い。……あの闇に完全に喰われたのか？


　僕はギャスパーくんに歩み寄り、顔を覗のぞき込んでみるが、すやすやと安らかに寝ね息いきを立てているだけだった。……先ほどのような危険な雰ふん囲い気きが微み塵じんも感じられなくなっている。あの力を出し切って気絶したのだろう。


　部長はギャスパーくんを抱だき寄せて髪かみをそっとやさしくなでた。


「……この子について、ヴァンパイアに訊きかなくちゃならないことがいろいろできたわね。けれど、ただでさえ吸きゆう血けつ鬼きは悪魔を嫌きらう。ヴラディ家が私の質問に答えてくれるかはわからないけれど……。以前に話を持ちかけたときは丁てい寧ねいに断られたわ」


　吸血鬼か。吸血鬼は悪魔以上に階級を大事にしており、純血とそれ以下を完全に区別している。簡単に言えば、グレモリー眷属のような仲間を想おもいやれる者がいないに等しいのだ。現悪魔政府のように元人間にチャンスを与あたえるようなことも決してしない。


　絶対の純血、貴族主義。不老不死の一族。夜の支配者。


　相当な実力者もなかには多い。特に昼間すら動けるデイライトウォーカーは倒たおす術すべが限定されてしまい、悪魔でも容易に相手にできない。


「ヴァルハラに戻ったとき、興味深い話が聞けました。──なんでもとある吸血鬼の名家が神滅具ロンギヌス所有者を保有したことで、吸血鬼同士で争いが勃ぼつ発ぱつしてしまった、と」


　ロスヴァイセさんはそう話してくれた。


　……そんなことが起きているのか。吸血鬼の業界はいまだ悪魔や他勢力と交こう渉しようすらしない閉へい鎖さされた世界だ。その彼らが神滅具ロンギヌス所有者を得た……？　冥めい界かいの危機の裏でいろいろなことが起きているんだね。


「……それもそうですが、今後は魔法使いにも気をつけたほうがいいでしょう」


　目覚めたソーナ会長がそう漏らしていた。


「どういうこと？」


　部長が問われる。ソーナ会長はメガネの位置を直しながら続けた。


「……彼ら魔法使いは実力、才能主義です。そのなかでもいまあなたたちが倒した霧使いのゲオルクはトップクラスの実力者でした。そのゲオルクを倒したあなたたちに魔術協会が興味を抱いだいてもおかしくない。ただでさえ、あなたたちは強いことで有名なのだから。彼ら魔法使い──主に召しよう喚かん系の使い手は実力のある悪魔と契けい約やくするのをステータスのひとつとしています。特に将来性のありそうな若手悪魔は交渉の場に呼びだされやすい。名うての悪魔はすでに先客がいるか、取り引きできたとしても高値となりますから、手のつけられていない若手悪魔を買いあさる魔法使いも少なくないのです。先物買いといえるでしょうね。──近い将来、必ずコンタクトを取ってくるはずです」


　魔法使い、か。彼らも彼らでかなり厄やつ介かいな存在だ。悪魔と魔法使いの関係は古いにしえより続くものだけどね。……僕らが彼らの契約対象として見られる……？


　そのときだった──。僕らの背後から気配を感じる！


「あらら、ヘラクレスがやられてしまったようね。ゲオルクも……？　これはまいったわ」


　そこに現れたのは──ジャンヌ！　全身傷だらけで満まん身しん創そう痍いの様子だった。何かを抱かかえている……？　視線をよく配らせるとジャンヌが小さな男の子を脇わきに抱えていた！


「待て！　ジャンヌ！」


「卑ひ怯きようよ、子供を人質に取るなんて！」


「……やられましたわね。まさか、あんなところに逃にげ遅おくれた親子連れがいたなんて」


　ゼノヴィア、イリナさん、そして朱乃さんが苦く渋じゆうに満ちた表情で合流する。


　察すると、戦いの形勢は朱乃さんたちの優勢だったが……ジャンヌが子供を盾たてにしてこちらまで逃げてきたということか？


　対たい峙じする僕たちとジャンヌ。彼女は手に持つ聖せい剣けんの切っ先を子供の首もとに突つき立てる。……悪魔の僕がいえることじゃないが、それでもあえて思う。卑ひ劣れつだね。


「卑怯だな」


　サイラオーグ・バアルは僕が心中で抱いていた感想を素す直なおに述べた。


　ジャンヌがそれを聞いておかしそうに笑う。


「悪魔が言うものではないのではないかしら？　ま、義理に厚そうなあなたならそう言うかもしれないわね、バアルの獅し子し王おうさん。──とりあえず、曹操を呼ばせてもらうわ。あなたたち、強すぎるのよ。私が逃げの一手になるなんてね。てなわけで、この子は曹操がここに来るまでの間の人質。ＯＫ？」


　ジャンヌがそう告げてくる。……曹操がここに来たら、さすがに辛つらいだろうな。サイラオーグ・バアルがいてくれるのは心強いが……それでもあの男の聖せい槍そうに届くかどうかはわからないところだ。


「あら、ボク、案外静かね。怖こわくて何も言えないのかしら？」


　ジャンヌが人質に取っている子供の様子を見てそう漏もらしていた。彼女が言うように男の子はこのような状じよう況きようでも平気な表情だった。


　男の子は笑えみをこぼしながら言う。


「ううん。ぜんぜんこわくないよ。おっぱいドラゴンがもうすぐきてくれるんだ」


　──っ。その言葉は一いつ切さいの怯おびえもない、純じゆん粋すいで安心しきった感想だった。


「ふふふ、残念ね、ボク。おっぱいドラゴンは死んだわ。お姉さんのお友達がね、倒してしまったの。だから、もうおっぱいドラゴンはここには来られないわ」


　ジャンヌがそう言うが、それでも男の子は笑みを絶やさない。……どうしてだ？　どうして、そこまでこの状況でも笑顔でいられる……？


「だいじょうぶだよ。ゆめのなかでやくそくしたんだ。ぼくがね、おっきなモンスターをみてこわいっておもってねていたら、ゆめのなかにでてきてくれたんだよ」


　……夢？　イッセーくんの夢を見たのか？


　男の子は元気に、ただ元気にうれしそうに語った。


「もうすぐそっちにいくから、ないちゃダメだっていってたんだ。まほうのじゅもんをとなえたら、かならずもどってきてくれるっていってたんだよ！」


　彼は人差し指を突きだして、宙に円を描えがいていく。


「こうやって、えんをかいて、まんなかをゆびでおすの！　ずむずむいやーんって、これをやればかならずもどってきてくれるって！　みんなもおなじゆめをみたんだよ！　フィーラーくんもトゥラスちゃんもぼくとおなじゆめをみたんだ！　となりのクラスのこもおなじゆめをみたんだ！　みんなみんなおなじゆめをみたんだよ！」


　皆みんな、同じ夢を見た？


　子供たちが、皆同じ夢を見たというのか？　イッセーくんの夢を？


　疑問の尽きない僕の前で子供は空に向けて、歌を歌い出す。


　──それは、彼と彼を慕したう子供たちのために作られたあの曲だった。


「とあるくにのすみっこに～、おっぱいだいすきドラゴンすんでいる～♪」


　──そのときだった。首都の上空で快音が鳴り響ひびいた。見上げるとそこには──、宙に次元の裂さけ目が生じようとしていた。


　開いていく空間の裂け口からそれは出現した──。


　懐なつかしい彼のオーラがそこから感じ取れたんだ。


　それは──まさに子供たちの英雄ヒーローの帰き還かんだった。




　Life.0　The Emperor of Bust Dragon.







『──夢？』


　俺──兵ひよう藤どう一いつ誠せいはドライグの問いにうなずいた。


「ああ、寝ねているうちに変な夢を見たんだよ。大勢の子供たちが泣いてんだ。聞いたらさ、でっかいモンスターが怖こわいって泣いてんだよ。だから、俺はその子たちに言ったんだ。指で円を描いて真ん中を押して、ずむずむいやーんってやっていれば俺がそのうち必ず戻っていくからってさ」


　俺の話を聞いてドライグは嘆たん息そくする。


『……あれほど他者にやられたら嫌いやがっていたその仕草をおまえがやるとはな……』


「仕方ねぇだろ！　あんなに大勢の子供を励はげますにはそういうポーズみたいなのが必要だと思ったんだよ！……でもさ、俺がそうやったら、夢のなかの子供たちの不安な顔が消えてたよ。おっぱいってすげえよな」


　ドライグのため息は深くなる一方だった。まあ、夢の話なんだから、気にすんなよ！


『……はぁ、そうだな。──で、どうだ、新しい体は？』


　──と、確かく認にんしてくるドライグ。俺は繭まゆから取りだしたばかりの自分の体に魂たましいを移し替かえてもらっていた。……傍はたから見る俺の体ってのもおかしな感じだったが、魂を移してみるとやっぱり俺の体なんだなって思えてしまう。


　前の体と寸すん分ぶん違たがわず変わらない。手を握にぎってもちゃんと触しよつ覚かくが機能しているもんな。


「よっしゃ！　これでリアスや朱あけ乃のさんの乳ちちがもめる！」


　五指をわしゃわしゃさせてイメージトレーニング！　ああ、あの豊満で弾だん力りよくのあるリアスのおっぱいとモッチリ手に吸いつく朱乃さんのおっぱい……。思いだしただけでご飯が十杯ぱいはいけるぜ！


　よし、確認完かん了りよう。鎧よろいも装着。それでいったい、前の体と何が変わったんだ？


『姿すがた形かたちと一部基本は人間のままだ。普ふ段だん通りに生活できるだろう。ただし、悪魔の駒イーヴイル・ピースが消失していることで、現在おまえは人型のドラゴンといえる。オーフィスの協力があってこそとはいえ、受じゆ肉にくに使用したのがグレートレッドの体なのだからな。小さな真しん龍りゆうともいえるだろう』


　つまり、いまの俺はグレートレッドの子供みたいなもんか。


『そこにウロボロスの力が加わっている。この状態でも以前の体より多少は身体能力が向上しているよ。……まあ、もとが悪かったからその程度しか強化できなかったともいえるんだが……』


　もとが悪くてごめんなさいね！　どうせ、もとはただの男子高校生でしたよ！


『メリットはいま述べた身体能力向上と真龍と龍りゆう神じんの力が加わったことで、今後どのような成長が起こるか予測が立てられなくなったことだろうな。あと、もうグレートレッドから離れても大丈夫だ』


　もともと俺の成長なんて予測できなくねぇか？　乳にゆう力パワーやら何やらでさ。


『まあ、それはそうなんだが……。デメリットはこれも先ほど話した通り、悪魔の駒イーヴイル・ピースから得ていた各種能力が無くなったこと、グレートレッドとオーフィスの力を得ているために以前よりも龍殺しドラゴンスレイヤーによる危険性が増したことだろうか』


　……そっちはどちらもデカいな。まあ、悪魔の駒イーヴイル・ピースについてはもう一度リアスに出会ってから対応するにして、龍殺しドラゴンスレイヤーのダメージが増してしまったのは怖いところだ。


　……あの痛みは言い難く耐たえがたいものがあったからな……。できうる限り、二度と喰くらうのはごめん願いたいぜ。


　さて、これからどうするか？


　ここにいても狭はざ間まに漂う活動停止状態のゴーレム──ゴグマゴグぐらいしか珍しいものがないようだし……。本当に次元の狭間で漂っていたよ、あのゴーレムの成れの果てが。


　どうやって、皆のもとに帰ろうか、思し慮りよしているときだった。


　耳に懐かしいメロディが聞こえてくる。


　なんだ……？　これって……？


『……見ろ、相棒』


　ドライグに促うながされて次元の狭間の空を見る。万まん華げ鏡きようの中身のような空に──それは次々と映しだされていった。


　──冥めい界かいの子供たちの笑顔が次元の狭間の空にたくさん現れていく。


　子供たちは指で円を描いて、真ん中を指でつつきながら、おっきな声で元気よく、あの歌を歌っていた。







　とある国の隅すみっこに


　おっぱい大好きドラゴン住んでいる


　お天気の日はおっぱい探してお散歩だ☆


　ドラゴン　ドラゴン　おっぱいドラゴン


　もみもみ　ちゅーちゅー　ぱふんぱふん


　いろいろなおっぱいあるけれど


　やっぱり　おっきいのが一番大好き


　おっぱいドラゴン　今日も飛ぶ





　とある町の隅っこで


　おっぱい大好きドラゴン笑っていた


　嵐あらしの日でもおっぱい押すと元気になれる☆


　ドラゴン　ドラゴン　おっぱいドラゴン


　ポチッとポチッと　ずむずむ　いやーん


　たくさんおっぱい見たけれど


　やっぱり　おっきいのが一番大好き


　おっぱいドラゴン　今日も押す







『──冥界中の子供たちの思いをここに投射しているとグレートレッドは言っている』


　……冥界中の……マジかよ。これ全部俺を呼ぶ子供たちの歌なのか……っ！


　うれしさで、胸がいっぱいになった。皆、俺を呼んでいるんだ……っ！


『グレートレッドは、夢む幻げんを司つかさどる……。誰だれかが抱いだいた夢を、誰かが見た夢を、誰かが思い描いた夢を、それらを俺たちに見せているのだろう。もしかしたら、今いま際わの際きわにおまえが家に帰りたいと思った強きよう烈れつな願い──夢に反応してグレートレッドは姿を現したのかもしれない』


　ドライグはそう言った。……夢幻を司る。俺の家に帰りたいという願いに呼応して現れて、そしてこれもグレートレッドが見せてくれているのか。


「ああ、だけど、これはきっと本物だ。子供たちが歌ってくれてるんだ……っ！　それがここに届いた……っ！　俺に届いてきたんだ……っ！」


　俺は……子供たちの笑顔とその歌を聴きいて、こみ上げてくるものを抑おさえきれないでいた。


『……不思議だ。あんなにも不快に感じていたあの歌が……いまは力強く感じる。……ククク、俺も本格的に壊こわれてきたか……』


「いや、いいんじゃねぇかな、ドライグ。これはきっとそういうあったかい歌だ。そうさ、俺はとある町の隅っこで、笑いながら、天気の日でも、嵐の日でも、おっぱい探して飛んでいく──おっぱいドラゴンだ……ッ！　おっぱいが大好きだからよっ！　皆のところに帰らなきゃダメだよなっ！」


『ああ、帰ろう、相棒。──グレートレッド、頼たのめるか？　この男をあの子たちのもとに帰してやってくれないか？』


　ドライグがそう赤せき龍りゆう神しん帝ていに頼むと──、グレートレッドが一際大きい咆ほう哮こうをあげる。


　すると、前方の空間に歪ゆがみが生じて、裂さけ目が生まれていく。


　そこから──大都市の町並みが一望できた。……あの町から懐かしいオーラを感じる。空の色から察するにあそこは冥界の都市なのだろう。


　ああ、心ここ地ちよいオーラの波動だ。俺のダチのオーラ、俺の大事な仲間のオーラ、そして俺が愛する女のオーラ──。


　俺は隣となりにいるオーフィスに言った。


「オーフィス、俺は行くよ。俺が帰られる場所へ──」


「そうか。それは……少しだけうらやましいこと」


　寂さみしげなオーフィス。……寂さびしい思いはもういいだろう？


　俺はオーフィスに手を差しのばした。


「──おまえも来い」


　俺のその行こう為いにオーフィスは驚おどろき目を見開いていた。俺は笑え顔がおを浮うかべて言ってやる。


「俺と友達だろう？　なら、来いよ。──一いつ緒しよに行こう」


　そのとき、最強と称しようされた存在は微笑ほほえんだ。


「我とドライグは──友達。我、おまえと共に行く」


　手を取り合う俺とオーフィス。


　ああ、これでいい。これでいいんだ。


　さあ、帰ろうぜ？　俺たちの帰られる場所へ──。


　俺はオーフィスとグレートレッド共に次元の裂け目を超こえていった──。




　Life.1　真しん紅くの誓ちかい







　次元の狭間からグレートレッドたちと共に抜ぬけ出た俺！　抜け出てすぐの光景にど胆ぎもを抜かれた！


　──どデカい怪かい獣じゆうが目の前にいる！


　人型だけど、ドラゴンやらライオンやら他ほかの生物のいろんな部位がごちゃ混ぜなキメラみたいな怪獣だ！　しかも俺がいま乗ってるグレートレッドよりも大きいぞ！


　あ！　俺は得心する！　あれって、あの疑ぎ似じ空間で誕生した『魔獣創造アナイアレイシヨン・メーカー』のでっかいアンチモンスターか！　シャルバの野や郎ろうが外げ法ほうとやらで作ったやつだよな！


　……後方を見やれば遠目に都市部が見える。そうか。このモンスター、あの都市に向かっているんだ。


　シャルバの野郎がアンチモンスターに込こめた呪のろいってのは冥めい界かいの都市を破は壊かいすること！


　ていうか、あいつの周辺、破壊し尽つくされたあとだ。地面に大きなクレーターが無数に生まれていて、山も森も建物も全部無残に崩ほう壊かいしている。あの空間で生みだされたのはこいつ一体だけじゃなかった。……ここにこの一体ってことはこいつ以外はすでに倒たおされたか、もしくは他の町を壊しているか……。嫌いやな予感がするんだが……っ！


　なんてやつだ！　本当にろくでもない真の魔ま王おうとやらだったな、シャルバの野郎！　ぶっ倒して正解でした！


　って、あの怪獣、どうしたらいいやら……。グレートレッドの背で考え込む俺の視界にグレイフィアさんが映り込んでくる！　あらら、グレイフィアさん！……なんだか、とんでもないオーラを漂ただよわせる方々と一緒に怪獣と戦ってる……？


　まさか、あれがサーゼクスさまのルシファー眷けん属ぞくとか……？　それなら合点がいく。すんごい雰ふん囲い気きとオーラを感じるもん！


　新しん撰せん組ぐみの羽織みたいなのを着ている侍さむらいなお方はサーゼクスさまの『騎士ナイト』さんかな？


　あ、麒き麟りんの炎えん駒くさんもいる！


『あれは相当な手て練だればかりだな……。全員尋じん常じようじゃない力量の持ち主だ』


　ドライグが感かん嘆たんするように言っていた。


　だよな。もしかして、あの方々が相手でもあの怪獣に苦戦しているってことか？


　どう見たって怪獣のほうは目立ったダメージないもんな。あちらの方々もやられているって感じでもないけどさ。


　つーか、怪獣がこちらに気づいてるよ！　六つもある目玉が全部こちらに視線を送ってるし、こっちを認にん識しきした途と端たんに敵意をむき出しにしてきやがったぞ！　グレートレッドもデカいもんだから目立つのは当然だよな！


『…………なんだと？　それは本気で言っているのか……？』


　ん？　ドライグが誰かとしゃべってる？　どうかしたのか？


『……ああ、グレートレッドが「ガン付けられたのであのモンスターが気に入らない」というのだ……』


　な、なるほど、赤せき龍りゆう神しん帝ていさまの怒いかりに触ふれましたか。確かにめっちゃガンつけてきているもんな。案外、グレートレッドもその辺を気にするんだな……。不良高校生みたいだ。次元の狭間を泳ぐのが好きって理由もヤンキーがバイクで爆ばく走そうしたいって感情と似ているのかな？……本当に平和的なドラゴンなのか？


『それでだな、相棒。グレートレッドが手を貸すから、あのモンスターを倒そうというのだ』


　などというとんでもないことを、ドライグは口にする！


　倒す!?　あのでっかいのを!?　しかも俺も数に入ってますか!?


　で、でも、どうやってだよ？　グレイフィアさん含ふくむルシファー眷属総出で倒せない相手なんて、さすがに真『女王クイーン』の俺でも倒せやしないぞ？


　中級悪魔の昇しよう格かく試験後、先生から俺の力を上級悪魔か、それ以上のクラスと比べても遜そん色しよくがないと称しよう賛さんされた。真『女王クイーン』の俺はあの禁手バランス・ブレイカー時のサイラオーグさんと互ご角かくに打ち込めたほどだ。正直、最上級悪魔の方々と戦ってもいい勝負できると俺も思える。


　けど、悪魔のなかでも最強クラスであろうルシファー眷属の皆みなさまでも倒せないモンスターが相手では俺じゃ絶対に無理！


　無茶な注文に嫌な汗あせが止まらない俺。すると──、オーフィスが言う。


「大だい丈じよう夫ぶ、ドライグとグレートレッド、合体すればいい。いまのドライグの体、真しん龍りゆうとある意味で同じ。合体できる」


　ドライグ……俺のことか。たまにどっちかわからなくなるけどさ。──って、合体!?


　俺と……グレートレッドが合体ぃぃぃぃぃっ!?　どういうことだよ!?　いまの俺の体がグレートレッドの一部を借りて再生されたから、合体できるってのか？　んな、バカなこと、あり得るわけ──。


　冗じよう談だんなのか、本気なのか、オーフィスたちの言葉に判断つかない俺だが……突とつ如じよ、グレートレッドの体がまばゆく神こう々ごうしい赤いオーラを発していく！


　……すげえ光量だ……！　赤いオーラがこの一帯を赤く赤く染めていく！


　そして、俺の体もその膨ぼう大だいな赤い光に包まれていった──。








　……ん？　目を開けると俺は──。眼前に現れたのは怪物だった！


　うわっ！　なんであの赤い光に包まれて……目を覚ますと怪物が目の前にいるんだよ！　って……うん？　俺は眼前のモンスターを視認して訝いぶかしげに思う。……見たことあるモンスターだ。でも、その脳のう裏りをかすめるモンスターはもっとデカかったような……。


　俺の目の前にいるモンスターは先ほどグレートレッドにガン付けしていた超ちよう巨きよ大だい怪獣にそっくりだ。目も六つあるし、キメラっぽい容姿もまんまだ。


『気づいたか、相棒』


　ドライグの声が聞こえてくる。ああ、気づいたけど、どうして目の前にあの怪物そっくりなのがいるんだ？　しかも目線から察するに俺と同じぐらいのサイズ……？　いや、あっちのほうが頭ふたつ分はデカいか。


『それはそうだろう。──おまえが巨大になったのだからな』


　──っ！　ドライグの報告に一いつ瞬しゆん言葉を失い、そして驚きよう愕がくする俺！


　えっ！　え？　ええっ!?


　俺は足あし下もとを見る。眼下に広がるのは都市部に繫つながる郊こう外がいの道路、ミニチュアみたいな建物の数々。森も川もあるけど、ジオラマセットにしか見えなくて……。


　全身に目を配らせる俺！　赤龍帝のブーステツド・ギア・スケ鎧イルメイルだ！　それは間ま違ちがいない！


　後方に振ふり返れば、例の都市部。……え？　じゃ、じゃあ、本当に……。


『俺、でっかくなってんのぉぉっぉぉぉぉおおおおっ!?』


　俺の驚愕の声こわ音ねが辺り一面に響ひびき渡わたった！　当然だ！　なんだ、これ!?　俺、マジで巨大な禁手バランス・ブレイカー状態になっているんですか!?


　あ、グレイフィアさんたちだ！　こっちを見てる！　てか、やっぱり小さい！　一見、グレイフィアさんがフィギュアみてぇに見えるし！


　本当に俺が巨大化しちまったのかよ！


『ああ、そうだ。やっと理解したか。グレートレッドがおまえに力を貸してくれると言ってただろう？　あれはこういうことだ。グレートレッドのサイズでおまえを再現させたんだよ。オーフィスが言う通り、合体だな。しかも巨大化でな』


　巨大化……合体……っ！　クソ！　なんで俺、どデカいドラゴンなんかと合体してんだよ！　合体するならリアスや朱あけ乃のさんに──って！


　ゴアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！


　眼前の怪獣が咆哮して、一直線に俺へと突とつ進しんしてきやがった！　地響きを立てながら、下の風景を吹ふっ飛ばして進しん撃げきしてきた！


　クソったれ！　どうすりゃいい!?　教えろ、ドライグ！


『要領は同じだ。いつも通りに体を動かせる。グレートレッドは基本の動きをこちらに委ゆだねてくれているようだ。ただ体が大きくなっただけと思えばいい』


　なるほど、わかりやすい限りだ！


　そうとなれば話は早い！　俺は突つっ込んでくるモンスターに向かって右のストレートをかます！　鋭するどい音を立てて俺のストレートは奴やつの顔面にクリーンヒット！


　怪獣はその一撃で体をよろめかせる。顔を伏ふせたので、相当効いたのかと思ったのだが……牙きばむき出しの凶きよう暴ぼうな口内から危険な火の揺ゆらめきを確認してしまった！


　──炎ほのおを吐はく気か！


『相棒、その炎が後方の都市部に向かったら被ひ害がいが出るだろう。避よけるのはまずいんじゃないのか？』


　んなことはわかってんだよ、ドライグ！　んじゃまあ、避けるのが無理なら──。


　俺は右手を前に突きだしてドラゴンショットの構えを取った。


　……ちょうどいい。改良してた技わざをここで披ひ露ろうさせてもらいましょうか！


　ゴバァァァァァァァァンッ！


　吐きだされる大質量の火か炎えん球！　あんなのが都市に直撃したらどんだけの犠ぎ牲せいが出るやら！　あの街に子供たちがいるだろうからさ！　避けるわけにはいかねぇよな！


『いっけぇぇぇっ！』


『BoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブースト!!』


　増大させた魔力の一撃を俺は火炎球目め掛がけて放った！


　火炎球と俺のドラゴンショットがぶつかる手前で俺は念じる！


『曲がれぇぇぇえぇっ！』


　俺の叫さけびに呼応するようにドラゴンショットは軌き道どうを変えて野球の球種──フォークのように下に曲がっていった！


　──ここだ！


『今度は上がれっ！』


　俺は右手を上方向に突き上げた！　放たれたままのドラゴンショットがフォークしたあとに今度は真上に軌道を変えていく！　イメージはサーゼクスさまの必殺技！　あれを直じかに見て以来、密ひそかに練習していたんだよね！　撃うちだしたドラゴンショットを操あやつる方法をさ！


　──怪獣の放った火炎球の下にドラゴンショットを潜もぐり込むようにしてから、上に一気に押し上げる！


　バジンッ！


　激しい衝しよう突とつ音を響かせて、俺のドラゴンショットは火炎の球を上空に持ち上げていった。ふたつの強大な力が空を裂さいていく。遥はるか上空でそのふたつが激しく弾はじけていった。とてつもない質量のものが爆ばく破はしたせいか空一面が爆炎一色となっていた。


　魔力と火炎が消しよう滅めつした衝撃は強風となって下に吹き付けてくる。


　……あんなものを都市部で吐かれたら、大惨さん事じだぞ！　街全体が炎に包まれる！


　怪かい獣じゆうはさらなる咆ほう哮こうをあげて俺に再突進してきた！　けど、恐おそれるほどの突進じゃねぇや。俺はもっと激しく雄お々おしく怖ろしい突進をこの身に受けている！


　あの獅し子し王おうの突進に比べたら大したことねぇよッ！


『おりゃぁぁぁぁぁっ！』


　俺は突進をかましてきた怪獣の顔面にもう一度拳けん打だを撃ち込んでいく！　一気に押し通すッ！　顔面パンチのあとに回し蹴げりで側頭部を攻こう撃げき！　まだまだいくぜッ！


　──と、奴の目が妖あやしく輝かがやき出す！


『目から光を放つ気か！』


　ドライグがそう叫んだ。ビームってことかよ！　俺はすぐさま体をひねってその光をやり過ごす！　悪魔だから光は弱点──って、いまの俺は悪魔かどうか曖昧なんだっけ？


　まあ、どちらにしてもやばそうなのでとりあえず回かい避ひだ！


　怪獣の六つの目から放たれた光の帯が俺の体をかすめて、後方の地に一直線に掃そう射しやされていく。刹せつ那な──。


　ドォォォォォォォォオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！


　大きな爆音と共に地を激しく揺らしていく。そちらを見やれば遥か地平の彼方かなたまで地に大きな裂け目が生まれており、そこから大質量の火炎が巻き起こっていた！


　……冗談じゃねぇ！　地形が変わるほどの威い力りよくじゃねぇか！　こんなものをポンポン放たれてたら冥めい界かいが消し飛ぶぞ！


『……相棒、グレートレッドからいい報しらせがある』


　んだよ、早く言ってくれ！


『決め技はある。それが決まれば確実に勝てる──と』


　いいねぇ！　そういうのが欲ほしかったんだよ！


『だが、問題はそれをここで放てばここいら一帯がすべて消滅してしまうそうだ。──破は壊かい力がバカげていると言っている』


　マジか！……赤龍神帝さまがそう言うんだから、よっぽどのものなんだろうな。やるとしたら、上空にぶん投げて上に向かって使うって感じかね？


『ああ、それしかないだろうな』


　……だよな。で、それをどうしたらいいか？──ということになる。頭のなかで自分なりに作戦を巡めぐらせて、視界の隅すみに映った人ひと影かげを見て、ある結論に至った。


　できるよな、何せあのヒトなんだから！　俺はグレイフィアさんに向けて言葉を投げかける！


『グレイフィアさん！　聞こえますか？　俺、イッセーです！』


　俺の声を聞いたグレイフィアさんは空を飛んで俺のほうに来てくれた。


「一いつ誠せいさん……？　では、やはり巨大な赤せき龍りゆう帝ていはあなただったのですね？　無事で何よりです」


『は、はい！　ありがとうございます！』


「しかし、この巨大化はいったい？」


　怪け訝げんそうな表情で巨大な俺を見ているグレイフィアさんだが……説明しているヒマなんてねぇ！


『グレイフィアさん、巨大化についてはあとでお話しするんで、いまはお願いがあるんです。──あのモンスターをぶっ倒たおす術すべがあります。協力してください！』


　俺の提案を受けてグレイフィアさんは一転して戦士の顔つきになった。……凜り々りしくて美しいぜ、リアスのお義ね姉えさま！


「聞きましょう。私は──いえ、私たちは何をすべきか？」


『はい、あいつを上空に跳はね上げることはできますか？　それができればあとは俺が上に向けて特大なのをぶっ放します！』


　俺の作戦ともいえない案を聞いて、グレイフィアさんは笑えんだ。


「なるほど。わかりやすい作戦です。そして、何よりもあなたの『特大』という言葉は心強いわ。──やりましょう。それぐらいできないで、何がルシファー眷けん属ぞくの『女王クイーン』か！」


　俺の作戦に同意してくれたグレイフィアさんが飛びだしていく！　その身にまとうのは俺たちとは比べ物にならないほどの濃のう密みつで大出力のオーラだ！　空気が震ふるえて、大気もうねりだしたような気がする！


　グレイフィアさんは仲間に指示を飛ばす。


「総そう司じさん！　『超獣鬼ジヤバウオツク』の足を両断してください！」


　新しん撰せん組ぐみの羽織を着た侍さむらいにグレイフィアさんはそう指示する。


「了りよう解かいです、グレイフィア殿」


　侍は神速で怪獣の足下に詰つめ寄った。──速ェ。木き場ば……よりも速いんじゃなかろうか？


　総司と呼ばれた侍は腰こしに帯刀する日本刀に手をかけて──。


　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくが流れる。気づいたときには怪獣の右足は膝ひざから両断されていた。


　……抜ばつ刀とうがまったく見えなかった。……でも、あの身のこなしと動き、俺が知っている奴と似ている。──もしかして、木場の師し匠しようって。


　そう俺が頭のなかで巡らせている間にもグレイフィアさんと他ほかのルシファー眷属が宙を飛んでいって怪獣へ近づいていく。地響きを立てながら倒れていく怪獣を中心に魔ま方ほう陣じんを展開し始めた。


　……斬きられた足がすでに再生を始めてる！　傷口から気持ち悪い触しよく手しゆみたいなのが生えてきて、膝から下の断たれた足を引き寄せようとしていた。それもえらい速度で！


　早くしないとまた立ち上がるぞ、この怪獣野や郎ろう！


　そうこうしているうちにグレイフィアさんを中心にした術式は完成したようで、怪獣の下に超ちよう巨きよ大だいな魔方陣が輝きだした！


「上にあげますよ、一誠さん！」


　グレイフィアさんがそう叫ぶ！　刹那、巨大な怪獣は魔方陣からの衝撃を受けて、遥はるか上空に投げ出されていく。


　よっしゃ！　あいつ、上空に吹っ飛んでいくぜ！　さあ、ドライグ、その特大な必殺技を用意しろ！


『応おうッ！　任せろ！』


　ドライグが応じてすぐに俺の──赤龍帝のブーステツド・ギア・スケ鎧イルメイルの胸部分がカシャカシャと音を立てながらスライドしていき、何かの発射口が現れる。


　これは──。


『……ロンギヌス・スマッシャー。本来、得てはいけない忌いま々いましき技だ』


　ドライグが低い声こわ音ねでそうつぶやいた。


　……ロンギヌス・スマッシャー。確か、仲間の誰だれかが『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』時の俺がそれを使ったって言ってたような気がする。シャルバを一発で吹き飛ばしたって。


　まあ、いいや！　あいつを倒せるなら、ぶっ放すだけだッ！


　ドゥゥゥゥゥゥッ！


　静かな鳴動。信じられないほどの出量のオーラが俺の胸の砲ほう口こうに集まっていく。


　……すげえ、発射口に集まるオーラはクリムゾンブラスターの比じゃない！　これがグレートレッドの力なのか！


　上空の怪獣は足の再生が終わりかけているところだったが……ギリギリ、チャージが間に合ったようだ！


　空高く飛ばされた怪獣。宙で顔をこちらに向けて、目と口から、それぞれ光と炎ほのおを吐はきだそうするが──。


　こっちのほうが速いッ！　照準は空のあのバケモノ！　狙ねらい損だけはしない！


『ロンギヌス・スマッシャァァァァアアアアアアアアアアアッ！』


　ズドォォォォォォォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!


　俺の叫びと共に強大で極大で極ごく太ぶとの赤いオーラの砲撃が放射されていく！


　怪獣の光線と火炎球がいままさに吐きだされそうだったが、グレートレッドの絶大なオーラがそいつを丸ごと飲み込んでいった──。


　空一面が赤いオーラに染め上がるほどの広こう範はん囲いで膨ぼう大だいな威力──。


　…………。


　オーラの砲撃が終わり、空を確かく認にんすると──怪獣はすでに跡あと形かたもなく消し去っていた。


　……すげえ、これが赤龍神帝の力かよ。さっきから俺、すげえばかりしか言ってないけど、やっぱりすげえ！


　パァァァァ……。


　刹那、俺の体が赤く輝いていき──。


　…………。


　気づくとまた目の高さが変わっていた！


　周囲を見み渡わたすと俺にとってのリアルサイズの風景が広がっていた。木も建物も全部、以前と同じ目線で見られる！　ってことは──。


　自分のサイズを再確認！　あ、元に戻もどってる！


　俺の体は再び元のサイズに戻っていた。ふいに上空を見上げるとそこには巨大な赤いドラゴン──グレートレッドの姿があった。


　グレートレッドは俺を見ていた。……俺というより、ドライグ？


　グレートレッドの目が輝くと、空に歪ゆがみが生じていく。……次元の穴を開ける気か。


　歪みは広がりを見せて、グレートレッドが潜くぐれるほどの大きさとなる。穴の向こうに次元の狭はざ間まの万まん華げ鏡きよう空間が確認できた。


　グレートレッドはもう一度俺を視認すると、大きな口を開ける。


　それは初めて耳にするグレートレッドの声だった。


〈──ずむずむいやーん〉


　──っ！


　……そ、そんなバカな……！　グレートレッドまでそれを言うんですか!?　もう本当にカンベンしてくださいよ！


　あ！　言うだけ言って次元の狭間に帰って行きやがる！　ひでえ！


〈ずむずむいやーん、ずむずむいやーん〉


　次元の穴を潜りながら、また言ってるし！　しかも連呼で！　ただひたすら「ずむずむいやーん」を発しながら、グレートレッドは次元の穴に消えていく。


　か、完全に帰りやがった！　んだよ、それぇぇぇぇっ！


『聞こえん。僕には何も聞こえないもーん』


　もーんって！　僕って！　ドライグは口調が変わるほど、現実逃とう避ひしちゃってる！


「ずむずむいやーん」


　いつの間にか、隣となりにいたオーフィスまでそのようなことを言ってくる！


「んもー！　なんで伝説のドラゴンやそれに関かかわった連中はそんなのが大好きなんだよぉぉぉぉぉぉぉっ！」


　グレートレッドとの合体で怪かい獣じゆうを倒した俺だが……赤龍神帝の酷ひどい別れ方に叫さけぶしかなかった。





　　　　─○●○─





「快適」


　…………。禁手バランス・ブレイカーと化して空を飛ぶ俺。その背に乗るのはオーフィスだった。ヒトさまの背中で快適そうにしてやがるぜ。


　あのバカデカい怪獣をぶっ倒した俺は、その後のことをグレイフィアさんにお任せして、都市部のほうに向かうことにした。


　グレートレッドの背から都市を見たときにリアスや仲間たちの気配を感じられたんだ。


　あれが間ま違ちがいじゃなかったら、ここに皆みんなが来ているはず。……って、街の至るところから煙けむりが上がってんじゃん！　というよりも空から建物や道路の破損している場所が目に飛びこんでくる。


　人ひと気けはない。そっか、あの怪獣が迫せまってきたから都市部全域に避ひ難なん警報でも発令されたのだろう。それで人気がないんだ。で、でも、じゃあ、なんで建物とかが壊こわれてんだ？　怪獣はグレイフィアさんたちのおかげでギリギリ到とう達たつしてなかったようだし。


『この混乱に乗じて旧魔王派の残党などが街で暴れていたとかは考えられないか？　もしくは英えい雄ゆう派か』


　なるほどな。その通りかもしれない。つーか、その線だろう。あのシャルバ・ベルゼブブが身を置いていた組織だ、混乱に合わせてそれぐらいのことはやってくるだろうな。


「……西のほう」


　背中のオーフィスがそう告げてくる。


「西？」


　俺の問いにオーフィスはこう答えた。


「あっち、あのアーシア、イリナという者いる」


　マジか！　こいつ、アーシアとイリナの気配を覚えてたのか？　まあ、いいか。大変便利でございますね、オーフィスさまは！


　俺はオーフィスが示したほうにドラゴンの翼つばさを羽ばたかしていった。


　その方角に数分ほど進んだときだった。──懐なつかしいオーラを肌はだに感じてしまった。


　ああ、これは間違いない！　絶対にそうだ！


　少しの間しか離はなれていなかったはずなのに、酷く長かった気もしてしまう。


　さらに進んだ先の煙が上がっている場所に複数の人ひと影かげが確認できた。いたいたいた！


　リアス！　アーシア！　朱乃さん！　小こ猫ねこちゃん！　木場！　ゼノヴィア！　イリナ！　ロスヴァイセさん！　匙さじにソーナ会長まで！　ギャー助は……気を失っているのか。


　あ、サイラオーグさんとあのライオンもいる！


　俺は空からその顔ぶれを再度視認して、中央に降り立っていく！　皆も空を飛んできた俺の姿を捉とらえていた。


　ようやっと、到とう着ちやく！


「兵ひよう藤どう一誠！　ただいま帰き還かん致いたしました！」


　大声で皆にそう叫んだ！　皆、帰ってきたよ！


　……って、あれ？　おかしいな。「よく帰ってきた！」「待っていたわ！」って、演出は無し？


　周囲をそろりと見渡すと──。皆、きょとんとしていた。……う、うーん。なんだか、狐きつねにつままれた表情をしているよ、皆みなさん……。


　あ、ジャンヌがいる。英雄派だ！　ヘラクレスも倒たおれてる！　もしかして、皆は英雄派と戦っていたのか？


　曹そう操そうの姿は見受けられないけど……。ジャンヌも俺のことをきょとんと見てるな。


『おまえだと認識していないんじゃないか？』


　──と、ドライグが言うが……。マジかよ。そんなことあり得るの？


　……と、とりあえず、らしいことを言ってみるか。


　兜かぶとのマスクを収納して、顔を見せる。笑みを引きつらせながら俺は口を開く。


「えーと、おっぱい！　グレートレッドに乗って帰ってきました！」


　俺がそう叫んだ瞬しゆん間かんだった。


「イッセー！」


「イッセーさん！」


「イッセーくん！」


「イッセーくん！」


「イッセー先せん輩ぱい！」


「イッセー！」


「イッセーくん！」


「イッセーくんですか！」


「兵藤くん！」


「兵藤、生きてたのかよ!?」


　リアス、アーシア、朱乃さん、木場、小猫ちゃん、ゼノヴィア、イリナ、ロスヴァイセさん、ソーナ会長、匙が一いつ斉せいに俺の名を呼んだ。


　おいおいおいおい！　おっぱいで確認取らないとダメなんですか!?　相変わらず俺の存在ってひでえ認識具合だな！


　自分の立ち位置を再確認してショックを受けた俺だが──。


　俺のもとにアーシア、小猫ちゃん、朱乃さんが駆かけ寄ってきて、抱だきついてきた。


「イッセーさん！　イッセーさんイッセーさんイッセーさんイッセーさん！」


「先輩……おかえりなさい」


「……お願い。私を置いていかないで……あなたのいない世界なんてもうゴメンなのだから……」


　あらら、皆、大泣きしちゃってる。


「うん、私は泣いてないぞ。私が選んだ男は死んでも死なないからな」


「なによ！　泣いてるじゃない！　私は無理せず泣くもん！　うえぇぇぇんっ！」


　ゼノヴィアとイリナは涙なみだぐんでいる様子だった。心配してくれてありがとうよ！


「やはり、無事だったのですね。さすがです。しかも鎧よろいの下には体があるのですか？」


　俺の帰き還かんを喜びながらも驚おどろいているロスヴァイセさん。


「ええ、まあ、次元の狭間でいろいろあって、体は再生できました」


　ああ、そうか。ロスヴァイセさんの言葉でわかったわ。俺、死んだと思われてたんだ。


　当然か。サマエルの呪のろいを受けて、体が一度滅ほろんだのは本当だしな。しかも駒こまだけが皆のもとに帰っていった。死んだと思われて当然だ。


　……それでも俺は生還しちゃったわけですけども。


　リアスが涙を流しながら俺のもとに歩み寄る。俺の頰ほおに手をあてて一言漏もらした。


「……よく、帰ってきたわね」


　手からリアスの温ぬくもりが感じられる。ああ、これだ。この温かさが俺の惚ほれた女の体温なんだ。……肉体が再生できてよかった。女体に触ふれられないなんてあり得ないもんな！


　つーか、リアスのおっぱいが元の大きさに戻ってる！　あのオーラを回復させる乳にゆう力パワーで萎しぼんでしまったから危き惧ぐしていたんだけど、良かった良かった！　マジで安心する！


　やっぱ、リアスのおっぱいはこのサイズじゃなきゃダメなんだい！


　俺は頰に触れる最愛のヒトの手に自分の手を重ねて言った。


「そりゃ、もちろん。あなたや──仲間の皆がいるところが俺の生きるべき場所ですから」


　ベチンッ！　俺の頭を叩たたく奴やつがいた。振ふり返ると──匙だった。大だい号ごう泣きゆうしてる！


「うわぁぁぁぁぁっ！　このバカ野や郎ろおォォォォッ！　俺はな！　おまえが死んだって聞いたから、俺はなぁぁぁぁっ！」


　あーあ、鼻水まで垂らして。なんとなく、匙の頭を撫なでてやった。ゴメンな、生きてましたよ俺は。




[image: ]


「グレートレッドらしきドラゴンが上空に出現したとき、もしやと感じたのだが……。さすがだな」


　サイラオーグさんが少し離れたところから手をあげて微笑ほほえんでくれていた。


「あっ！」


　──っ！　声があがった。そちらに顔を向ければ──ジャンヌが虚きよを突つかれたかのような表情を浮うかべていた。


「悪いね。イッセーくんの登場で隙すきだらけだったからさ、子供は解放させてもらったよ」


　離れた位置で木場が小さな男の子を抱かかえていた。


　何があった？　ジャンヌがあの子を人質にでもしていたのか？　うわっ！　俺、まったく気づかなかった！


　子供を救った木場と目が合う。


「……お帰り、イッセーくん。キミのおかげでこの子を救えたよ。さすがヒーローだね。キミが変わりなしで本当に良かった。グレートレッドと共に来るなんてさすがに読めなかったけどね」


　ったく、いつもながらの爽さわやかなイケメンフェイスだな。でも安心したぜ。おまえがその調子でいてくれたのなら、俺がいない間もグレモリーチームは健在だったんだろう。


　ジャンヌがこちらを激しく睨ねめつける。


「……まさか、シャルバの奸かん計けいから生き残るとはね。おそろしいわ、赤龍帝」


「そりゃ、どうも。──で、どうする？　俺たちとやるのか？」


　俺がそう挑ちよう発はつすると、ジャンヌは懐ふところからピストルみたいなものと小こ瓶びんを取りだした。……銃じゆう撃げき戦せんでもするつもりか？　いや、あのピストル、先せん端たんが針だ！　注射器か？


　それでもってあっちの小瓶はフェニックスの涙なみだだろう！　回復する気か！


「イッセーくん、気をつけて！　あれは神器セイクリツド・ギア能力を格段にパワーアップさせるものだ！」


　木場がそう説明をくれた。なるほどね。そういう注射器なのね。どういうもので作ったかは知らないけど、あれを打たれるとジャンヌはパワーアップするってことか。


　ジャンヌは首もとに針を向ける。


「……二度目の使用は相当命が縮まるけれど、使わざるを得ないわ」


　そう口にしたあと、彼女は涙で傷を癒いやして針を首に射うち込んでいった。次の瞬間、ジャンヌの体が大きく脈動する！　ジャンヌの体から放たれる重圧が増していき、顔に血管が次々と浮き上がっていく！


　見ているだけで相当な無茶をしてパワーアップを図ろうとしているのだと理解できてしまった。いったい、何をもとにそんなのを作ったんだ？


　ジャンヌは体を大きくよろめかせながらも笑う。


「……これでいいわ。力が高まっていくのがわかる！」


　彼女が吼ほえると同時に足あし下もとから刃やいばが無数に出現していく！　聖せい剣けんだ！　ジャンヌの神器セイクリツド・ギアは聖剣創造ブレード・ブラツクスミス！　いかなる聖剣をも創つくりだせてしまう能力！　それを使って彼女はドラゴンを形作る禁手バランス・ブレイカーも得ている！


　だが、ジャンヌが作ろうとしているのはドラゴンではなく──。聖剣は使し役えきすべきドラゴンを作るのではなく、彼女自身を刃で覆おおっていった。


　……ジャンヌが聖剣の数々に包まれていく！


　そして、眼前に降臨したのは──聖剣で形作られた一いつ匹ぴきの巨きよ大だいな蛇へび！　いや、頭の部分にジャンヌが上半身だけ露ろ出しゆつしてる！　下半身は巨大な蛇と同化しているが……。


　ラミアって蛇の女モンスターみたいだ！　それの聖剣で形成したバージョン！


「あの状態になると厄やつ介かいだ。禁手バランス・ブレイカーのドラゴンを使役しているときよりも攻こう守しゆとスピードが増す」


　ゼノヴィアがそのように言っていた。ゼノヴィアはあれと戦ったのか。そういや、ジャンヌもあの注射器を二度目って言ってたか。先にゼノヴィアと戦っていたんだな。


『うふふ、この姿はちょっと好みではないけれど、強くなったのは確実よ。曹操が来るまでの間、これで逃にげさせてもらうわ！』


　そう宣言するやいなや、逃げの体勢になるジャンヌ！　逃げる気かよ！


　いや、ここまで来たら逃がさないぜ俺は！


　俺は脳内の妄もう想そう力を高めて、あの技わざを繰くりだす準備に取りかかった！　脳みそからイメージを解き放って、ジャンヌに向けて謎なぞの夢空間を展開させる！


　──さあ、久しぶりにいきましょうか！


『乳語翻訳パイリンガル！』


　俺はジャンヌの胸に向けて、技を放った！　次はこれだ！　質問タイム！


「へい！　そこのジャンヌのおっぱいさん！　いったいこれからどうするんだい？」


　俺の質問にジャンヌのおっぱいは胸の内を語ってくれる！


『えーとね。路面を壊こわして、下水道にでも逃げようかなーって思っててー』


　あら、意外におっぱいの声はギャル風でかわいいこと！　って、下水道に逃げる気か！　そうはさせるかってんだ！


　ジャンヌが聖剣で作られた蛇じや腹ばらを動かして軽かろやかに蛇の体を動かしていくが──。一ひと際きわ大きい聖剣を創りだして路面に突き立てようとしたところに俺が入っていく！


　横合いから殴なぐりかかる要領で俺は次の必殺技を展開させていく！　こいつもイメージが大切だ！　まずは相手の体に触ふれる！　そして脳みその妄想をまたまた解き放つ！


　そう、思い描えがくイメージは──全ぜん裸らだ！


『洋服崩壊ドレス・ブレイク！』


　俺が自分なりに格好いいポーズを取りながら技名を言い放つと、それと同時にジャンヌの下半身を覆っていた巨大な蛇型の聖剣が儚はかない金属音を立ててバラバラになっていく！


　女性である限り、俺のこの技は防ぎきれない！


　ついでにジャンヌの衣類も吹ふき飛ばしておいた！　お姉さんの裸はだか！　脳内に保存です！


「……最低です」


　小猫さまからの厳しいツッコミもいただきました！　毎度のことですね！


「……バカなっ！」


　裸になったジャンヌに目め掛がけて俺はラストのドラゴンショットを撃ち込んだ──。








「オーフィスの力を借りて……グレートレッドの体の一部で体を再生させた!?」


　素すっ頓とん狂きような声をあげるのは……ロスヴァイセさんだった。


　ジャンヌを倒たおした俺はいちおうの経緯いきさつを皆みんなに話したんだ。皆、めっちゃ驚いていたけど、一番その出来事にビックリしていたのはロスヴァイセさんだった。


「……生きているとは思いましたが……まさか、ここまで常じよう軌きを逸いつした助かり方をしているとは……予想の範はん疇ちゆうを超こえていたというか……」


　いや、まあ、俺もグレートレッドの背中の上にいたときは驚いたけどさ。


「──強者を引き寄せる力、ここまで来ると怖こわいな。首都リリスを壊かい滅めつさせるモンスターという情景を見学しにきたら、まさか、グレートレッドと共にキミが現れるなんてね」


　──っ！　第三者の声が俺たちに向けられていた！


　振り向けばそこには──曹操の姿が！


　奴は変わらず槍やりを手に持って、倒れる仲間を見て目を細めていた。


「……わずかな間で超えられたというのか。異常なるは、グレモリー眷けん属ぞくの成長率……。ヘラクレスはともかく、ジャンヌは『魔人化カオス・ブレイク』を使ったはずなのだが……いや、これは二度使ったか。二度使うと弊へい害がいが出るというのかな……」


　仲間の心配というよりも仲間がやられた理由を独りごちながら模も索さくしているようだった。こいつらしいといえばこいつらしいかもな。


　皆、こいつが登場したことで一気に空気を一変させた。この場にいる皆が、こいつの強さを実感、または予感しているからだろう。


　次に奴の視線が俺に移る。……以前のように興味に彩いろどられたものではなく、異質なものを見ているかのような嫌いやな目つきだった。


「……帰ってきたというのか、兵藤一誠。旧魔ま王おう派から得た情報ではシャルバ・ベルゼブブはサマエルの血が塗ぬられた矢を持っていたと聞いていたのだが」


「ああ、喰くらったぜ。体が一度ダメになっちまったけど、グレートレッドが偶ぐう然ぜん通りかかったようでさ。力借してもらって肉体を再生させた。……先せん輩ぱいたちやオーフィスの協力があってこそだったけどな」


　先輩たちの残留思念はすべて消えてしまった。あんな別れ方だったけど、俺は……感謝ばかりだ。なんだかんだで説得には苦労したし、それまで暴走と隣となり合わせだったけど、それでも一いつ時ときだけでもわかり合えたんだ。


　──俺はもっとあのヒトたちと話したかった。


　俺の台詞せりふを受けて、皮肉めいたものでも返すのかと思ったのだが……奴は目元をひくつかせていた。奴のそんな表情、初めて見た。


「……信じられない。あの毒を受けたら、キミが助かる可能性なんてゼロだった。それがグレートレッドの力で体を再生させて、自力で帰き還かんしてくるなど……っ！　グレートレッドとの遭そう遇ぐうも偶然で済ませられるレベルではないんだぞ……っ！」


　……なんだか、すっげえ信じられないって顔で独りでぶつぶつ話してやがるぞ……。


　とりあえず、すぐに襲おそいかかってくる気配は感じられない。ちょうどいい。あれをしてもらわなければ。


　俺はリアスに正面から言った。


「リアス、俺をもう一度あなたの眷属にしてください」


　そう、いまの俺には悪魔の駒イーヴイル・ピースが宿っていない。リアスからもらった駒がないんだ。


　それじゃ、まだ俺は本当の意味で再生したことにならない。


　──このヒトの、愛いとしい女性の駒を受けてやっと俺は戻もどれるんだ。


　リアスは懐から悪魔の駒イーヴイル・ピースを取りだした。──紅あかい『兵士ポーン』の駒が八つ。


　リアスが『兵士ポーン』の駒を俺のもとに向ける──。


　駒は俺の胸の前でいっそう輝かがやきを増したあと、静かに体のなかに入っていった。


　リアスの唇くちびるが──俺の唇と重なった。俺はそのままリアスを抱だき寄せる。


　──二度と、この女のもとを離はなれてやるもんか。俺はこのヒトと生きるんだ。


「──私と共に生きなさい」


　微笑ほほえむ彼女の言葉を受けて、俺は紅く熱く懐なつかしい感かん触しよくを蘇よみがえらせていた。内側から感じる駒の脈動、力強さ。ああ、これで完かん璧ぺきだ。これで俺はグレモリー眷属の『兵士ポーン』兵藤一誠として戦える！


「はい、俺はリアスと共に生きます。──最強の『兵士ポーン』になるのが夢ですから」


　俺もそう強く宣言する。そうさ、俺はこの女と──この仲間たちと共に生きる！　共に幸せになってやるんだ！


　気持ちを新たにした俺は胸をドンと強く叩たたいた！


「よし、ソッコーで馴な染じんだ！　さすが俺の駒！」


　曹操でもなんでもこいと気合を入れ直したときだった──。俺の視界の隅すみで不気味な波動が出現していた。


　そちらを見やれば、車道の一角に黒いもやのようなものが発生して、そこから──鎌かまらしき得物が飛びだしてきた！


　装そう飾しよくが施ほどこされたローブ、道化師のような仮面をした者が現れる──。


　見覚えがある。あの疑ぎ似じ空間で俺たちに攻こう撃げきを加えてきた最上級死神グリム・リツパー……プルート！


《先日ぶりですね、皆みなさま》


　死神の登場に曹操が嘆たん息そくする。


「プルート、なぜあなたがここに？」


　どうやら、予定外の登場だったようだ。プルートは曹操に会え釈しやくする。


《ハーデスさまのご命令でして。もしオーフィスが出現したら、何がなんでも奪だつ取しゆしてこいと》


　──っ！　奴やつの視線が俺の隣となりにいるオーフィスに注がれていた。……こいつ、いや、ハーデスはいまだにこちらのオーフィスを狙ねらっているのかよ！　力を奪うばわれて、無限じゃなくなってんだぞ！　いったいどこまで執しゆう着ちやくするんだよ！


「おまえの相手は俺がしよう。──最上級死神プルート」


　──っ！　またまたこの場にいない誰だれかが声を上げていた！　今度は誰の乱入ですか!?


　って、聞き覚えあるけどよ！　忘れるわけねぇよ！　こんな戦せん闘とう意識まんまんな台詞を堂々と吐はけるのは知っているだけでも数人だ！


　俺たちと曹操、プルートの間に光の翼つばさと共に空から舞まい降りてきたのは──純白の鎧よろいに身を包んだあの男だった。


「やはり、帰ってきたか、兵藤一誠」


「ヴァーリッ！」


　そう、ヴァーリだった！　ったく、なんでこう俺と相対する奴が次々と現れますかね！


　俺の復活に乗じて総登場とかそういうのですか!?　イベント目白押しで頭がクラクラしてきた俺の目の前でヴァーリがプルートに言う。


「あのホテルの疑似空間でやられた分をどこかにぶつけたくてな。ハーデスか、英えい雄ゆう派か、悩なやんだんだが、ハーデスはアザゼルと美び猴こうたちに任せた。英雄派は出てくるのを待っていたらグレモリー眷属がやってしまったんでな。こうなると俺の内に溜たまったものを吐き出せるのがおまえだけになるんだよ、プルート」


　大だい胆たん不ふ敵てきにそう告げるヴァーリ。いつもと変わらないポーカーフェイスだが、語気に少し怒いかりの色が見えてしまったな。


　こいつ、相当フラストレーション溜まってんぞ……。


　プルートが鎌をくるくると回してヴァーリにかまえる。


《ハーデスさまのもとにフェンリルを送ったそうですね。先ほど、連れん絡らくが届きましたものですから。神をも嚙かみ殺せるあの牙きばは神にとって脅きよう威いです。──忌いま々いましいけん制をいただいたものです》


「いざというときのために得たフェンリルだからな」


《各勢力の神との戦いを念頭に置いた危険な考え方です》


「あれぐらいの交こう渉しよう道具がないと神しん仏ぶつを正面から相手にすることができないだろう？」


《まあいいでしょう。しかし、真なる魔王ルシファーの血を受け継つぎ、なおかつ白はく龍りゆう皇こうでもあるあなたと対たい峙じするとは……。長く生きると何が起こるかわからないものです。──あなたを倒せば私の魂たましいは至高の頂きに達することができそうです》


　……応じやがった！　白龍皇対伝説の最上級死神かよ！


　ヴァーリは兜かぶとをもとの状態に戻すと言う。


「兵藤一誠は天てん龍りゆうの歴代所有者を説き伏ふせたようだが、俺は違ちがう」


　ドンッ！


　いきなり、特大のオーラをまとい始めるヴァーリ！　こ、こいつ！　開幕から本気出す気かよ!?　とんでもない質量のオーラを辺り一面に放出してんぞ！


「──歴代所有者の意識を完全に封ふうじた『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』のもうひとつの姿を見せてやろう」


　光翼がバッと広がり、魔力を大量に放出させていた。純白の鎧が神こう々ごうしい光に包まれ、各部位にある宝玉から──、


「我、目覚めるは──律りつの絶対を闇やみに堕おとす白龍皇なり──」


　俺の宝玉を通して歴代白龍皇の所有者とおぼしき者たちの意識が流れ込んでくる。


『極きわめるは、天龍の高み！』


『往ゆくは、白龍の覇は道どうなりッ！』


『我らは、無限を制して夢む幻げんをも喰らう！』


　その者たちは恨うらみも妬ねたみも吐きださない代わりに圧あつ倒とう的てきなまでに純じゆん粋すいな闘とう志しに満ちていた──。戦いという意識を通じて、わかりあったというのか？


「無限の破は滅めつと黎れい明めいの夢を穿うがちて覇道を往く──我、無む垢くなる龍の皇こう帝ていと成りて──」


　ヴァーリの鎧が形状を少し変化させ、白銀の閃せん光こうを放ち始めた。





「「「「「「汝なんじを白銀の幻げん想そうと魔道の極きよ致くちへと従えよう」」」」」」





『Juggernautジヤガーノート Overオーバー Driveドライブ!!!!!!!!!!!!』


　そこに出現したのは白銀の鎧に包まれし、極大のオーラを解き放つ、別次元の存在としか思えない者だった。周囲にあった公共物、乗用車も触ふれてもいないのにペシャンコとなってしまった！　あいつが体から滲にじませるオーラだけで物が壊こわれていくのかよ！


　見てすぐに理解できた。ああ、こいつはやっぱりバケモノなんだって。俺が苦労して説得できた歴代所有者の意識。そして、命の危険から捨て去った『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』。そのふたつをこいつは自らの才能だけで己おのれの力としてしまった。しかもそれを昇しよう華かした──。


　……これが俺のライバル。へへっ、とんでもねぇ。改めて思う。俺は究極にヤバい奴と決戦を誓ちかったんじゃないのか？──と。


「──『白銀のエンピレオ・ジヤガーノート・極覇龍オーバードライブ』、『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』とは似ているようで違う、俺だけの強化形態。この力、とくとその身に刻めッ！」


　言い放つヴァーリに斬きりかかるのはプルートだった。残像を生みだしながら高速で動き回り、赤い刀身の鎌を振ふるう！


　プルートはあの先生と打ち合えたほどの猛も者さだ！　油断はできな──。


　バリンッ！


　俺の眼前で儚はかない金属音が響ひびき渡わたる。──降りかかったプルートの鎌をヴァーリが難なく拳こぶしで砕くだいたからだ！


　……たったの一発であの邪じや悪あくな雰ふん囲い気きの鎌を壊しやがった……ッ！


《ッッ！》


　驚きよう愕がくしている様子のプルートだったが、そのプルートのあごに鋭するどいアッパーが撃うち込まれていく。激しい打撃音をたたき出して、プルートが上空に浮うかされる！


　そのプルートに向けてヴァーリは右手をあげて、開いた手を握にぎった。


「──圧縮しろ」


『Compressionコンプレツシヨン Dividerデイバイダー!!!!』


『DividデイバイドDividデイバイドDividデイバイドDividデイバイドDividデイバイドDividデイバイドDividデイバイドDividデイバイドDividデイバイドDividデイバイドDividデイバイドDividデイバイドDividデイバイド!!』


　空中に投げ出されたプルートの体が──縦に半分に圧縮し、今度は横に圧縮していく。次にまた縦に半分に──。プルートの体が瞬しゆん時じに半分へ、また半分へと体積を減らしていく！


《こんなことが……！　このような力が……ッ！》


　プルートは自身に起こったことが信じられないように叫さけぶが──ヴァーリは容よう赦しやなく言い放った。


「──滅ほろべ」


　目で捉とらえきれないほどのサイズまで圧縮されていった死神はついには何も確かく認にんできなくなるほど体積を無くしていく。空中で震しん動どうが生まれたのを最後にプルートは完全に消しよう滅めつしていった。それがその死神の最さい期ごだった。


　最上級死神プルートはこの世に微み塵じんの欠片かけらも残さず消えていった──。








　白銀から通常の禁手バランス・ブレイカー姿に戻ったヴァーリは肩かたで息をしていたが……。あの死神を何もさせずに倒たおしやがった……ッ！


　見た感じ、あの状態では相当に消しよう耗もうしていそうだが、それでもプルートを瞬殺したのは確かなんだ。


　──これが、ヴァーリが出した『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』の答えか。


　現時点で明らかに俺の真『女王クイーン』よりも遥はるか上だった。


　……ヴァーリの野や郎ろう、どこまで強くなりやがる。俺の仲間たちもヴァーリのかけ離れた実力に言葉を失っていた。サイラオーグさんだけはうれしそうに笑えみを見せていたけどさ。


「……おそろしいな、二に天てん龍りゆうは」


　そう言いながら近づいてくるのは──曹操だ。


「ヴァーリ、あの空間でキミに『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』を使わせなかったのは正解だったか……」


　曹操にそう賞賛されるヴァーリだが……。奴は息を吐く。


「『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』は破は壊かいという一点に優すぐれているが、命の危険と暴走が隣となり合わせ。いま俺が見せた形態はその危険性をできるだけ省いたものだ。しかも『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』と違うのは伸のびしろがあるということ。曹操、仕留められるときに俺を仕留めなかったのがおまえの最大の失点だな」


　ヴァーリの言葉に曹操は無言だった。奴──曹操の視線が今度はこちらに移る。


「確認しておきたい。──兵藤一誠、キミは何者だ？」


　……そんなことを訊きかれても、俺は俺だしな。苦く慮りよする俺を前にして曹操は首をひねる。


「やはり、どう考えてもおかしいんだよ。自力でここまで帰ってこられたキミは形容しがたい存在だ。もはや、天龍どころではなく、しかし、真龍、龍りゆう神じんに当てはまるわけでもない……。だからこそ、キミはいったい──」


「じゃあ、おっぱいドラゴンでいいじゃねぇか」


　面めん倒どうくさいんで俺はそう断じた。野郎は一瞬間の抜ぬけた表情を見せるが──すぐに苦く笑しようしてうなずいた。


「……なるほど、そうだな。わかりやすいね」


　それだけを確認すると、奴は聖せい槍そうの先せん端たんをこちらに向ける。


「さて、どうしようか。俺と遊んでくれるのは兵藤一誠か、それともヴァーリか、もしくはサイラオーグ・バアルか。または全員で来るか？　いや、さすがに全員は無理だな。神滅具ロンギヌスみっつを相手にするのは相当な無茶だ」


　挑ちよう発はつ的な物言いだぜ。そりゃ、ヴァーリにサイラオーグさんまで参戦したら、いくら強いこいつでも耐たえられないだろうな。ただでさえ、先ほどのヴァーリを見たら、勝てる見込みを算出できないだろう。


　ヴァーリが俺に歩み寄り、小さい声で訊いてくる。


「奴やつの七しつ宝ぽう、四つまでは知っているな？」


　……曹操の能力についてか。


「ああ、女の異能を封じるのと、武器破壊、攻こう撃げきを転移させるのと、相手の位置も移動できるんだよな」


　それは先日の戦いで確認している。俺が相手をするなら、女の異能を封じるのは使えないだろうから、六つの能力にだけ気をつければいいだけだ。


「他ほかの三つは、飛行能力を得るものと木場祐ゆう斗とが有する聖剣創造ブレード・ブラツクスミスの禁手バランス・ブレイカーのように分身を多く生みだす能力、そして最後は破壊力重視の球体だ」


　なるほど、空を飛ぶのと、木場みたいなのと、破壊力のある球体ね。了りよう解かい了解。つーか、こいつが教えてくれるとはな……。


「とりあえず、礼は言っとく」


　あとは俺しだい、か。てか、いつの間にか、俺が戦うって雰囲気になってる。


　そんなことを思いながら俺は一歩前に出る。それを見て曹操はうれしそうに笑みを浮かべた。


「俺の相手は赤龍帝か。他はそれを察してまるで動かないときた」


　奴の言う通り、皆みんなは俺と曹操のバトルを確認して、容認してくれたようだった。


　そうさ、俺はこいつにデカい借りがあるんだ。


「ああ、借りを返さないと気が済まなくてさ」


　真『女王クイーン』も見せずにこいつに負けを認められないってのはあるんだよな。


　俺の戦意を感じ取って、奴は肩に槍やりをとんとんとした。


「おもしろい。あのときはトリアイナの弱点を突ついてさし込ませてもらったが、今度は全力のキミと戦おうじゃないか。──成れ、紅くれないの鎧よろいに」


「もちろん、そうさせてもらうさッ！　いくぜ、ドライグッッ！」


『応ッ！　相手は再び最強の神滅具ロンギヌスッ！　ここで倒さねば赤龍帝を名乗れんぞ、相棒ッ！』


「あったり前だろうがッ！」


　俺は体中から莫ばく大だいな紅いオーラを放ちながら、呪じゆ文もんを口にしていく！


「──我、目覚めるは王の真理を天に掲かかげし、赤龍帝なり！」


　この呪文に応じてくれていた先せん輩ぱいたちはもういない。


「無限の希望と不ふ滅めつの夢を抱いだいて、王道を往ゆく！　我、紅き龍の帝てい王おうと成りて──」


　けど、独りじゃない。──俺には、俺の戦いを見届けてくれる仲間がいてくれるんだからな！





「「「「「汝を真しん紅くに光り輝かがやく天道へ導こう──ッ！」」」」」





『Cardinalカーデイナル Crimsonクリムゾン Fullフル Driveドライブ!!!!』


　俺の鎧の色が真紅となり、形状も多少変化する！　真『女王クイーン』に昇格プロモーシヨン完かん了りよう！　駒こまの状態はいい感じだ！　さっすが俺の駒！　戻もどってすぐでもこの形態になれるんだもんな！　まだ真『女王クイーン』は不安定だけど、やるしかない！


　俺の変化を確認すると、奴も輪後光と七つの球体を出現させる。相変わらず静かな禁手化バランス・ブレイクだ。あまりに静かすぎて不気味に思えてしまうよ。


　間合いを取り、お互たがいにらみ合ったあと──俺たちはその場を飛びだしていった。


「象宝ハツテイラタナ」


　曹操は足あし下もとに球体を置くと宙に飛びだした！


　あれが空を飛ぶっていう能力か！　俺もドラゴンの翼つばさを広げて奴を追う！


『BoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブースト!!』


　高層ビルが建ち並ぶ空中で俺はドラゴンショットを繰くりだした！　どデカい一撃をお見み舞まいしてやったが、奴は球体のひとつを近づけさせる。球体の前方に渦うずが発生してそれを吸い込んでしまう！


　あれは攻撃を受け流すやつか！　となると、あれを今度はどこからか吐はきだすつもりだ！


　警けい戒かいしていると──真下から渦が発生してドラゴンショットが返ってくる！


　俺はすんででそれを避よけてやり過ごしたが──そこに聖槍から生みだされた聖なる波動が飛んでくる！


「おわっと！」


　それも避けてもう一発魔ま力りよくを放つ！


『BoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブースト!!』


　今度は散さん弾だん式だ。無数に撃ちだしてやった！


「居士宝ガハパテイラタナ！」


　曹操が球体のひとつを前方に移動させるとそれが弾はじけて、光輝く人型の存在が複数出現する。さっきヴァーリが言っていたやつだ。確かに木場の禁手バランス・ブレイカーっぽく、従えるものを生みだせるようだな！　球体が生みだした兵隊みたいなもんか！


　それらは俺の散弾式ドラゴンショットを受けて消滅していった。盾たて代わりか！


　いまの攻守に紛まぎれて曹操の姿が消えている！　どこだ!?　気配を探さぐると横合いから槍が伸びてくる！


　なんとか、避けるが、多少かすめてしまい、腹部の鎧が抉えぐられてしまった！　生身にはダメージなしだ！


「てめえ！　木場と同じ能力使いやがって！　しかもおまえがバカにした木場の能力とおまえの能力、あんま差がないように思えるぜ？　そっちのもまだおまえの技術とか反映できてないじゃないか！　よくそれであいつをバカにできたもんだな！」


　あの疑ぎ似じ空間でこいつは木場の能力を一いつ蹴しゆうした。けれど、俺の目から見ればいまの曹操の能力よりも木場のほうが上に思えたぞ！


　俺の指し摘てきに曹操は笑う。


「ハハハハ、そうかもしれないな。でも言っただろう？　まだ調整が必要な能力で未完成だと。だからこそ、あのとき木場祐斗の能力に興味を抱いたのさ。まだ俺と同様の仕上がり具合だったからすぐに興味が薄うすれたけどね！　それに俺のは木場祐斗のと少し仕様が違ちがう。まあ、それは今後しだいかな」


　あのときのやり取りはそういうことだったのか！　じゃあ、こいつの能力も調整が進めば厄やつ介かいになるな！


「ったくよ、アザゼル先生に勝ったおまえの相手はキツいったらありゃしねぇ！」


「アザゼル総そう督とくか。確かにこの間の戦せん闘とうでは制させてもらったが、次にやったらおそらく易やす々やすとは勝てないだろうね」


「？　なんでだ？」


　あれほど優勢に戦っていたじゃないか。先生の攻撃を躱かわしきって槍を突き立てた場面は俺の脳のう裏りに深く刻み込まれている。あの先生がやられたなんていまだに信じられない。


　俺はそう思っていたが曹操の言葉は意外なものだった。


「あの総督をなめるなんてことはできやしない。ああいう研究者気質かたぎの戦士は次に戦うときに徹てつ底てい的てきにこちらを研究してくる。俺のように強つわ者ものの重い一撃を食らえばアウトなタイプはあの手の手合いとの戦いが一番怖こわい。だからこそ、一度めで総督の力量を知り、二度めで倒せた。──三度めはこちらが危険だ」


　……曹操の言う通りだ。あの先生が黙だまってやられ続けるわけないもんな。もし次にこいつと先生が戦ったら、接戦になりそうだ。


　曹操は槍をくるくると回したあとにかまえ直す。


「さて、戦闘再開だ」


　あ！　また曹操の野や郎ろうが消えたり、現れたりしやがる！　町中での空中の戦闘だから下まで気を使わないといけない！　神経が磨すり減へりやがる！


　今度は背後からだった。それも空中で旋せん回かいして回かい避ひできたけど……マジ神しん出しゆつ鬼き没ぼつ！


　クソ！　急に転移したかのように出現しやがって！……転移？　そうか、あいつの球体に相手を任意の場所に転移させる能力があったな。あれは自分にも使用できるんだ！


　……なんて、芸の多さ。リアスが以前いったように球体はどれも同じ形と大きさだから、仕し掛かけてくるまでどの能力を発揮するかわからない。


　いまのようにコンボもできるから、その多様性は群を抜いている！　ただでさえ、槍の攻撃が怖いってのに他の能力で対処が難しく厳しいだなんてさ！　バカな俺じゃ、長期戦は不利だ！　フェニックスの涙なみだだって持っているだろうしな！


　……けどよ。こいつに勝てる要素ならある。攻撃が当たれば勝てるってのもそうだが、こいつに負けてから、あの次元の狭はざ間まで対応策を考えてきたんだ。


　それが決まれば俺の勝ちだ。どうにかして隙すきを作らないと！


　そうは考えたものの、奴との空中戦は激戦の一いつ途とだった。俺がどのような攻撃を加えても球体の能力で受け流すか、防ぐかされてしまい、あらぬ方向から伸のびてくる聖せい槍そうの攻撃をギリギリで避けるので精せい一いつ杯ぱいだった。


　撃うちだしたドラゴンショットの軌き道どうをふいに変えても野郎の虚きよもつけない！


　さらに奴が例の球体で作りだした兵隊も転移の球体で瞬しゆん間かん移動させて間を詰つめてくるから、どれだけ離はなれていても体勢を立て直すヒマがなくなってしまう。


『Starスター Sonicソニツク Boosterブースター!!!!』


　高速で距きよ離りを詰めても転移で逃にげられるか、球体で生みだした兵隊を盾にして回避までの時間稼かせぎにされてしまう。


『Solidソリツド Impactインパクト Boosterブースター!!!!』


　なんとか追い詰めて破は壊かい力のある一撃をたたき込もうにも槍で弾かれるか、球体による能力で避けられてしまった。


　空から振ぶった絶大な拳こぶしの一撃がビルに突き刺ささり、一気に崩ほう壊かいさせていく。……ビルのオーナーさん、ゴメンなさい！


　そうだった。奴は鎧装着型の弱点を熟知してやがる！　あの先生とヴァーリを同時に相手にして攻こう撃げきを回避してたんだ、俺の攻撃が当たらなくて当然か！　鎧装着型はパワーアップが過か剰じようなせいか、攻撃する際にその部分にオーラが集まるから、どこから攻撃してくるか予測しやすいって言ってたな。頭でそうはわかっても実際に動けるのはあいつがクソ強い証しよう拠こだからなのだろう。


　そして奴やつの右眼めで光るメデューサの眼！　あらゆるものを石化させてしまう！　俺の鎧もいろんな箇か所しよを石化されてしまった！


　そのたびに石化した部分を破壊して、修復させたけどさ！　幸いにも生身にまで石化の効果は及およんでいなかった！　動きを一瞬でも止めるってのが主な使い方なのかね！


　周囲の建物は俺と曹操の一戦で破壊の限りだ。……人ひと気けが無くて良かった。いや、よくないか。あとで怒おこられそうだ。とにかく、曹操を倒たおせればいくらでも謝ります！


　……つーか、少しずつ押されてきてる！　鎧の破損具合が徐じよ々じよに増してるもん！


　奴がこの状態での俺の攻撃スタイルを把は握あくしつつあるんだ！　なんて奴だよ！　ここまでテクニックタイプとして動けるなんてさ！　木場すら軽く超こえてやがる！


　クリムゾンブラスターを撃ちたくても少々の溜ため時間が、こいつ相手だと致ち命めい傷しようになってしまうので使えるはずもない！


　──パワー重視の俺じゃ、相あい性しようが絶望的に悪すぎる！


　──っと、ふいに何かを感じ取れてしまった。俺はそちらのほうに翼を羽ばたかせると──一筋の紅あかい閃せん光こうが俺のもとに届いてオーラを回復させていく。


　遠目にビルの屋上から俺におっぱいビームを放つリアスの姿が確かく認にんできた。


　ああ、リアス！　また俺のためにおっぱいのサイズをダウンさせてしまうんだね！　リアスの愛が心強い！　愛いとしの女からのパワー！　これほどの活力アップはないだろう！


　つーか、事前に連れん絡らくを取り合わなくてもなんとなく感じ取れてしまったよ。俺とリアスはきっと、きっと心の底から通じ合っているんだ！　たまらんなぁ！


「噂うわさの乳ちちビームか。なるほど、キミたちカップルは怖いね」


　曹操はそう言いながらも苦く笑しようしていた！


　野郎ッ！　リアスのおっぱいビームを笑いやがって！　許さんっ！


「これでもくらいやがれッ！」


『BoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブースト!!』


　俺は腹のなかの種火に力を与あたえて、一気に膨ぼう大だいな火か炎えんを吐きだした！


　龍りゆうの炎ほのお──ッ！


　広こう範はん囲いの攻撃！　空一面、俺の吐いた炎一色となる。相手は人間！　直撃できなくとも炎で蒸し焼きにするだけで大ダメージとなるだろう。これなら防ぎようも──。


　ザバァァァァァンッ！


　聖槍が強大な聖なる光を放ち、俺の炎のブレスを一いつ掃そうしてしまう。


　……そういや、ヴァーリが言っていたっけな。やろうと思えば大出量のオーラも放出できるって……ッ！


　そのまま聖槍を横よこ薙なぎに振るってくる！　不ま味ずい！


　俺は急きゆう上じよう昇しようしてやり過ごすが──。後方のビルが聖槍のどデカい波動一いつ閃せんで真っ二つになって崩ほう落らくしていった！


　波動は勢いを保ったままそのビルを貫かん通つうして後方の建物を幾いく重えにも破壊していく！


　あいつが聖槍に力を込こめて振るっただけでビルが何個もぶっ壊こわれるのかよ……。


　……あんなの悪魔の俺が喰くらったら真っ二つ以前に完全消しよう滅めつしちまうぞ！


　曹操は笑えみを浮うかべながら楽しげに言う。


「ハハハハ！　すごい！　これが真『女王クイーン』とやらか！　俺の攻撃がクリーンヒットしないじゃないか！　その割にキミの攻撃もこちらに当たらない！　冷や冷やものだな！　キミの攻撃を受ければ俺はそれで終わりだからね！」


　それが当たる気配を見せないのですよ！　そう言うなら一発当たってくれ！　それで終わるんだろう!?


　奴が槍を回転させながら器用に振るってくる！　下からの斬きりかかりを避け、そのまま上からの一撃も後方に退いて回避するが──。槍の先せん端たんに球体が出現する。


　奴がいっそう笑みを深めた。


「ヴァーリと比べたら、まだまだだ。──将軍宝パリナーヤカラタナ！」


　球体が俺の腹部目め掛がけて衝しよう突とつしてくる！　すんでで俺は両手にオーラを集めて肉厚な腕うでを形成した。『戦車ルーク』の力だ。これで受け止める！　両腕を縦に合わせて攻撃を受ける！


　直撃の瞬間だった。あり得ないほどの衝しよう撃げきが俺の腕──それを通り越こして全身を襲おそう！　『戦車ルーク』の腕でもダメなのか……ッ！


　──すぐに得心した。


　ヴァーリが言っていた破壊力重視の球体だ！　で、でも、ここまでの攻撃力が……あるなんてよ！


　俺は球体の衝撃を受けて、後方に吹ふっ飛ばされていく！


　ガシャァァァァァアアアアアァァァンッ！


　ビルの上階──窓ガラスを突つき破って室内に弾はじき飛ばされていった。内部の壁かべをも壊していき、ついにはそのビルを突き破ってまた空中に飛び出していく。


　次のビルもその次のビルも同様に外部と内部の壁を突き抜ぬけて空に飛び出していき、またビルの壁を破っていった。


　数えるのもバカらしくなるほどの建物を壊して越えていき、ようやくどこかのビルの壁に激しく打ち付けられて衝撃の勢いが無くなった。


　……がはっ。


　腹部に走る激痛から、こみ上げてくるものを吐はいたら……血ち反へ吐どだった。……たった一発受けただけでこの痛みかよ……。内臓はともかく、肋ろつ骨こつは何本かイカレたか？


　鎧よろいはいまので破壊しつくされてる……。『戦車ルーク』の力で盾たてにした厚い両腕の籠こ手ても粉ふん砕さいされてやがる……っ！　両腕が痺しびれて言うことを聞かない……。


　足に力が入らない。少し時間が経たたないと立てそうにないな。……あれが破壊力重視か。でも、なぜいままで撃ってこなかった？　まさか、出すまでに時間がかかる？　それとも回数制限がある？


　たぶん、どちらかだ。あれほどの威い力りよくのものをいまのいままで使わなかったなんておかしい。コンボに混ぜて何度も撃ってくれば俺を容易に倒せたはずだ。ここぞというときに放ってきた経緯いきさつから察してもいまの球体が条件付きである可能性が高いと思う。


　……へへへ、強敵と戦うことが多いから、バカな俺でもここまでは考えられるようになってはいるんだぜ？


　ただな、相対する相手が皆みんなバケモノクラスでどうしようもないだけだ。ったく、赤龍帝やるのも楽じゃねぇや。


　……ん？　俺はふいに自分のいる場所の珍めずらしさに気づく。手元に転がるのは──スイッチ姫ひめの関連おもちゃだ。


　周囲を見み渡わたせば──そこは無数のおもちゃが並ぶ玩具おもちや屋だった。窓ガラスを突き破ってダイナミックに入店したせいか、その衝撃で多くの棚たなが崩くずれておもちゃが散乱してしまっていた。


　──っ！　これはそうか。これで……。俺は痺れて震ふるえる手でとあるおもちゃを持つ。手に持ったスイッチ姫のおもちゃを見てあることを思いついてしまった。


「いまの七しつ宝ぽうもまだ未完成でね。実は能力も曖あい昧まいだ。いまは破壊力重視にしているんだが、それだと武器破壊のと被かぶってしまってね。何かいい能力でも浮かべばいいんだが……。あまり逸いつ脱だつしすぎた異能を付ふ与よはできないからね。──で、これでおしまいか？　やはり、紅くれないと化したキミでもこれが限界か……」


　そのようなことを長々と口にして現れる曹操。割れた窓まどから入ってきやがった。


「なあ、訊きかせてくれ。さっきのヴァーリと戦ったら、やっぱりおまえが勝つのか？」


「……いや、あのプルートを瞬またたく間まに消滅させたヴァーリはすでに超ちよう越えつ者といって過言ではないね。──俺でも勝つのは無理だ。単純にパワー、出力が桁けた違ちがいすぎてね、ゴリ押しだけでこちらが爆はぜる」


　それを聞いて内心安あん堵どしている俺があった。……ったく、ライバルのことを訊いて安心するなんて俺らしくもないや。けど、そうだよな。あいつがこいつに負けるはずねぇ。


　──あいつを真っ正面からぶっ倒すのは俺だ。俺だけでいい。


　……まあ、まずはこの状じよう況きようを好転させなきゃどうしようもないか。


「くくく……」


　俺はたまらず笑ってしまった。


「何がおかしい？」


　曹操は訝いぶかしげに訊いてくる。


「あのときと一いつ緒しよだ」


　そう、あのとき──ライザーとのガチンコ勝負と同じだった。この場面、この状況。あの勝負でも俺はあと一歩のところで限界がきてしまい、一気にピンチとなった。


　けど、それでも俺は戦えた。


「なあ、曹操。弱点攻撃ってよ。俺もやったんだわ。好きな女を守るため、奪うばい返すために、バカな頭を必死に振り絞しぼってよ」


「？　何を言っている？　キミの言っている意図がわからない。気が変になったわけでもないと思うのだが……何かを企たくらんでいるのか？」


「あのとき、俺に残された力はたったちょっとのドラゴンの力だけ。いまとそう状況が変わっちゃいなかった」


　俺はスイッチ姫のおもちゃを奴に見せる。いまさっき拾ったものだ。


「このおもちゃは仕し掛かけがあってさ、おっぱいの部分が飛びだすんだ。試作品が家に届いてリアスが呆あきれてたっけな。──サーゼクスさまが考案したんだってよ」


「だから、それがどうしたっていうんだ？」


　次に俺は懐ふところから一発の銃じゆう弾だんを取りだした。


　それは次元の狭はざ間まで拾ったものだ。


「これは次元の狭間で漂ただよっていたゴーレム──もう動けなくなったゴグマゴグのボディに入っていた内蔵式の対魔ま物もの用機き関かん銃じゆうの弾たまなんだってさ。大昔に作られた割にいまの機関銃の弾と形状はそんなに変わらないんだな。……人間の創造力って、いまじゃ神さまクラスなのかね」


　俺はそんなことをごちてその銃弾をスイッチ姫のおっぱい部分に装そう塡てんした。


　そして、おもちゃに赤龍帝の力を譲じよう渡とする。


『Transferトランスフアー!!』


　譲渡した上で俺はおもちゃの仕掛けを押した。すると、譲渡されたパワーで勢いが増して、おっぱいに仕込まれたゴグマゴグの銃弾が曹操に飛んでいく。


「……血迷ったのかな？」


　曹操は軽々と聖槍で銃弾を弾はじいた。──刹せつ那な、弾かれた銃弾が四散して中から液体が現れる。それが曹操の顔面──右眼にも飛び跳はねていった。


　不意打ちの液体を喰らい、曹操は右眼をこする。


「……なんだ、この液体は……」


　こすっているうちに奴やつの体に異変が起こる。


　ごぼっ……。


　曹操は口から何かを吐きだす。──血の塊かたまりだった。


「ぐはっ！」


　奴は途と端たんに苦しみだして、ひざをつく。その体はすでに震えに震えていた。


　床ゆかに四つん這ばいになりもう一度、血の塊を吐いたところで奴は気づいたようだった。


「こ、これは……ッ！　うぐわぁぁぁぁぁぁっ！」


　いま、奴の体中を言い難い激痛が襲っていることだろう。それはとてもじゃないが、奴では耐たえられないほどの苦痛だ。


　俺は力の戻もどった両腕と両足で立ち上がり、床でのたうち回る曹操に告げた。


「──サマエルの血だよ。シャルバが俺に使ったもんだ」


　俺の言葉を受けて曹操は目を全開に見開いていた。


　俺は説明を続ける。


「体を再生するときにサマエルの血を抜いてもらったんだけどさ。それを処理するとき、ふいに思いついた。──確か、神さまがサマエルに与あたえた呪のろいはドラゴンと蛇へびに対する憎ぞう悪おのものじゃなかったか？──と」


「……眼かッ！　俺のメデューサの眼……ッ！」


　すでに奴の目はサマエルの毒による効果で潰つぶれてしまい、大量の血を流していた。


「ああ、メデューサって髪が蛇の魔物なんだろう？　ってことは、その眼を移植したおまえにもサマエルの血が効果的なんじゃないか？──ってさ、次元の狭間で思ったんだよ。で、次元の狭間で拾ったゴグマゴグの銃弾にこれをオーフィスにこめてもらった」


　そう、俺は次元の狭間で無い頭をしぼって懸けん命めいにこいつの倒たおし方を思し慮りよしていた。実力で倒せるならそれにこしたことはない。だが、近いうちに再戦したとしたら、何かの対応策を講じなきゃダメだ。


　そんなことを考えているうちに次元の狭間で漂っていた停止状態のゴグマゴグに出会い、ライザーとの一戦を思い返していたんだ。


「……ぐふおっ！　はぁはぁ……。……ふふふ、まさか、そうくるとはね……っ！」


　曹操はもがき苦しみながらも自じ嘲ちようする。


「悪魔でドラゴンの俺でも瀕ひん死しになった。英えい雄ゆうの子孫で最強の聖せい槍そうを持っているとはいえ、おまえは──人間だ。──その呪いに人間のおまえが耐えられるか？」


「……無理だろうね……。……すでに……体中の機能が停止しつつある……。……サマエルの呪いには……フェニックスの涙なみだも効果を示さない……。俺の敗因は『人間』だから……か……っ！　ふはははははっ……弱点を、相手の研究をしてきた俺が……この様ざま……最高の皮肉だ……っ！」


　苦痛に苛さいなまれながらも奴は自分をおかしそうにあざ笑うだけだった。


「そうだ、おまえの弱点は──人間ってことだよ」


　もう、曹操は戦えないだろう。事実、禁手バランス・ブレイカーが消え去った。槍やりの力強さも消失している。


　──俺の勝ちだ。


　……リアスの人形で勝っちまうなんてな。しかもスイッチ姫のおっぱいミサイルでだ。


『ずむずむいやーん』


　スイッチ姫の人形がそのような仕掛け音声を発した。


　……ハハハハ、ったく、俺らしいや。俺は可お笑かしくなって吹きだしてしまった。


　なあ、歴代の先せん輩ぱいたち、やっぱすごいんだな、ずむずむいやーんってよ。あんたらが夢中になるわけだわ。


「……ならば『覇輝トウルース・イデア』だ」


　──っ！　な、なんだと!?


　曹操の漏もらした言葉に驚きよう愕がくを受けている俺！　奴は震える手で槍をかまえると、唱え出す！


「槍よ、神を射い貫ぬく真なる聖槍よ──。我が内に眠ねむる覇は王おうの理想を吸い上げ、祝福と滅ほろびの狭間を抉えぐれ──。汝なんじよ、遺志を語りて、輝かがやきと化せ──」


　曹操の口にした呪じゆ文もんと共に聖槍の先せん端たんが大きく開ききり、そこから莫ばく大だいな光が輝く。……この出量の聖なるオーラをこれ以上放出されたらさすがにヤバいか？


　つーか、何が起こる？　先生の話じゃ、あの槍に込こめられたのは亡くなった聖書の神の遺志とか言ってた。ヴァーリはあれが『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』と近くて遠い能力だと──。真相がまるでわからない俺だが……。『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』は暴走をもたらす破は壊かいの化身だった。この『覇輝トウルース・イデア』も発動したらこの都市部に大きな損害を出しそうだ！


　防ぼう御ぎよを固めようか、それとも『騎士ナイト』の力でこの場を脱だつ出しゆつしようか、選せん択たくを迫せまられたときだった──。


　槍の光が徐じよ々じよに弱くなっていく──。……大きく開いた槍の先端も普ふ通つうの状態に戻っていった。


　曹操はそれを見て──目を見開き、絶句している様子だった。


　いつも余よ裕ゆうを見せていたこいつがここまで言葉を失うなんて……。ってことは、まさか……。


　俺の内心を代弁するかのように曹操がそれを口にする。


「……発動……しない？」


　……やはり、そうなのか。膨ぼう大だいな光量が放出されそうになったときはさすがに俺もそれなりの覚かく悟ごを決めたけど、いま聖槍から感じるプレッシャーはそれほど大したものではない。てか、どんどん聖なるオーラが弱まってないか？


　──と、曹操は何かを槍から感じ取り、悟さとった表情となった。


「……なるほど、それがあなたの『遺い志し』か。──俺の野望よりも赤龍帝の夢を選んだというわけだな」


　…………？　俺はこいつの言っていることが微み塵じんもわからなかったが……とりあえず、この場でこの槍がパワーアップするようなことはない……？


「……呪いを受けたのか、曹操」


　そのような言葉を発しながら現れたのは──ヴァーリだった。ガラスの割れた窓から入ってきて、床にのたうち回る曹操を見下ろしていた。


「……やあ、ヴァーリ。……キミのライバルは最高だな」


「曹操にはやらないさ。──なぜ『覇輝トウルース・イデア』は失敗した？　先ほど使ったのだろう？　このビルに近づいたときに感じられたからな」


　ヴァーリがそう訊きく。俺もそれは訊きたい。曹操の一言に俺とヴァーリが耳を傾かたむけた。


「……『覇輝トウルース・イデア』は聖書の神の『遺志』が関係する。亡なき神の『遺志』はこの槍を持つ者の野望を吸い上げ、相あい対たいする者の存在の大きさに応じて、多様な効果、奇き跡せきを生みだす……。それは相手を打ち倒す圧あつ倒とう的てきな破壊であったり……相手を祝福して心を得られるものでもあった。──だが、赤龍帝に対する『覇輝トウルース・イデア』の答えは静観だった。……つまり、この勝負は赤龍帝の勝ちであり、槍は俺よりも兵藤一誠の夢を見たいということだ……。……今後も俺の野望を見たいのなら、聖槍はここで俺を回復させるか、もしくは絶大な力を発動させただろうからね……」


　……聖槍が俺の勝ちを認めた？　てか、曹操の夢よりも俺の夢のほうがいいと？


　ヴァーリがそれを聞いておかしそうに笑えみを見せた。


「ここに来てその聖槍は曹操ではなく、兵藤一誠を選んだのか。だから、言っただろう？　手に負えなくなるうちに俺と兵藤一誠を倒すべきだった、と。結果この様ざまだ。なんとも言えない最後だな。やはり、真しん紅くとなった赤龍帝を倒せる権利を持つのは俺だけのようだ」


　ヴァーリの皮肉な台詞せりふをもらい、曹操は自嘲した。
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「……俺が倒したかったんだけどな」


　……男同士がホモみたいなこと言って俺の取り合いとかしないでくれる!?　気持ち悪いったらありゃしない！　最近、俺が異い形ぎようの方々──特に強つわ者ものの男性から好こう奇きの視線を送られているようで嫌いやな気分だよ！


　俺は女の子にモテたいの！　筋肉ばかりの男衆にモテてもまったくうれしくねぇ！


「ああ、そうだな。兵藤一誠は俺が倒すのだから」


「僕の友達は大人気だね」


　さらに入ってきたのはサイラオーグさんと木場だった。


　──ここに来て絶対的に雄おす度が増した！


　嫌な空間だ。本当にむさ苦しい。しかも全員が俺に熱い視線を送ってくるんだ！　いやぁぁぁぁぁぁっ！　リアス、アーシア、朱乃さん、小猫ちゃん、ゼノヴィア、イリナ、ロスヴァイセさん、レイヴェル、助けておくれ！


「……二天龍、獅し子し王おう、聖せい魔ま剣けん……さすがにこの状態では分が悪いか。というか、このままじゃ、俺は死ぬな。……レオナルドを失った時点で俺は詰つんでいたのかもしれないな。……いや、キミたちにちょっかいを出したのが運の尽つきか……。やはり、サマエルの使用はオーフィスではなく……グレートレッドのほうが良かったのかな……。……まさか、京都でのグレモリー眷けん属ぞくとの出会いと、選択が……俺たちの負けフラグだったなんて……」


　自嘲しつつも息も切れ切れになった曹操。わけのわからないことをつぶやいている上に顔色も相当悪い。ヴァーリのように魔力でサマエルの呪いを抑おさえることもできないだろうし、奴の状態は悪化の一いつ途とだろう。


　そのとき、俺たちを見覚えのある霧きりが覆おおう。霧のなかから人ひと影かげを視し認にんする。


「……帰き還かんしよう、曹操」


　曹操のもとに現れたのは──ボロボロなゲオルクだった。片目と片かた腕うでを失っている。左足も黒く変色しており、まともではない状態だった。


「ゲオルクか……」


「……曹操、俺たちは……多少の計算違ちがいはあれど、大きくは間違えてはいなかった。──ただ」


　曹操の手を取り、転移の魔ま方ほう陣じんを展開するゲオルク。こちらに視線を向ける。


　って、逃にがすかよ！　ヴァーリ以外の皆みんなが一いつ斉せいに取り押さえようとしたが──聖槍がまばゆい光を発して一いつ瞬しゆん目と体が働かなくなる！　まだこれぐらいの力はあったのか！


「……二天龍に関かかわると、滅びる。シャルバたちのように……」


「……そうだな、ゲオルク……」


　聖なるオーラに身を焦こがしながら突つきだしたサイラオーグさんの拳こぶしが空から振ぶりする。


　奴やつらがいたところに、もう誰だれもいなかったからだ。


　聖槍の光量に目をやられたせいか、コンマ一秒遅おそかったようだ。


　奴らはそれだけを言い残して消えていった──。





　　　　─○●○─








　……肝かん心じんなところで逃がしちまったか。


　詰めの甘い自分に閉口しちまう。自身を嘆なげく俺の頭をサイラオーグさんがなでる。


「そう落ち込むな。おまえの勝ちだ。なに、あの様子では両者共に当面戦うこともできないだろう。いや、障害を遺のこして以前のように戦えないかもしれんな」


　サイラオーグさんはそう漏らしていた。


　……サマエルの毒がどこまで奴に効果を及およぼすかわからないが、ドラゴンで悪魔の俺ですら肉体は容易に滅んだんだ。あいつもまともな展開はこのあと待っていないだろうな。


　ヴァーリが俺のほうに視線を向ける。


「キミがグレートレッドと通じたというのなら、あの赤せき龍りゆう神しん帝ていに挑ちよう戦せんする前にキミと決着をつけないといけないようだ」


　──っ。さっそく宣戦布告かよ。こいつらしいな。


「ああ、来いよ。俺ももっと強くなって、おまえをぶっ倒たおしてやるさ」


「だが、気をつけろ。キミを恐おそれる者が増える一方で、狙ねらう者も今後増えるだろう。──真龍と龍神と通じたというのはそういうことだ」


　それは怖こわいですね。でも、まあ、来るなら超こえていくしかないだろう。


「何が来ても俺は俺の目標のために突き進むだけだ。──上級悪魔になって、俺はハーレム王になる！　あと、レーティングゲームの王者にもなりたいしな！」


　俺の宣言を聞いて、奴は口の端はしを楽しそうにあげていた。


『ドライグ……少し休むのか？』


『……ああ、そうかもしれないな。あるいは……。すまんな、アルビオン』


　…………？　アルビオンとドライグが会話をしている？　何の会話だ。


　──と、また誰かがここに来る気配を感じられた。店の入り口から入店してきたのは紳しん士しな出いで立ちの──アーサーだった。


「ヴァーリ、皆こちらに来ています。予定通り、一暴れしてきましたよ」


「そうか、すまんな」


　ヴァーリが踵きびすを返して去っていく。


　アーサーが木場に視線を送っていた。


「──木場祐斗。私が探し求めていた聖せい王おう剣けんコールブランドの相手として、あなたが一番相応ふさわしい剣士のようです。ヴァーリが兵藤一誠と決着をつけるとき、私もあなたとの戦いを望みましょう。それまではお互たがい、無病息災を願いたいものですね」


　それを残して、アーサーはヴァーリと共に去っていった。


　木場もアーサーの挑戦を受けて、不敵な笑えみを見せていた。……なんだか、こいつ、俺がいない間にまた強くなったんか？……ジークフリートが持っていた魔剣も腰こしにしているしさ！


「ジークフリートを倒したのか？」


　俺が腰の魔剣を指さして木場に訊く。


「え？　ああ、これ？　まあ、いろいろあってね。ジークフリートは皆で倒したんだ」


　あ、そうなのか。でも、魔剣はゲットしたと。


「さて、俺も眷属を待たせているのでな。そろそろおいとまさせてもらおうか」


　サイラオーグさんは窓まど際ぎわのほうに足を向ける。


「サイラオーグさん、ありがとうございました」


　俺の礼にサイラオーグさんは手をあげて応こたえ、そのまま窓から飛び降りていった。


　ダイナミックに窓から帰っていったよ。サイラオーグさんらしいや。


「僕も皆を呼んでくるよ。イッセーくんはここで休んでいて」


　木場もそういうなり、窓から降りていった。


　……独りだけになっちまった。皆が来るまで店内の様子でも見て回ろうかと思った矢先だった。


『相棒、いい戦いだった。力だけじゃなくて考えて戦えるようになるとはな……。まだまだ足りない部分もあるだろうが……それでもいい戦いだった』


　ドライグが賛辞を送ってくれる。


「なんだよ、急に」


『……いや、おまえはこれでいいんだろうな』


「……なんだか、元気ないじゃないか」


　声がかすれて聞こえるんだ。こんなの初めてだった。


『……おまえの体を再生するのに俺はいろいろと使いすぎてしまった……もうじき、意識を失う……』


　──っ！


　…………な、なんだよ、そりゃ！　どういうこったよ！　なんで話してくれなかった!?


　じゃあ、さっきのアルビオンとの会話は……別れってことか……？


　噓うそだろう、冗じよう談だんだろう！　待ってくれよ！　ちょっと待てよ！


『……安心しろ……俺がいなくとも赤龍帝の籠手ブーステツド・ギアが機能するようにはしておいてやる。……だから……最後にいい戦いが見られて……良かったよ……』


　ドライグの声がどんどんかすれて、小さく、弱くなっていく。


「待ってくれよ！……俺、まだ……おまえがいなきゃなんもできねぇよっ！」


『できるさ……おまえには……仲間が……る……。……俺はもう必要……ない……さ』


　声がところどころ聞こえなくなってきてる！　マジかよ！　そんなのねぇって！


　必要だよ！　相棒だろう！　ずっと一いつ緒しよにいようぜ！　俺とおまえで赤龍帝だろうがよ！　いままでずっと……ずっとやってきたじゃないか！


　家でも学校でもコカビエルのときだって、ヴァーリと最初に戦ったときも、夏休みの山ごもりでも、シトリー戦でも、ロキのときも、京都でも……バアルとの戦いでも一緒だったじゃないかよ……。


　俺は涙なみだが止まらなかった。ボロボロと流れていき、鼻水までだらしなく出っ放しで──。


　それでも脳のう裏りに次々と蘇よみがえるドライグとの思い出が……溢あふれてきて……どうしようもなかったんだ。


　俺の体を治すのにおまえが死ぬなんて……そんなの俺は嫌だよ！


　ドライグは最後にハッキリとした口調でこう言った。


『俺の相棒──イッセー、ありがとう。楽しかったぞ…………────』


「ドライグ……？　なあ……返事をしてくれよ……。なあ、相棒……」


　最後の最後で俺の名前を呼ぶなんて卑ひ怯きようすぎんだろ！　それはねぇよ！　きちんと言ってくれよ！　俺をイッセーってさ！　なあ、頼たのむよ！　こんなの……ねぇだろう……。


　問いかけても返事をしない宝玉。……もう、しゃべってくれないのかよ……？


　などと思っていた俺の耳に入ってきたのは──。


『…………グゴゴゴゴ』


　といういびきだった。


　……あれ？　い、いびき？　ね、寝ねてる……？


「ドライグ、次元の狭はざ間まで力使って疲つかれた。寝てる」


　俺の籠こ手てにそっと触ふれる者がいた。


　──オーフィスだった。いつの間にかここにたどり着いたようだ。


「……オーフィス？　って、ドライグは寝てるだけなの!?」


　こ、この野や郎ろう！　寝てるだけかよ！　クソ、心配させやがってよ！


「ドライグ！　……バカ野郎……ッ！　バカ野郎……っ！」


　俺は籠手を抱だきながら泣くしかなかった！　ちくしょう！　いきなり別れのあいさつなんて酷ひどいだろう！　俺とおまえはずっとやっていく相棒なんだからよ！


　……でも、安心したぞ。つーか、俺のためにありがとう。いまは休んでくれ、相棒。


　──あ、仲間たちの気配を感じる。


　もうすぐここに来るだろう。ああ、やっと終わりだ、中級悪あく魔まの試験が。長く険しかった試験がようやく終わりを迎むかえたんだ。


　ったく、帰るまでが試験だもんな。


「帰ろうぜ、オーフィス。今度こそ──皆で」


「我、赤龍帝の家に帰る」


　オーフィスが浮うかべていたのはかわいらしい笑顔だった。ああ、こいつはやっぱり、テロリストの親玉なんかじゃねぇよ。ただの強くて寂さびしいドラゴンだっただけだ。


　──と、万事よく決めたところで俺はとあることを思いだしてしまった。


　あ、学校の中間テスト、どうしよう……。


　俺はそこで初めて絶望しきった。




　Azazel.







『豪獣鬼バンダースナツチ』と『超獣鬼ジヤバウオツク』の殲せん滅めつに成功したことが俺──アザゼルのもとに届いたのを切っ掛かけにこの場の緊きん張ちよう状態も収束の方向に向かいつつあった。


　ハーデスとずっとにらみ合いだったからな。この骸がい骨こつ野や郎ろうの顔をずーっと見ているなんざ吐はき気けしか出てこねぇ。


　勝利の報告を知ってサーゼクスも滅ほろびの魔力を消して、もとの姿に戻もどっている。……まあ、あっちのほうがもとの姿なのかもしれないが……。


　イッセーの帰き還かんを知ったとき、相当滅びの魔力が怒いかりの色を薄うすめたからな。ま、それは俺も同じか。まったく、とんでもねぇ方法で帰ってきたもんだ。


　この一件に乗じた旧魔王派のテロもほぼ鎮ちん圧あつしつつあるとのことだ。冥めい界かいの状じよう況きようも最悪の結果だけは免まぬかれたようだ。


　──で、ヴァーリチームはその報告を受ける前に颯さつ爽そうと退散していった。相変わらず去り際だけは見事だ。


　うちのところの刃狗スラツシユ・ドツグも退散させている。もうこの場では必要ないだろうからな。


　ハーデスを消滅させるような事態にならなくて幸いだった。いくらこいつが悪意の塊かたまりだろうと腐くさっても冥府の神だ。消滅してしまえば、各世界に大きく影響を与えてしまう。


　さて、ハーデスの野郎に文句と警告だけ述べて帰り支じ度たくでもしましょうかというときだった。死神グリム・リツパーが一名ハーデスに報告を述べる。


《ハーデスさま、神しん殿でん内の死神の大多数が……凍こおり漬づけにされております》


《……貴様の仕し業わざか、ジョーカー》


　ハーデスが眼がん孔こうを危険な色で輝かがやかせる。


　とうのデュリオはため息をつきながら自身の肩かたをもんでいた。


「まあ、これぐらいはしないとミカエルさまに怒おこられてしまうんで。怪あやしそうな気配の死神さんだけ凍らせちゃおうと思ったんスけどね。めんどいんで、神殿内にいるのはできるだけ凍らせてみましたよ。すんません、手て癖くせがクソ悪いんスよ。どーも、アーメン」


　相変わらずの飄ひよう々ひようとした態度に軽口だ。


　──しかし、強い。


　このデュリオという天界の切り札は、口は悪いが抜ぬきんでているな。神殿内の死神を凍らせてしまうなんて逸いつ脱だつしてやがる。


『煌天雷獄ゼニス・テンペスト』──天候を操あやつり、いかなる属性をも支配できる上位神滅具ロンギヌス。やり方しだいじゃ臨機応変ができる特性だ。屋内でもこれだからな。


　……曹そう操そうとの戦いだと相あい性しよういいんじゃねぇか？　かなり優勢でいけると思うが……。


　何はともあれ、ハーデスの野郎の横やりを未然に防げた。これは大きい戦果だ。この骸骨は絶対にやろうとしてただろう。肉がねぇから表情は読めないがそれでもだいぶ悔くやしがっているのは骸骨顔からもわかる。


「ま、サマエルの件はおいおい追つい及きゆうさせてもらうぜ？　何せ、英えい雄ゆう派の正規メンバーを生きて捕ほ縛ばくしたからよ」


　俺はハーデスにそう告げる。そう、グレモリー眷けん属ぞくは英雄派と出くわした。あいつらの巡めぐり合わせの良さと悪さには本当にまいったもんだが、それでも今回はありがたい。


　おかげでヘラクレス、ジャンヌの二名を生きて捕縛できたからな。じっくりといろいろ聞かせてもらうぜ。生き証人ほど素す晴ばらしいものはないからな。


　俺の宣告にハーデスは何も答えなかったが……。去り際にサーゼクスが口を開く。


「ハーデス殿、これで失礼致します。今回は突然の訪問、まことに申し訳なかった」


　サーゼクスは丁てい寧ねいに非礼を詫わびたあと、強きよう烈れつなプレッシャーを放ってそれを告げる。


「それでもあえて言わせていただく。──二度めはない。次はあなたを消滅させる」


　……語気にとんでもないものを乗せて言い放ちやがったよ、この魔王は。


　それを受けてハーデスは楽しげに笑いを漏もらした。


《ファファファ、いい目をしよるわ。ああ、よく覚えておこう》


「ま、俺もここに来るのは二度とゴメンだ」


　俺はつい本音をつぶやいてしまっていた。


　……本当、もう二度とこんなことするんじゃねぇぞ、冥めい府ふの骸骨神さんよ。





　　　　─○●○─





　冥界と冥府を繫つなぐゲートにたどり着いたところでサーゼクスが俺の名を呼ぶ。


「アザゼル」


　奴やつは改まった顔をしていた。


「なんだよ。改まって」


「私は最近常々思うことがある。私やアジュカのような魔王の時代は終わりが近いのかもしれない──と」


　ほう、それは興味深い。黙だまって聞いているとサーゼクスは続ける。


「私たちが魔王になれた最大の理由は『力』だ」


　魔王の血筋以外から生まれてしまった強大な力を有した特異な悪魔──。


　それが現四大魔王だ。三大勢力が争った大戦の終結以降、そのような悪魔が何名か誕生した。


　サーゼクスは拳こぶしを握にぎりながら、悲しげな表情を浮かべる。


「どれだけ強くとも『個』の力では、覆くつがえせないものがある。反発するものを生みだしてしまう」


　そうだな。現政府は力で旧政府を打だ倒とうして、冥界を変えた。それの先頭に立ったのがサーゼクスや現四大魔王などの強力な悪魔だ。


　その結果、追いやられた悪魔たちはサーゼクスの力を妬ねたみ、呪のろった。いまに至るクーデターの単純明快に砕くだいた理由だ。


「だが、アザゼル。『個』の力とは違ちがう、大きなものがある。それがいまの悪魔の世界にあるのだ」


「それはなんだよ？」


「それは『輪』の力だ。我が妹リアスと義弟イッセーくんは、それを持って生まれてきた。たとえ『個』の力に限度があろうとも己おのれの周りに集まる力──『輪』によって、力と絆きずなを確かなものとする。その結果、どのような限界、壁かべをも突つき崩くずして成長していく。リアスたちだけではないな。滅びを持てなかったサイラオーグも夢を抱き、信念を貫つらぬくことで信しん頼らいする仲間を得ている。それもまた『輪』だろう」


　ヴァーリの野郎もサーゼクスが言う「輪」ってのに当てはまるかもしれない。あいつのもとにも自然と仲間が集つどってやがるからな。


　──なるほど、「輪」か。


「サーゼクス、イッセーはついにオーフィスまで引き込んだ。──もう、いろんなものがあいつを無視できないだろう」


「うむ。それは『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』を超ちよう越えつしたヴァーリにも言えることだろう。──『無限の龍りゆう神じん』と二に天てん龍りゆう、そこに集う龍りゆう王おうたち。──やはり、この世界の流れを、力の奔ほん流りゆうを動かすのはドラゴンとなるか」


　そう、ドラゴンは力の塊かたまり。そして、人間もドラゴンを力の象しよう徴ちようとして古いにしえより崇あがめてきた。どうやっても強いドラゴンは強者を引き寄せてしまうのかもしれない。


　イッセーとヴァーリがどこまでいくのか。まだ見ていないところだが……。


「あ、じゃあ、俺はここで帰ります。ミカエルさまに報告することがあるので」


　ジョーカー・デュリオは天使の翼つばさを羽ばたかせて、簡素に俺たちへ別れのあいさつを告げる。


「では、どうも。今日は楽しかったです。──『輪』！」


『輪』──って、頭の上で両手で丸サインしながら飛んで行きやがったよ！　案外、お茶目なところもあるんだな……。つーか、何気に俺たちの会話をよく聞いてやがったのか。


　去っていくデュリオを眺ながめながら俺は息を吐いた。


「さーて、俺も再就職口を見つけないとな」


　俺の言葉を聞いてサーゼクスは目を細めた。


「……やはり、そうなるか」


「ああ、オーフィスを独断でイッセーたちに会わせたのはどう考えても免めん職しよくを免れない事こと柄がらだ。俺は──総そう督とくを降りる」


　各勢力に黙ってオーフィスをイッセーに会わせたのはどう見みつ繕くろったって条約違い反はんだ。糾きゆう弾だんされて当然。これ以上俺が総督の椅い子すにいるとグリゴリの連中や他ほかの者にも示しがつかないし、迷めい惑わくばかりをかける。


「それにうちの組織の異分子──奴らに手を貸していた連中も大方締しめ上げたしな」


　俺の組織の裏切り者はヴァーリと中間管理職の奴らだ。特に上位クラスの堕だ天てん使しの一部がかなり情報などを横流しにしていたようでな……。


　すでにそいつらの身柄を確保して裁くところまで話は進んでいる。……ま、逃にげた奴らもいるけどな。おかげで組織内の上位クラス陣じんが一気に減少してしまった。……生きつ粋すいの堕天使もだいぶ少なくなっちまったな。幹部連中も大昔の戦せん役えきに比べたら数えるぐらいしか残っていない。そのほとんどが研究肌はだの奴ばかりだ。サハリエルしかり、ベネムネしかり、タミエルしかり。副総督のシェムハザもどちらかといえば、そちらに近い。


「……俺の組織も潮時かね」


　俺がぼそりとそうつぶやくとサーゼクスはなんとも言えない表情をするだけだった。


「天界のほうでも裏切り者を把は握あくして、裁いたそうだよ」


「逃げた連中は堕天使と化して『禍の団カオス・ブリゲード』に合流か。ま、奴らに協力している間、よく堕天しなかったもんだな、その上級クラスの天使どもは」


「神がいないという裏をかいて、天界の各種システムに穴が生まれているのは聞いている。そこを突かれたのだろう。どこも一枚岩ではないな」


　悪あく魔ま側も旧魔王派とのいざこざが今後も散発的に起こるだろう。今回の一戦がダメだとすぐに勘かん付づいた連中は速そつ攻こうで穴蔵に潜もぐったっていうからな。たくましい連中だ。──が、今回の一件で旧魔王派の実力者も相当消えたはずだ。よほどのことが起きない限りは鳴りを潜ひそめて静観するだろうさ。


「堕天使は天界の『御使いブレイブ・セイント』システムのように要員を増やすことはしないのか？」


　サーゼクスはそう訊きいてくる。俺は首を横に振ふった。


「いいさ。俺らみたいな悪党天使さまは俺らだけで十分。これは俺だけの意見じゃなくてな。残った幹部連中も同意なんだわ。三大勢力が和平組んでいるなら、もうこれ以上組織を肥大化したって仕方ねぇじゃねぇかってな。現状維い持じだけでいい。ま、お空の天使が堕おちるなんてことがあるならいつでもウェルカムだけどな」


「……しかし、グリゴリの──アザゼルの功績であるオーフィスがこちらに来た事実は大きな事態だ。我らの歴史に残ってもおかしくない偉い業ぎようなのだよ、アザゼル。それをうながしたのは──紛まぎれもないあなただ」


「今いま頃ごろ改まって『あなただ』とか言うなよ、恥はずかしい。だがな、サーゼクス。俺は悪党どもを率いるボスだ。聖書に刻まれても冥めい界かいの歴史に残っちゃいけないのさ。──これからの冥界の歴史に残るのはおまえやリアスやイッセーで十分だ。俺は堕ちた天使の親玉でいいんだよ」


「アザゼル……」


　んな残念そうな顔すんなよ。おまえにその顔されるとさすがに困るぞ。


　俺は頰ほおをかきながらイタズラな笑え顔がおで言う。


「なーに、ちょっと肩かた書がきが変わるだけだ。俺は俺だよ。それと俺も前線に行くのは引退する。おまえやミカエルのおかげでいい教え子がたくさん出来たからよ。そいつらの面めん倒どうを見るだけで余生を過ごせるさ」


　イッセーとグレモリー眷属とヴァーリとそのチームがいりゃ、俺が戦わなくてもいいだろうよ。


　それを聞いてサーゼクスはおかしそうに吹ふきだした。


「急に年寄り臭くさくなってしまったな」


「見た目若いけど、年寄りだぜ俺？　おまえが生まれる前から存在するんだからな。そこはキミ、年長者を立てたまえ」


「そうだな。今後はそうしたいと建前上は言っておこう」


　言ってくれるぜ、サーゼクスの野や郎ろうめ。


　まー、とりあえず、これで今回の事件は終わりだ。さて、バカ共連れて熱海あたみか伊い豆ず辺りに温泉旅行でも行きますかね。




「堕だ天てん使し組織『神の子を見張る者グリゴリ』総督アザゼル」が総督を辞することは各勢力の上層部に伝達されることとなる。


　数々の殊しゆ勲くん、戦績を残すが、何よりも一番の功績は異例の成長を遂とげる現赤せき龍りゆう帝ていと歴代最強と称しようされる現白はく龍りゆう皇こう、この両者を指導したことだと各勢力の要人は後に語り継つぐ。




　Hero...?







「ぶっざまだなぁ、曹そう操そう。あれだけ準備しておいて裏切りだー想定外だーで英えい雄ゆう派の計画はぜーんぶオジャンってか？　上位神滅具ロンギヌスを三つも潰つぶされやがった」


「……これは帝たい釈しやく天てんさま、下界にまでお越こしになられるとは」


「禁手バランス・ブレイカーに至った神器セイクリツド・ギアも神滅具ロンギヌス使いも再起不能じゃねェか。おまえとゲオルクとレオナルドも動くこともできねェし？──で、どうすンのよ？」


「……立て直しますよ。新しいオーフィスが生まれますから、それを中心に新しい『禍の団カオス・ブリゲード』を結成します。──だが、今回の件であまりに戦力が削そがれてしまった。少しの間、身を潜めます」


「そうかねぇ。いまのおまえのツラは、そういうのじゃねェなァ。──心を折られた野郎のツラだ。おまえ、二に天てん龍りゆうどもに潰されたな？　サマエルの毒だ、解かい呪じゆできても後こう遺い症しようが残るぜ？　おまえ、人間だもンな、ただの」


「…………二天龍に潰された、か。……否定はしませんよ」


「だせェな、おまえ。結局、何になりたかった？　英雄か？　勇者か？　それとも悪役か？　いや、全部になろうとして欲よく張ばったンか？」


「……英雄の子孫でありながら最強の槍やりを持って生まれた俺は、これ以外の道なんて無かった。異い形ぎようたちの毒という選せん択たく肢ししか──」


「ハハハハハハハハッ！　クソガキくん、神しん仏ぶつさまからのあんまりありがたくもねェ言葉を聞いとけや。いいか？　おまえみたいに普ふ段だんＢ級だが本気出せばＳ級なんて奴やつはな、案外結構いるんだよ。問題は普段も本気もＢ級なのに、決めるときにＳＳＳトリプルエス級を叩たたき出すイカレた野郎だ。こいつが一番厄やつ介かいだ。絶対に勝てる勝負をわけのわからねェもんで覆くつがえしてくる。──おまえも実感したろ？　ああ、赤せき龍りゆう帝ていってやつがこれだよ」


「…………」


「赤龍帝みてェなタイプに勝ちたかったらよ、運命ねじ曲げるぐらいの力を見せなきゃよ。何せ聖せい槍そうのおまえの同期神滅具ロンギヌス所有者はあの赤龍帝とあの白はく龍りゆう皇こうだ。──おまえ、生まれてくる時代を間ま違ちがえたンじゃねェか？」


「次は──」


「次？　ＨＡＨＡＨＡＨＡ！　──ねぇよ。おまえはここまでだ。その槍に拒きよ否ひされ、呪のろいで動けない状態のおまえなンて価値がなくなったも同然だぜ？」


「……俺をどうするつもりだ？」


「なーに、おまえとゲオルクとレオナルドは仲良くそろって冥めい府ふ送りだ。ハーデスがどうにも不ふ機き嫌げんなんでな、おまえらが相手してやれや。あそこで蜘く蛛もの糸でも垂れてくるのを待ってりゃいい。──ま、おまえらの神滅具ロンギヌスは全部俺がいただくけどな。三つとも禁手バランス・ブレイカー状態で引き抜ぬけるなんて、涙なみだが出るほどうれしいＺＥ！」


「……さすが、酷ひどい神仏だ」


「裏でいろいろと画策して俺や他の神どもを手玉に取ろうとしていたのはどこのどいつよ？　ま、バチが当たったのさ。──冥府から帰き還かんでもできれば聖槍を返してやンよ。英雄ならそんくらいやってみせてこそだぜ？　赤龍帝は似たようなことをやってのけたンだからよ？」




　New Life.







　冥界での一騒そう動どうから幾いく日にちか経たったあと、俺たちは部室でとんでもないことを先生から聞かされていた。


「そ、総そう督とくを更こう迭てつされた!?　マジっスか!?　ええええええええええええええっ！」


　そう、アザゼル先生が総督を辞職したというのだ。


　理由は例のオーフィスを俺たちに会わせた件だ。


　先生は耳をほじりながら嘆たん息そくする。


「うるせぇな。仕方ねぇだろ。うるさい連中に黙だまってオーフィスなんざをここに引き連れて来たんだからな」


「じゃ、じゃあ、いまの先生の肩書きは……？」


　俺がそう聞くと「うーん」と首をひねる。


「三大勢力の重要拠きよ点てんのひとつであるこの地域の監かん督とくってところか。グリゴリでの役割は特別技術顧こ問もんだな」


　監督で技術顧問。はぁ、なんだか、変わったような変わらないような。


「……総督から、監督」


　小こ猫ねこちゃんがぼそりとそうつぶやく。


「ま、そういうことだ。グリゴリの総督はシェムハザがなったよ。副総督はバラキエル。あー、さっぱりした！　ああいう堅かた苦くるしい役職はあいつらみたいな頭の堅かたい連中がお似合いだ。俺はこれで自分の趣しゆ味みに没ぼつ頭とうできる」


　あれ？　なんだか、以前よりも開放的な表情をしているぞ!?　もしかして、肩書きと役職を取り払はらったことで、このヒトのフリーダムさが増すなんてことは……あり得そうだ！


　うわぁぁぁぁあっ！　シェムハザさん、バラキエルさん、このヒトをどうにかして！　何かをやらかす前に封ふう印いんでもしたほうがいいです！　なんならコキュートスとやらに永久冷れい凍とうも視野にいれて！　サマエル級の封印対象だって、絶対！


　などと、浮うかれていた先生だったが、書類を三通取りだした。


「先日の中級悪あく魔ま昇しよう格かく試し験けんなんだが。先ほど合否が発表された。忙いそがしいサーゼクスの代わりに俺が代理で告げる」


　──っ！　マジかよ！　もう合否が出たの!?　しかも事前連れん絡らくもなくいきなり発表!?


「まず、木き場ば。合格！　おめでとう、今日から中級悪魔だ。正式な授じゆ与よ式は後日連絡があるだろう。とりあえず、書類の面だ」


　うわっ！　心の準備なしでもう始めちゃってる！　って、木場は合格かよ！


「ありがとうございます。謹つつしんでお受け致いたします」


　書類を手に取り、頭を下げる木場。ああ、俺の仲間が目の前で中級悪魔になっちまった！


「次に朱あけ乃の。おまえも合格。中級悪魔だな。一足早くバラキエルに話したんだが、伝えた瞬しゆん間かんに男泣きしてたぞ」


「……もう、父さまったら。ありがとうございますわ、お受け致します」


　赤面しながら書類を受け取る朱乃さん。朱乃さんも無事中級悪魔昇格だ。


　そして最後の一枚。……俺のだろう。


「最後にイッセー」


「は、はい！」


　き、緊きん張ちようするぜ。実技はともかく、筆記はちょっと自信薄うすというか……。ああ、でも決して悪いというわけではなくて……。


　心中であれこれ考えていた俺のことなんて置いといて先生は早々と言った。


「おまえも合格だ。おめでとさん、中級悪魔の赤せき龍りゆう帝ていが誕生だ」


　──っ！…………や、やった。


「や、やったぁぁぁぁあああああっ！」


　俺はつい両手をあげて大声を張り上げてしまった！


「今日から俺も中級悪魔だ！　やったー！　マジうれしいっス！」


　なんとか昇格ができた！　中級悪魔！　今日から中級だ！　これでハーレム王の道へ一歩！　いや、十歩ぐらい前進したはずだ！


「おめでとうございます！」


「おめでとう！」


「おめでとう！」


「まあ、このぐらいは。でも、おめでとうございます」


「私がマネージャーをしたのですから、当然です！……で、でも、おめでとうございますわ」


　アーシア、ゼノヴィア、イリナ、小猫ちゃん、レイヴェルが賛辞をくれる！　ありがとう、皆みんな！　俺、悪魔に転生できて良かった！


　男泣きしてめっちゃ喜ぶ俺だったが、先生が指を突つきつけてくる。


「ていうか、おまえはあの危機的状じよう況きようから自力で戻もどってこられるほどのバカ野や郎ろうだからな。おまえの復活劇はすでに上層部の上役連中の間で語り草になってるぜ？　何せ、現魔王派の対立派は閥ばつは、おまえに畏い怖ふし始めたって話だ」


「ど、どうしてですか？」


「当然だろう。文字通り、殺しても死なないんだぞ？　こんなに怖こわい存在はねぇだろう？　サマエルの毒で死なない上にグレートレッドの力借りて体新調してきて自力で次元の狭はざ間まから帰還しただなんてどんだけだ。どんだけだよ！　おまえ、本っ当におかしいぞ？　頭もそうだが、存在がだ」


　ま、まあ、一連の流れを改めて語られるとおかしなことの連続だった。しかし、悪魔上層部の方々に畏怖されるってのもなんだかな……。知らず知らずのうちに事が大きくなってきて、もう俺、わけがわからん！


　冥界では、偶然現れたグレートレッドと共にルシファー眷属と俺が共闘して『超獣鬼ジヤバウオツク』を倒したという内容で報道されている。俺がグレートレッドと合体したことは一般の悪魔には伏せられていた。俺と赤せき龍りゆう神しん帝ていとの間で起きたことは極秘にすべき事柄らしい。


　ちなみに俺が危機的状況だったことも一般の悪魔たちに知らせていない。


「ま、おまえの強つわ者ものを引き寄せる力はもはや異常を通とおり越して、なんでもござれ状態だからな。もう、あれだ。各世界で悪さする奴らもおまえが倒たおせ。そうすりゃ俺もサーゼクスも楽ができる」


　などと、先生は言うが……。マジでカンベンしてください！　強い連中が襲おそいかかってくるなんてこりごりっスよ！　俺は部員の女子たちとエロエロで平和な日常が送りたいんです！　バトルばかりの生活なんて求めてませんからね！


　あ、でも、気になることもある。


「あの、先生、『禍の団カオス・ブリゲード』──英えい雄ゆう派のその後の動きはどうなんですか？」


　首しゆ魁かいだった曹操は俺の攻こう撃げきでサマエルの呪いを受けた。たぶん、ろくなことになってないと思うが……それでもあの食えない曹操だ、案外回復の術でも見つけて復活してるんじゃないか？


「ハーデスや旧魔王派の横やりもあってか、正規メンバーの中ちゆう枢すうがやられたからな。奴ら英雄派がおこなっていた各勢力の重要拠点への襲しゆう撃げきも止やんだよ。それにおまえらのおかげで正規メンバーを何名か生きたまま捕とらえることもできたし、いま締しめ上げていろいろ尋じん問もんしているところだ。曹そう操そうたち神滅具ロンギヌス所有者は……ろくなことにはなっていないだろうな。奴らが体に負ったものはフェニックスの涙や『聖母の微笑トワイライト・ヒーリング』で完治できるほど生やさしいものじゃない。ただ、天界では奴らが保有する神滅具ロンギヌスの消失が確かく認にんされていないため、生存しているのではないかとの見解だ」


　先生は息を吐はきながらそう答えてくれた。


　ヘラクレスとジャンヌは冥めい界かいに捕ほ縛ばく。曹操、ゲオルク、レオナルドの神滅具ロンギヌス所有者は戦せん闘とうでの深ふか傷でで再起不能。けれど、神滅具ロンギヌスは消えていない。


　同様の神滅具ロンギヌスは同時に存在できないし、所有者が亡くなれば次の宿主となる新生児に移りかわる……だったっけか。その辺、俺の神器セイクリツド・ギアと同じだな。──で、消失が確認されていないとなると曹操たちは生きている可能性が高いとなる。


　しかし、先生は合点がいかないような表情だった。


「……奪うばわれた、ってことはないのかしら？　曹操たち所有者が重傷なら、強力な神滅具ロンギヌスを横から奪う輩やからが出てもおかしくないわ。あの集団は派閥が生じていて内部抗こう争そうも激しそうだもの」


　リアスがそう口にする。


　──っ。なるほど、そういう見方もあるよな。神器セイクリツド・ギアを抜きだして保存したり、他ほかの者に移す技術はグリゴリがすでに開発しているし、それは『禍の団カオス・ブリゲード』に合流した反逆者の手によってあちらに流れているだろう。手傷を負って動けないあいつらから神器セイクリツド・ギアを奪うなんてのも考えられるわけだ。


　先生もリアスの意見にうなずいていた。


「まあ、その線が浮かぶってことになるよな。……そうだとして、俺が考え得る最悪のシナリオが今後起きないことを願うばかりなんだが……」


　……先生、すげえ険しい顔つきだ。頭のなかじゃ、いったい何を想定してるんだろうか？


　だが、先生は途と端たんに苦笑いする。


「ま、あいつらの最大の失点はおまえらに手を出したことだな。見ろ、奴やつらを返り討うちにしやがった。成長率が桁けた違ちがいのおまえらを相手にしたのが英雄派の間違いだ。触さわらぬ神に祟たたりなしってな。あ、この場合は触らぬ悪魔に祟りなし、かな？」


「腫はれ物のように言わないでくださいよ！　俺たちからしてみれば襲いかかってきたから応戦していただけです！　なあ、皆！」


　俺が皆に訊きく。


「そうだな、修学旅行で襲撃してきた恨うらみは大きい」


「ミカエルさまのエースだもの！　襲ってきたらギチョンギチョンにしちゃうわ！」


　ゼノヴィアとイリナはうんうんうなずいて俺の意見に賛同してくれた。だよな！


「……来たら潰つぶす。これ、最近のグレモリーの鉄則ですから」


　小猫さまからありがたくも怖い一言をいただきました！


「私が上級悪魔になるためのポイントがあちらから来てくれているのではないかと最近思うようになりました。このメンバーで戦う分には強敵来らい襲しゆうがおいしいですよね」


　ロスヴァイセさんの脳内はいい変へん換かん装置をお持ちですね！　若じやつ干かん、おいしくないです！


　皆の意見を聞いて先生が豪ごう快かいに笑う。


「さすがグレモリー眷けん属ぞくだ！　こりゃそのうち伝説になるぞ。『奴らにケンカを売ったら生きて帰れない』──とかよ」


　先生の冗じよう談だんにリアスが嘆たん息そくしていた。


「私たちは怨おん霊りようや悪霊ではないのよ？　変な風に言わないでちょうだい」


「うふふ。けれど、実際襲われたらやっちゃうしかありませんわ」


　朱乃さんが微笑みつつもＳな面を表情に見せてくれていた！


　先生は話を続ける。


「だがな、『禍の団カオス・ブリゲード』はまだ活動をしている。一番大きい派閥『旧魔王派』と二番めに大きい派閥『英雄派』も幹部を失い活動停止したと見ていい。三大勢力の裏切り者もある程度粛しゆく清せいが済んだ。だが……それでも俺たちの主張に異を唱える奴らはそこに残っている。ふたつの派閥の陰かげに隠かくれていた連中も浮ふ上じようしてくるはずだろう」


　……確か、魔法使いの派閥とかもあるんだっけ？　そいつらまで俺たちに襲いかかってきたりとかないよね……？　不安になる一方だ！　天てん龍りゆうの強者を引き寄せるパワーはマジでシャレにならないからな……。


　先生は部屋の隅すみに視線を送る。


「とりあえず、元ボスがこっちにいるからな」


　俺たちも先生の視線の先に目を向けると──そこにはボケーッとしているオーフィスの姿があった。学校の部室にまでついてきちゃったんだよな。俺と目があうとオーフィスは言う。


「我、ドライグと友達」


　おう、龍りゆう神じんさまにそう言っていただけるのは光栄なんだが……。


「俺、ドライグじゃなくて、兵ひよう藤どう一いつ誠せいって名前があるんだよ……。友達は俺のことを『イッセー』って呼ぶんだ」


「わかった。イッセー」


　あらら、即そく答とうだったよ。案外、話してみると通じるんだよな。こいつ、妙みように俺に懐なついてしまって、どこに行くにもついてくる。で、自室に戻ると俺の部屋の隅でボーッと座っているんだ。


　女子たちのすることを見み様よう見み真ま似ねでなんでもやろうとするし、何にでも興味を抱いだくから、皆も遊び甲が斐いがあるのだろう。いっつもオーフィスをかまってあげているヒトがいるもんな。


　なんだろう、動物的な感じ？　猫ねこに懐かれたような、犬に懐かれたような。ウロボロスに懐かれた？　まあ、いいか。


「俺の呼び方はそれでよし」


　とりあえず、それでいいだろう。


　俺とオーフィスのやり取りを見ていて先生が言ってくる。


「言っておくがイッセー、おまえが将来上級悪あく魔まになったとしてもオーフィスは眷属にはできないぞ。理由は話さなくてもわかるな？」


「はい、オーフィスはここにいないことになっているから、ですよね？」


　そう、オーフィスはここにいるけど、世間的にはいないってことになってる。こんなところにオーフィスがいるなんて本来あっちゃならないことだ。


　曹操に奪われたオーフィスの力が、現在の『禍の団カオス・ブリゲード』にとっての「オーフィス」となっているようだ。まあ、「ボスのオーフィスがいなくなりました」なんて不利になることをあいつらも言えやしないだろうし。


　先生が続ける。


「そいつはテロリストの親玉だった奴だ。いくらこちら側に引き込めたからといって、それを冥めい界かいの連中に知られてはまずい。現にそいつの力は幾いく重えもの封ふう印いんを施ほどこして、ちょっと強すぎるドラゴン程度に留とどめてある。というよりも神格クラスは『悪魔の駒イーヴイル・ピース』の転生対象外だったはずだ。半神のヴァルキリーは可能だったようだが」


　ただでさえ、こいつはサマエルに力を吸われて相当弱まってる。まあ、下手な奴よりはよっぽど強いけどさ。


　……それにこいつは次元の狭間で俺を助けてくれた。もうそれだけでオーフィスは俺の仲間としか思えないよ。こいつを狙ねらう奴がいたら、俺は全力で守る。それだけのことをオーフィスはしてくれたのだから。


　しかし、中級悪魔か……。ちょっと頭の整理が必要だな。実感できるのはまだまだ先だろうか。


「『禍の団カオス・ブリゲード』に奪われたオーフィスの力がどうなるか、それが気になるところですね」


　木場がそう口にしていた。確かにそうだ。サマエルの力で奪われたオーフィスの力。曹操はあれを使って新しいウロボロスを作ると言っていた。けど、肝かん心じんの英雄派が崩くずれたとなるとどうなってしまうんだ？


　先生が言う。


「……それは俺を含ふくめ、事情を知っている連中のなかでも意見がわかれているな。ただ、そのまま計画が進行しているって意見だけは一いつ致ちしている。……どんな形になろうとも近いうちに見まみえるかもしれない。それだけは覚かく悟ごしておけ」


　……覚悟って。ああ、またそういうのに関かかわるのかな、俺たち……。


　うなだれる俺だが、リアスは話題を切り替かえる。


「いつ来るかわからないものに対する備えも大事だけれど、私の当面の目的は三点。一点はギャスパーね」


　リアスの視線がギャスパーに注がれる。あわあわするギャスパー。……もしかして、例の話か？　俺はその場にいなかったからまるで知らないんだが、話ではギャスパーが俺の死という誤報を聞いてぶちギレたようだ。


　その結果、バケモノじみた力を発揮して、あのゲオルクを圧あつ倒とうしたっていうんだ。あのゲオルクを──だぜ？　上位神滅具ロンギヌス『絶霧デイメンシヨン・ロスト』を持ち、魔法の使い手でもあるゲオルクを相手に一方的な戦い方をしたっていうんだ。その場面を見た連中にそれを問いただすと表情が険しくなって、ただ一言「すごかった」としか口にしないんだけどさ……。


　とうのギャスパーは変わらずの気の弱い女装っ子にしか見えない。


　リアスが続ける。


「いままで他ほかの事情が立て込んでいて静観していたけれど、あれを切っ掛かけにそろそろ本格的にうかがってもいいと思ったわ」


「と、言いますと？」


　俺の問いにリアスはうなずく。


「──ヴラディ家、いえ、ヴァンパイアの一族にコンタクトを取るわ。あのギャスパーの力はきちんと把は握あくしなければ、ギャスパー自身──私たちにもいずれ累るいを及およぼすでしょうね」


「……す、すみません。ぼ、僕にそのような力があったなんてまったく知らなくて……この眼めだけが問題だと思っていたものですから……」


　ギャスパーが恐きよう縮しゆくしながらそう口にしていた。こいつ自身はそのときの状態がまるで記き憶おくになかったようだ。……こいつも知らなかった、無意識に存在する隠された力……？　それは神器セイクリツド・ギアの力でもなさそうなんだけど……。


　リアスはギャスパーが家を追い出された理由がそこにあると踏ふんでいるようだった。


「ヴァンパイアもいま内部で相当もめている。……閉へい鎖さされた世界だが、だからこそ変な事情に巻き込まれなければいいんだが」


　先生が嘆息しながらそう言う。


　……マジかよ。吸きゆう血けつ鬼きの連中も立て込んでいるのか！……触ふれたくないところだが、ギャー助の謎なぞのパワーもこのまま放置しちゃマズいだろうし、解明しないとどうしようもない……。い、いくしかないんだろうなぁ……。


「ご、ご迷めい惑わくおかけします……。で、でも……家のヒトたちとはあまり……」


　ギャスパーが言葉をつぐんでしまった。家族と会いたくない、か。そりゃ、疎うとまれたあげく捨てられたら会いたくもないよね。結局、家を追い出されて放ろうしたあげくにヴァンパイアハンターに仕留められてしまい、リアスに救われたんだからさ。


　……深くは訊いてなかったが、こいつもこいつで複雑な事情を抱かかえているんだよな。


　朱乃さんがあごに指をやりながらリアスに言う。


「ギャスパーくんのことと、あとは魔法使いかしら？」


　リアスはうなずいて続けた。


「そうよ。そろそろ魔法使いから契けい約やくを持ちかけられる時期でもあるの」


「それって、本とかに書かれてる魔法使いとの関係性とかいうやつですか？」


　俺が訊く。魔法使いから契約？　それって、俺でも耳にしたことがある『魔法使いの召しよう喚かんに応じる悪魔』ってやつ？　割とポピュラーだそうで一いつ般ぱんの書物などにも記き載さいされてるんだよな。


　リアスが首を縦に振ふる。


「ええ、そうよ。魔法使いは悪魔を召喚して、代価と共に契約を結ぶ。私たちは必要に応じて力を貸すの。一般の人間の願いを叶かなえるのとはちょっと様式が違うわね。名のある悪魔が呼ばれるのが常だけれど、若手悪魔にもその話は来るわ」


　──っ！　じゃ、じゃあ、もしかして……！


「俺たちにも話が来るってことですか？」


　俺の問いにリアスがうなずく。先生が紅茶をすすると話を続ける。


「先日、魔ま術じゆつ師しの協会が全世界の魔法使いに向けて若手悪魔──おまえたちの世代に関するだいたいの評価を発表したようだ。奴やつらにとって若手悪魔の青田買いは早い者勝ちだ。特に評価が高いであろうグレモリー眷けん属ぞくは格好の的。魔王の妹たるリアスをはじめ、赤龍帝のイッセー、聖せい魔ま剣けんの木場、バラキエルの娘むすめで雷らい光こうの巫み女こである朱乃、デュランダルのゼノヴィアなどなど、そうそうたるメンツだ。──大挙して契約を持ちかけられるぞ？　契約する魔法使いはきちんと選定しろよ？　ろくでもない奴に呼ばれたらおまえたち自身の価値を下げるだけだからな」


　マジかよ！　そ、そんなことも悪魔の活動範はん囲いなんだな！　お、俺も魔法使いに契約を持ちかけられる……？


　……ぐふふ、色気むんむんの魔女さまにお呼ばれされて契約するのもいいかもなぁ。


　エロ妄もう想そうする俺の頭をポンと叩たたく誰だれか。──リアスだった。


　リアスが訊きいてくる。


「ところでイッセー。試験前に約束したこと覚えているかしら？　それが私の当面の目的の最後の一点なのだけれど？」


　──っ。リアスはほんのり頰ほおを赤く染めていた。


　ああ、その約束は完かん璧ぺきに覚えてる。


「リアス、今度の休日、デートしましょう」


　俺の答えに彼女は満面の笑えみを見せてくれた。


「ええ、楽しみにしているわ、愛いとしのイッセー」


　そうだな。まずは彼女とのデートだ。それだけはハッキリと楽しめそうだ。あとのことはそれから考えよう。


　そう考えていた俺のもとにゼノヴィアが自身を指さす。


「部長の次は私とデートをしてくれ、イッセー」


「あー、ずるいわ！　次は私よね！　私だって、イッセーくんとデートしてみたいわ！」


　イリナまで申し出てくる！


「はぅ！　私もです！　私もデートします！」


「じゃあ、私もです」


　アーシアと小猫ちゃんまで！


「私もですわ！　日本を満まん喫きつさせてください！」


「……我も」


「イッセーくんと買い物セール巡めぐりのデートも楽しいかもしれませんね」


　レイヴェルにオーフィスにロスヴァイセさんもかよ！


「あらあら、私は全員終わったあと、ベッドの上でデートしますわ」


　マジですか、朱乃さん!?　それは大変興味深いお話ですね！


「じゃー、俺もデートしてもらおうかなー」


「えーと、じゃあ、僕も」


「え!?　皆みなさん、そういう流れなのですか？　じゃ、じゃあ、僕も！」


　先生、木場、ギャー助も!?　男はさすがにカンベンしてください！


　リアスが俺の腕うでを引いて抱だき寄せてくれる。


「私が最初よ。ね、イッセー？」


　これからも大変そうだけど、それでも俺、幸せだ。






　あとがき







　伝説の存在を引き寄せて助けてもらった我らがイッセー。殺しても死なない男です。


　気づけば木き場ばきゅんメイン回だったような12巻でございます。前半、イッセーがいないので必然的にそうなってしまったのは仕方なかったのですが、それでも木場はイッセーを信じて健けな気げにがんばってましたね。さすがヒロイン……いや、グレモリー男子だ！


　男性陣じんも大活かつ躍やくしました。木場もギャスパーもサーゼクスもアザゼルもサイラオーグもヴァーリも匙さじまで奮ふん闘とうしてました。本当に男おとこ臭くさい十二巻でした。書いていて私も「やべぇ、女っ気ねーな……」と反省ばかりです。まあ、男性陣も人気あるので結果オーライ！


　でも、ヒロインたちを活躍させないとかわいそうなので次巻からは元通りです。





　冥めい界かいの危機という割には、それをあまりお伝えできなかったかなと反省してます。というのもイッセーの生死確認と復活劇がどうしてもメインに来てしまうので、冥界の各地で暴れ回っている巨きよ大だいモンスターから遠ざかります。結局、グレモリー眷けん属ぞくは直接戦いませんでした。テレビでの確認だけで済ませてしまったので、迎げい撃げき部隊視点の外伝とか書く機会があったら補完したいです。12巻は冥界よりもグレモリー眷属の危機でしたね。





　物語の各章などについて。


　一章は１、２巻で『赤せき龍りゆう帝てい覚かく醒せい』編、二章は３～６巻で『乳ちち龍りゆう帝てい誕生』編、三章は７～12巻で『英雄ヒーローおっぱいドラゴン』編でした。どんどん名めい称しようが酷ひどくなっていきますね。


　そして第四章『おっぱいドラゴンと愉ゆ快かいな仲間たちの伝説』編となります。タイトルの通り、おっぱいドラゴンと愉快な仲間たちことグレモリー眷属＋αが大暴れします。


　最終巻の構想も大分前からありまして（すべての事件が完かん了りよう後に完結巻として出す予定です）、あとは残りの設定を拾いながら書き進めるだけなのです。各ヒロインとの仲もさらに進展させつつ、もう少しだけお付き合いくださいませ。


　四章はギャスパーの力の秘密について掘ほり下さげていきたいと思います。





　実は第三章の構成は、５巻が発売された頃ころ（約三年前）には大体の流れが担当編集さんとの間で話し合われておりました。ロキが現れ、修学旅行で英えい雄ゆう派に狙ねらわれ、サイラオーグとのゲームをして、イッセーが生死不明→復活という大きな流れは（間に短編集が入りましたが）三年かけてほぼ予定通りです。


　予定外なのはオーフィスが仲間になった点でしょうか。６巻のイラストでオーフィスを見た私と担当さんが、みやまさんの描えがくオーフィスに惚ほれてしまいまして、「このまま味方に引き入れようか」と。元々、オーフィスをラスボスには据すえておりませんでしたので、兵ひよう藤どう家のマスコットとして残留させました。今後もマスコットとして隅すみで動いていきます。





　いくら今回が第三章のクライマックスとはいえ、パワーがインフレしすぎました。サーゼクスは真の姿を現すし、イッセーはグレートレッドと合体しちゃうし、ヴァーリはプルートを瞬しゆん殺さつだし、とんでもないことばかり起こっておりましたね。


　ここ数巻でメンバーのパワーアップまたは可能性が示し唆さされたので、以降はそれを掘り下げていこうと思います。イッセーの白はく龍りゆう皇こうパワーを始め、アーシア、小こ猫ねこのこともそうですし、ゼノヴィアもそろそろ力押し以外の戦い方を覚えないとダメでしょうしね！


　それと、イッセーの真しん龍りゆうモードこと、超ちよう巨きよ大だい禁手バランス・ブレイカーは今回限りの特別仕様です。第三章の最後、そして前後編の後編を飾かざるのに相応ふさわしい姿を出しただけです。


　そして、アザゼル先生の総そう督とく辞職。今回の一件で責任を取ることになってしまいました。けれど、物語の裏側で一番イッセーたちに貢こう献けんしたのはアザゼルだと思うのです。





　敵側などについて。


　今回、イッセーにしてやられた曹そう操そうくん。うっかり癖ぐせがここに来て致ち命めい的てきとなりました。『覇輝トウルース・イデア』にも嫌きらわれてしまう始末です。ゲオルクも油断しすぎてギャスパーに倒たおされてましたね。リアス率いるグレモリー眷属に関わるとろくなことがないという良い例を作ってくれました。前々から英雄派を『人間ゆえの戦い方をしつつも、人間ということが弱点だから負けた』で倒そうと思っていました。まさか、おもちゃで負けるとは……。


『禍の団カオス・ブリゲード』はここで態勢立て直しとなります。いろいろなものを利用して自らの糧かてにしようとした人間の集団「英雄派」は、結局、神しん仏ぶつのわがままだけは想定外だった、と。だからこそ、どこまでいっても『人間』だったのでしょう。しかし、『禍の団カオス・ブリゲード』はシリーズ通しての敵対組織なので、今後も出てきますよ。


　あと、劇中で説明がありませんでしたが、豪獣鬼バンダースナツチと超獣鬼ジヤバウオツクを生みだした『魔獣創造アナイアレイシヨン・メーカー』の能力は禁手バランス・ブレイカーの亜あ種しゆ、『破滅のバンダースナツチ・アンド・ジ覇獣鬼ヤバウオツキー』です。上位神滅具ロンギヌスらしい、まさに世界を滅ほろぼせるだけの能力でした。名称のルビ的に副会長の真しん羅ら椿つば姫きが持つ神器セイクリツド・ギア『追憶の鏡ミラー・アリス』と若干被かぶってますが、関連性はございません。





　まだ未解明の設定が残ってます。実は７巻辺りから世界観の拡大が止まりだして、各設定の掘り下げパートに入っていました。次の新章からは前々から設定だけ出ていた吸きゆう血けつ鬼きと魔ま法ほう使つかいが関わってきます。それらをＤ×Ｄ独自の解かい釈しやくでやっていこうと思います。魔ま法ほうの説明が三章から入っていたのは四章の準備として合間に入れていたからです。


　あ、木場の師し匠しようはサーゼクスの『騎士ナイト』で正しよう真しん正しよう銘めい新しん撰せん組ぐみ一番隊隊長の沖おき田た総そう司じです。設定だけは四巻辺りの頃からあったのですが、出す機会に恵めぐまれていなかったので今回やっと登場です。冥界でも屈くつ指しの剣けん士しです。『騎士ナイト』の駒こま二個消費ですよ。リアスが日本に興味を抱いだいた切きっ掛かけの人物です。侍さむらいに関する変な知識も彼の悪戯いたずらだったりします。


　キャラが増えているようで今回みたいに一気に退場することや一発キャラも多いので、以前にもお伝えしましたが、主要メンバー以外は覚えなくても大だい丈じよう夫ぶだと思います。基本、第二章からは主要メンバーが様々な陣じん営えいの問題に巻き込まれて、それを解決していき、そのなかでボスキャラチームと絡からんでいくスタイルですので。





　ここで謝しや辞じを。みやま零ゼロさま、担当編集のＨさま、サブ担当のＳさま、原作だけでなく、アニメのほうでもご協力いただきまして、本当にありがとうございます。


　漫まん画がのほうでもみしまひろじ先生、ヒロイチ先生、ドラゴンエイジ編集部の皆みなさま、ご協力ありがとうございます。今後もご助力のほど、よろしくお願い致いたします。





　さて、次回から第四章開始！　と行きたいところですが、13巻はインターバルということで短編集でございます。ライザー復帰までの道程やマジカル☆レヴィアたんなど、本編でも話がちょろっと出てきたものを中心に掲けい載さいする予定です。書き下ろしもあります。


　さらに次の短編集13巻はアニメＢＤ付き限定版も発売されます！　兵藤家に住むことになったリアスとイッセーの交流を中心に描かれるアニメ第13話とも言える特別編です！　原作でいうところの２巻と３巻の間を補完するお話となっております。実はＢＤのためにこのエピソードを書き下ろしました。どうぞ、ご期待ください！





　最後に。柳やなぎ沢さわテツヤ監かん督とく、シリーズ構成及および脚きやく本ほんの吉よし岡おかたかをさんを始め、アニメ制作スタッフの皆さま、本当にお疲つかれさまでした。原作理解度の高いスタッフ陣によって、最高のアニメ化を実現していただけたと思います。心よりお礼申し上げます。本当に光栄の至りです。




ハイスクールＤ×Ｄ12


補習授業のヒーローズ





石いし踏ぶみ一いち榮えい
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